
く活動・記・録・日・報＞

（ポランティ了活勤記録から抜粋）。

平成7年

•4/1 避難所訪問 神戸商船大学ー／姐段住宅が当たらないと朝から巾年男性が酒硲りをしてい

る,rポランティアさんも飲まんか」といわれ飲むが周囲の目が気になる"I±車がなく時間を

持て余し気昧、この頃からアルコー9レに関する報道が多くなる。ポラノティアとして程々に

とか、●害について話せる雰囲気ではない［潜在的なアルコール依存症の方もいて社会問退

化する。ポラソティアは社会資洒（行政機関）につなぐ役目である；。

3人の兄弟か体育館〇巾でしょんほ＇りしている。新学期を迎え子どもの人数か極淫に少なく

なる。何回も訪I閉するがうち梓けない。熊気力，無表情で表情の変化がない。母親の理解も

なく関わりが持てない。親の目を盗みながら関わりを持つが、見つかっては連れ戻される。新

学期を機会に無理して殆との方が、避難所を出ていかれぶ大人は生活再建で子どもへの関

心が薄れている（予どもの支援が忘れられている）。ポ99ティア活動に対して迷いが生じる。

要援護者の『気持ちに添う jことの難しさを日々体験する。気持ちに添うこととは、話が聴

けることであり、相手の気持ちをくみ取り共有することと理解したc

,4/6 活動関始 S地区ー仮設仲宅。場所が変わると緊張し話の切り出しもできない，冷静さを

装うが緊張の連託で、ハイ状態で足が地につかないまま戸別訪憫する。

仮設住宅での活動は初めてで、入居者は9lっ越しの片付けと急激な環壊の変化で、取りつ

（間もないほど緊張され、訪問に警戒される，ボチポチ気長に活動していきたい。

•4/95 神戸一今日からHi忌り d)定点訪梱になか

二浪の音年と面接談。地震で人生観が変わった。なるようにしかならない。 じたばたした

ところで自分の思うように行かないのが人生と開き直りであふ希望が高かったが、来年は

是39とも何処かに合格したいと力強く伝えてくれた。来年の健闊を祈る。

避難所の関心ごとは、仮設住宅の入居である．早く皆さんの転居先が決まればと思う毎日

である．

.4/29 ヤングママ（離婚）との面接．

退行現象の子ども (3人）と関わり自分の車はすっかり忘れていたc ふと気づいたとき身体

の不源に気づき病院へ行くと胃浪瘍と首われる。長期の避難生活でストレスもピークに達す

（身体の不調を訴えられる人が多くなる）。

•5/20 活動休暇を取り 2週問ぶりに参加する（一回休んでも気後れする）。避難者が次々と仮設

住宅へ転居され避鯖所が閉散となる。取り残された人のイライラがボラノティアに降りかか

る（ポランティアのストレス解消が問題である）。

• 5/21 B本テレピが私たちの活動を追いか99ふ初めて0体験で緊張する。気になり活動が出

来なかった．良い経験をさせてもらった。イ,,ピューでは、思ったことの半分も話せない。

•5/22 東灘区のテント村 初めて行（。どんな人が避難されているのか、不安な気持ちで訪

問すると、小さなテントに親子~3人生活されている。想像を99する過酷な環境に呆然とすふ
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・5/25 姫詑の仮設付宅一民生委員とチラノ（追絡先）を持って一軒ー9千訪問する。老人の一人

菩らしが気になる。うつろな目、維繁な訪問活動が必要である。

• 5/31 S地区 中年男性が手持ち金が400円しかなく、今日の生活費がないと泣きつかれる， R

銭が欲しいといわれたので知り合いの土木業者を紹介する。

• 6/12 S地区ー担当民生委員がパニックで『SOS』、話を聴くがパーンアウト寸前である。一人

で何もかも取り込まれ、疲れがピークに逹している（残念ながら後Bパーンアウトされ委員

を辞任される）。立場上秘守義務を頑9こ守られ一人で関わろうと無理された。もう少し関わり

を持って活動を分散出来れば良かったのでは？

•6/'3 S地区一神Pに帰りたいが交通費がないので2000円用立ててほしいと頼まれ貸す。後日

返済してもらったが、返えしてくれないと一時でも人を疑ったことが反省3 活動中それ以後

はお金を貸さないこと9こしたが・… ・3

•6/2(] S•T地区ー入居者がピークに達する。生活環境の急激な変化で多種多様の相段車が頻繁

にある。分からないことは調査し早急に知らせる3

仮設住宅内6；雨 l：がりは、泥滓で歩けない状態で窪地を埋め均す，

・6/27 S地区ーアルコールを飲んで千鳥足で住宅内を歩いている。訪，0"するとお酒を買ってきて

と99まれるが断る。いろんな人が、アルコールで寂しさを癒している，今後が気になる。

・7/9 姫99『こころのケア』 ネットワーク会員が一佑（に果まり発足式をする。発足会に20名

のポランティアが参加するc 今後継統的に活動する串を確かめあい、活動方針を決める（当

初から残っているメンパーは3名で、現在の会員数は 27名で継続活動の難しさを知る）。

T地区— l9オの子ともを亡くした母親と面接中、急にフラッシュバックに陥られ、どう対

応してよいか分からず、一瞬パニッタになるこ症状は知っていたが、体験したのは始めてで

あるC （その後度々 症状が起きる）。

•7/95 活動報告会 大阪一始めてのことで緊張する。（以後東京その（也で報告会・ポランティ

ア講座 仮設訪問の現状・災害999における心の心理等々について講演）ポランティア活動の

中から知り得たものを皆さんとともに共有し共に考える楽しい・"寺。

目殺防止セノターのチ 9ノ（一人で悦まないで）杞付や、棚付けの手（云いをする。

民生委員と協力し自治会設立への下準備に取りかかる（設立後継統的な支援が必要となり

支援するが悩みの種になってゆ().

情報不足解消~のため「広報こうべ」の一括申込み手続きを代行する，

•7/27 T地区一家の直ぐ前にゴミ集積培があり、風向きと暑さで悪具か簾い辛抱出来ないと悲荊

な訴えがあるつ行政に移勁を申し込むが、作ったものは移動できないとの冷たい反応．この

号さで生ゴミの悪具に悩まされノイローゼ←、［前である，仕方な（ポランティアと住民でゴミ

集積場の変更をする（貧乏しても心まで貧乏していない、何故•，んな仕打ちに合わされると

涙ながらに訴えられる）っ

•7/29 夏祭り T地区ーポラ Jティア 7グループが協力。（大変な賑わい）

・7/30 S地区ー入居一週間目の男性が亡くなる。自治会活動が軌道に乗っていないのでポランテ

ィアが協力してご会葬のお手伝いをする。

•7/31 長期の避難所喜らしで身体の不調を訴えられる人が目につき、保健所1こ巡回飩陳診断を
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お願いする。市内且箇所の仮設住宅で順次実施してくれるc

自治会設立へ奔走する。関心度は低いが、設立への機運を盛り上げたい。

•8/4 アルコール依存症患者 T地区ー（女性）を保護すふ福祉関係者はかかわりを拒否、

仕方な（保健所・晋察に連絡しながら•49保護していただくが、連絡から問題解決まで 92 時

間もかかりぐったりする（以前民生委員として関わった経験が生かされる）。

•8/7 仮設内で活動するボランティ 7団体のネットワーク／tの準偏をするコ

•B/'8 S地区ー長期閉面会できなかった人と久しぶりに出会い安心するc 留守にするときは、近

所の人に連絡してから外出してとお願いナるが、他人と関わりたくない・話もしたくないと

言われる。嫌がられるのであれば撰理して訪問する必要がないと思い、以後の活動でその家

は飛19して戸,,,訪問する（その後、その人が亡くなり 27日も発見出来なかった。各仮設住宅

で孤独死が起き、マスコミも取り上げ深刻な問題になっていく），今回の問題を捉え、マスコ

ミはポラソテ 9 アとしてどう思われますかとインタピューされるが、どう答えていいのか分

からない。只残念で自宜の念の一言c ポラ｀ノティアに支任があるのか？

• 8/29 1‘地区ー入居受け入れの乎生ポうン子ィアが撤退し一気に寂しくなる。

•8/23 水道水が神戸に比べ美味しくないと首われる。 9II染んでいただくまで時間が必要。

・8/29 『いとばた会議』 T•S 地区・被災者復巽支援会蹟現地開催のコーディネートをする。

遠隔地仮設住民の切実な思いを聞き取り行政に反映してほしい。

•9/8 仮設住民の一言「好き打・んで姫路に来ているのではない、神戸市内に収容場所がないから

行政に協力しI:l方な（、渋々来ているのだ。友逹が烏流しにあったようなものだと言ってい

る。」

•9/9b 初めてのイペント S地区一国庄晟高級の牛肉を使い、焼き肉パーティー ((00人）を

実施する。ボランテ'7/中店りの桔束と胚を売り込む意味もある。大成功で住民も喜んでくれ

る（企画壱を作成し、間違いのないようにするが、経験を積みJ.げていくと次第9こアパウト

になって行（。結果的にその方がうまくい ()c

•9/97 T地区ー活動する他ダループの一人から霜話が入り、戸別肪問で『死にたい」「身寄りが

ない」『•車がない』『死ぬことは怖くない』；汐じんだら瀬戸内海に遺骨をまいて』と言われ菩

ち込んでいるポランティアがいると聞き、ポランティアのケアをする。（ボうンティアの電話

相談に乗ることが多くなる）自分自身のケアも必要になりつつあるし

•9/24 T地区ーニ可目0焼き肉パーティー後、ポラソティア甜体間のトラプルに巻き込まれる。

活動の縄張りとかあつれきに悩む（活勤か安定すれば局即を見渡し各団（本間の中係が始まる。

郎のためのポランティアかフイードバッタする必要がある）ロ

• 10/2 1月氾 社会資涯（行政）に連絡が入り強制保

護に入るが失敗する（共生の時代といわれるが、こころ俄めている人は受け入れ難い蕊境で

今浚が心配だ）。

• 10/3 実践活動発表梱祉の街づ(C）大会でする。（約800人参加）報告会やマスコミに取り

上げられるとプレッシ→・ーがかかるがそれなりに999ずみにも。

• 90/4 始めて神戸の仮設支援連絡会（被災地で活動する KGO団体）に出席する。（惜報収集と

団体問のネットワークが必要になる心
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・10/, ふれあいセンター開所市内2ヶ所一今後はふれあいセ 9ターを中心に活動が始まる。

運営菩の使途によって問題が生じないよう、運営協譲会にポラ／ティアも参加させるべきだ

と担当の社会福祉協識会に申し込むが受け入れらず残念（（也所で使い込みとがイく鮮明な問題

が生じる。マスコミで話題になるたびに、市内仮設住宅でもこの車で役員と住民のトラブル

がしばしば起きる。ポランティ 7団体が参加すべきだったと思うC)

• 10/14 ~15 子どものふれあいキャンプに参加する（この頃から言語化できない子どもへのケ

アが問題になる）。

•10/18 T地区一隣人の安否確認が取れないと連絡が入り、民生委員と警察官立会いで確認する。

贋査の結果、病気入院中であった。住民間でも確認が取れずコミュニティの発達には時間が

かかる。この頃から仮設内で孤独死が問題になふ (7~8カ月）も発見出来なかった事例もあ

る。 160人を越える孤独死が出ている）

・10/25活動が日常になり疲れが気になるc 数大の裸題は、援護者と要援護者との距離間の取り

方である（この頃から気配 1） かあったが、ある役貝を依存させる結果1こなる。雛脱するのに

苦労すか距離感の取り方は各人各様であり、力呈の範囲で取ること、言総で理解できても

実践では難しい。深入りすればするほと居心地がよくなり結渠的に依存させてしまう，まさ

に共依存） n

•IC/27 復興住宅の募集 家賃か高額で応慈する人はないc 恒久住宅への関心度は低い，

・10/28 赤ちゃんの置き去り事件 T地区一夫婦佃のストレスか子ともに向かい、 99りけ口が1宮

待として現れる（別居か離婚9こなる）。

部屋の仕切り盤はペニャ板一枚でプライパ／ーが確保できず、隣人とのトラプルが絶えな

い（隣0いびきが聞こえたり、冠話の話し声9よ筒抜けである）c

•11/3 T地区ーイベントチラノを勝手に部歴にほうりこんだとく •9 てかかられる C （イベ 9卜毎

に何かが起き、侶問するが。その度に活動の原点に戻る）。

•11/5 大イベント T)也区一神戸のボランティア団体 (NGD)と300人分の焚き出しとパザー

咎する。，.ットワークの必要性を再認識する。

住民9こ、ボラノティア仲間の一人にヶ・アが必要だといわれ気づかなかった自分に大／ヨ 9

タ（課湛を持 9 た人、活動休暇を伝えるが後味の融いことが暫しある）。

• 11/8 A新聞社から遠l涌地仮設から明るい話題を報適したいと協力依消目があり快く受け入れるu

• 11/12 ハイキング T地区一被災児箪 (5人）を追れて行く。何もかも束碍される住宅内から

一時でも開放され、自然の中で自由に子どもらしく伸び伸びと遊んでくれる。

• 1 1/12 孤独死 s)也区一起きる。報道各社がボランティアの立場でどの様に思われますか？今

後の展閉は…・・とインタビューを受ける。何故ボラ 9ティアにマイクを向けるのか追い詰め

られる。評知まで仕方がない。孔週も 2回訪問しているのに。先入観とか固定罪念を持って活

動してはい1ナないとつくづく思い知らされる。以前から留守勝ちで長期不在する時は、近隣

に一声掛けてと首っていたが、り・・私には私の生きかたがあるといわれ、戸別肪問から飛II

していた。こんな結果になり残念、長期間（二十数日）発見できず自資の念です。全ての人

を受け入れず、排除していた事を反省し、今回の事を今後の活動に生かしたい』と答える。ポ

ランティアの黄任ではないと己に言い開かすc 一沿の打撃99活動瑠解者の家族から、『何のた
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めの活動・"・・色々 や 9 ているから手藩になっているのと達う」と言われる。当たっているだ

けに辛い。

［今後の課題と展開］

①一人吾らしoa方に緊怠時連絡先を菩く用紙を配付し見やすい所に張るク

②自治会役員会と早急に話し合う。

③ボランティア{9問と今後の活勒方針を話し合う。

④住民同志の一声運動を展開する。

⑤カーテンを少し閉いて部屋の中を確認出来るようにする。

R住民集会をして顔駄l染になる（出れない人を確認する）。

⑦ポランティアを群集して人数を増やし、新詳な気持ちで活動する。

R活動をふりかえり、フィードパックする。

r·······-··~··· 
i 『一言コメント』①～Rについては、自治会とポランティアで祖互に分担する。以後は自治

会の桔束が柊lれ新たなコミュニティーが困生する。

.. 
・ 11/16 T地区ー一人慕らし0中年男性が、『隣の子供 (5人）が喧しく我慢できない、ゆっく

り寝れず頭に来ている、文涯孤独で1司をやっても誰にも迷惑掛けない、殺してやる」と血柑

を変えて飛んでくる。隣は7)、家族で 10歳を頭に5人の子供がいる。早忌に関係機関に連絡

し何とかするから今Hのところは辛抱してと宥める。大車件になる所で危機一装でl99止でき

るc

あうたびに早（神戸に焔りたい、藩りたいと口癖9：言われふ棗堆9こ馴染めないようだc

~ ~ ~ ~ ~ • ~ ~ ・1 

「一言コメント』 5人家族,_uは、二部屋もらえることになり先ずは一安心。ペニャ板陸で

は視線が逸られるだけで、隣の寝苔が聞こえ、プライパシーなどないのが現実であるc

~ ~ ・ ・』

'11/19 S地区一行政不満を機関銃の如く打ち込まれ蜂の巣になる。日常生活に1頂応出来ずイラ

イラ 0捌9ナロをIii政に向ける。

市内4ケ所の仮設住宅をネ・9トワークするため大規楼住宅役員と小規模住宅へ行き［＇ m・人ひ

とりの声は小さいが、大きな声に集約し19戸に届けたいjと連棋の必嬰性を伝えるが理解が

得られず、大規模団地 (2ケ所）の連擁を図る。

T地区でクリスマス会の打ち合わせをする。

・ 11/20 パサー T地区ー一人吾らし宅人を対象に実施する。通常のパザーには参加しに（い人

逹だ，ゅっくり品定めして、袋-杯に詰め込みニコニコ顔。

＇)トミ,,体を子どもとお年寄りを対象にして蛮話と音感を利用して実施する，ふれあ

いセンターの床が抜けるほど走 9回るu 日常生活で束縛されているので一気に吐き出す。エ

ネルギー0発散場所を提供でき良かった。

S地区でいじめにあっていると老人から留守番宙話を通して訴えがある。後日訪問したい。

rー首コメント」 「留守番電話でもいいから自分の事を思ってくれる人なので安心して霜

： 話する」と後日宅人からIを（。

i~ 
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• 11/22 ポランティア全体会活動報告と今後の活勁及び目立支援について話し合う。ポラ

ンティア自身が自立しているかの問い掛けに始終し困惑するO'ドラソティアが自立していか

なければ、住民にに対して目立、自立とは恥ずかしくて話すことは出来ない。

• 11/23 住民意向鯛査神戸市役所と市民交流会を開くため、全戸対象に実施する。住民の反応

が心配3 も政補完でなく、生の声をペーパーを通して吸い上げたいコ

テレビ局に追いかけられ活動に支樟が起き閉L]する。睡眼果を飲み過ぎもうろうとされて

いる女性を発見し、救芯車を呼ぴ病院へ逗ぷ。点滴を受け元気を取り戻される（常習者）。

T地区の住民から呼び出しがあり訪問する。訪問する度にピールが出てくる。今口もお世話

になっていると神戸のお土産をもら元遠慮するが直ぐ栓を抜かれるュ「地婆さえなければ肖

方に、今以上のもてなしは出来るよ」の気持ちを汲んで食べることにしているがこれも支援

につながる？。

• 11/24 ボランティア講座 匹 VCA土催仮設付宅の現状と活勁上の心構えについて話す。回

数を重ねるごとに自分の気持ちは首える。今回は特に被災状況から活動状況の流れに添って

スライドを利用する。今後も地域ポランティアの掘り起こしをしたい。そうすることが、窟

災ポランテ 9アから福祉ボランティアヘつないでいける。

仮設住宅連絡会に参加する度に、ボランティアホリックに陥っている人の官動・行動を目

の当たり 1こして遠来のボランティアが気になる。バアーンアウトしないで、余力を残し神戸

から引き上げてほしい。ボロポ 0 になっては次につながらない。引き上げ後地域ポランティ

アとして今後も活躍出来る優秀な人材をつぶす事は出来ないc 後は地元ポランティアが引き

受けるべきで何時までも99れない。

「燃べ尽きないためり98箇条」（資材委照 (35P)
~. " • ~ ~.~." ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~..·····, 

『一言コメント』ボ,,ティア団体に望むことは、ボランティ 7の養成千百成と、資向．｝に努

めボうンティアの使い捨てはしない。それには直接活勁も大切だが、専前学習．活動後のふり

かえりも必要であることも知ってほしい。 ポランティアの引き際の難しさを知らされる。

• 19/25 『冬を元気に乗り切るため（学習会）』 S地区一二度と狐独死を出さないために実施

する。ほとんどの住民が参加され関心の高さに今更ながら驚(。

孤独死19病気だから危険だと言うのではなく、病院へ行ったことがない方が l/3以上ある

ことを強闘す伝曰頃の住民同志のコミュニケーシロンか必要であることを伝える，

怠向鴎査ア 9ケートの回収をするが、 S地区は協力的だがT地区では、「同じようなことを

f01回もして」といやみを言われる。

大学院生の継続調査を今後との様な関わりで迩めていくかを考える。

学生初めての活動で、 S地区， T地区の余りの違いに鷲きを表される。

ふれあいセンターの雰囲気も生活の匂いがする岐かさと殺伐とした冷たさと言われるc

~．~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ？ 

r一言コメント』●池田さんの感想を入れる。

_,,_ 



, 11/26 大阪十八条仮設住宅イペントに参加先日のお返しと遠隔池仮設の実態調査もある，

焼きそばを展後まで手伝うことができた。育任ある打場であれば気疲れするが・・・・・今日は楽

しみながら活勁出来た。新しい人との出会いもあり、ネ y トワークの素暗らしさを体験するc

,.......................... ~~ ~ ~ ~．~~ 

『一言コメント』 E地区ー＇）ニウマチを患っている女性、開ロ一番「早く神戸に帰りたい。不安一

杯で毎日が恐佑であるj強烈なパンチ。リュウマチの辛さ，怖さを初めて知ふ

[~ ・ ・ ・ ▲▲ ~ ~ ~ ・・.・▲…・・ ·雪・~· ·~~~ 
• J1/28 全国社会掴祉協諾会の劫蔽金が入り一安心，持ち出しばかりで心配していたが一息入

れる。

S地区ー排水管が詰まり條理する，よろず屋だc

• 11/29 ポランティア募集92事 活勤に参加したいと数名連絡がある。当初無狸して仲間を募

ったので弊害が出てきた矢先だけに娼しい。自分の意思で動ける人が継統できる人と思う。

連絡する人の中にはその時の気持ちで通格され、活動に参加出来ない人もいふ参加／9進の

コーディネーターの難しさを知る。

訪災フォーラムの参加者募巣をする。中し込み用紙に苦けない人がいる。苔くことが大変

らし（今後は一人ひとり訪問しながら忘蒜者を葬ることにする。

冬布団の熊い人がいて差し入れるc

• 1 1/30 1‘地区ー自治会長から君括があり、用車があってもなかっても必ず寄ってくれと言われ

る？。自冶会這営に苦唸されている。この時期にも入居者があり、入居実態もつかめず、毎

日のように苦情、柘談、問い合わせ等々がありパニック。

『一言コメント』問わりすぎると依存が始まる。当てにされると居心地がいいが、手放すと沈没

する。 9且賄感をもちながらつかず雛れずでいきたい。自治会支援は難しい。ふれあいセ 9ターの

運営要があるだけに難儀である。

•12/t 市民ポランティア講座生実践学習 神戸地埃型仮設住宅改めて降害者とお年寄り

の多さに驚く。イベントに誘うために一軒一軒呼び込みをする。構座生の手前オロオロした

所を見せるわけにいかず緊張した訪問活勁だった。訪問中いじめで玄関戸に食用油をかけら

れていた所があったu 巽相（深展部分）な理妍しないで、車を大きくすることは1}1来ないの

で桐祉相談目に連絡する。スイートボテトとぜんざいでもてなす。蔑災後初めて[lにすると

たいそう菩んでくれた人もいた。今日参加したポランティアが今後継統的に活動してくれる

ことを雁う 3

.................................................... .. 
『一言コメント』 日常生活に戻っていないのかまだま珀l9民ポラソティアは定猪しない。被災地 i 

杓でも造守芸ナ＜生じている。地域ボランティアの芽生えが見えない。

L~ ・~．．．~ ~...~..~ ~．」
• 12/2 市民交流会開催 被災地外仮設住宅住民と神戸市．訴えていた率がやっと実現する。

テレビ局や新聞記者が取材に入り、ビーノと張り詰めた空気が漂う．ボラソティアとして
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コーデーネィトする。緊張の連続で、住民の声を十分聞き取りたいが、糾弾会になってはい

けないし、神戸市醗員も被災者であることを全面に出しながら会を追める。住民の声は、希

望してここに来たのではない。仕方なく米たc おば捨て山だ。行政に協力して来てやったc

一度でも訪れたか。見放されていふ情報が届かない義援金が少ない等々の発言がある。

神戸市民でありながら職貝の顔が見えない苛立ちを激しく詰め寄る場面もあった，

S地区一高齢者と部屋の中で年金相談を受け出た途端に、憐人が出てきて話の内容に入られ

る。壁越しに会話が勧抜け。両者でトラプり困り呆てる。堅一枚ではプライパノーはないに

等しい。
~ ~ ~ ~ ~ ~・~．．~．~ ~ ~ ~ ~..~ ~▲~ ~ ~ ~ ・ ~ ~ ・ ~· ・ ・ ・ ・ ~ ・ ・ ・ ・ • ~會］

『一言コメント」交流会を契機に団地毎に担当酷目が決ま b以後頻繁に訪問活動される。私逹ボ

ランティアもこれが程で輝の見える関係になり色々と相談したり、情報提供を受け内容のある活

動ができる。

•'2/3 ポランティア募集記事 姫路に仮設住宅があることを知り、活動したいと参加される。

孤独タヒが近くであったことを知りショックを受け参加されるc 夫棉で参加できるなんてうら

やましい。無理しないで99続的な活動をお願いする。

いじめにあっている人か、役員が役得で救援物資を宰前にあさっている。ポランティア：l：
／椛の食苺会に行きたいが雰囲気が悪いので参加出来ないと話される。との様に対応してよい

か迷ってしまう。話を進めていくなかで自分の気持ち、思いで行動すると99され和今後と

も少数意見にも耳を傾けていかなければなるまい。

子どものウ Tに人る。今回で8回目て株ばりも増してくる。遠打説象が山てきたが、ゆっく

りと揺さぷって継続的に関わっていきたい（専門家のアドパイスを受けながら）c

独居老人に友愛訪問をすると、今日はポランティアが3l国も肋問してゆっくり寝ることが出

来ないと苦情を言われる。ボランティア間の澗整が必要。
~...~ ~ ~ ~ ＂ ~.~.~..~ ~ ~ ~ ~ ~ ＂ ~ ~．~・~1 

r一言コメントj ふれあいセンターを通さず、人の弱みに1寸!9込む布教活動が目につく。

る布敷活動もあり成り行きを見守りたい。

目に余

• 12/4 生活保護相談 借金の取り立てが来て象に上がり込み2~3日帯ってくれないからお金

を貸してといわれる。ポラノティアとして貸すことは出来ないし、持ち歩いていないとハ y

キリ伝える。ケースワーカーにつなぐことにする。生活指導までは出来ない。神戸市から週

＊に調査と対話に行くと迎格が入る。先日の交流会の成果だ。いのちの寄話相鼓のフリーダ

イヤルが II月末に切れたか、目殺防止センター（大阪）は99続すると連絡がありチラシ配付

を依19され配付するc

『一酋コメント』・9リーダイヤルを知らない人がいる。「箆話代は無料です」と一寸した気遣いも

必要。もしもの時にとチラシを大切にタンスの中に保管していると聴かされ感動する。毎話一本

で心の支えになるc
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•12/5 T地区ー自治会運営に不満を抱き役員を罷免したいがどうしたらよいかと柑談される。住

民本位のコミュニーティに第三者が関わるものでないと 9ヽ ッキ，）関わりを断る。役艮も住民

ポランティア.,ラソティアがコミュニティーに関われる隊界は、分かっていても日増しに

深みにはまる傾刷。今後の活動に支綽がなけれ（iと心配する。活勁のウエイトか自治会支援

に傾いている。毎曰追いかげられると精神的に追い込まれふ会長は神経がピ，)ピ，）してい

る。 h9聴するだけだが会長のことを分かってくれるポランティアがいると思 9バてもらえばよ

ぃぐ仏教関係の僧1月 (20数名）が一周忌追悼をふれあいセンターでしいたいと中し入れがあ

り役員に迪絡を取るが、センターをそのような形で貸すことは出来ないといわれ計画は流れ

る。
r• • ~→ヽい

『一言コメン刈ふれあいセンターでは、宗教活動・政治活動・営利を目的とした活勁を禁止して

いる。ケースパイケースと思うが、問題を持ち込まないことも大切。

・ヽ・ ~ ~ ・ 

• 12/6 神戸の仮設住宅速絡会に出席するoT地区の役員からいくら遅くなっても必ず寄ってくれ

と連絡が入る。住宅内の出来車を一つ一つ話されながらストレス解消と気持ちの整理をされ

ている。聞き役のずランティアはストレヌが溜まるばかり9・9・誰か私のケアをしてと叫びた

い日々が続く。燃え尽きそうだSOS、SOS。

• 12/7 社協ポランティア会議 ポランティアか自治会に何をさせてもらったら良いかとか．

救援物資を配ってくれと言っているが、ボランティアの音任で配付すぺきだ。住民の自立を

求める前にボランティアの自立が必要コ役員がパニック状態だと伝える。ある政党の医師団

が入り●康診斯をするから立ち会ってくれと自治会からいわれるが、政治色・宗教色のない

莱の根ポランティアと言って断和巻き込まれることが一番怖いこころの支援は社会運動

に馴染まないし、そんな気持ちで活動していないc

• 12/9 防災フォーラム ボートアイランドで開催され住民と共に出席 (llll名） C 女99各に引っ越

し後初めて神戸に行く人が多数いてびっくりする。機会がないのと交通晋がいるから1,けな

いと首われる。車中は子どもが遠足に行っている雰囲気。到君後、各区別に復興街巡りパス

が出るが、殆ど参加しない，原因は見るに忍ぴない、あの時を思い用したくない、街並みを

見るのは辛い、思いは様々である。まだまだこころの整理は出米ていない。参加することで

フラッシュパックが起こる可能性もある。会場内で時間を使ってもらう。初めての試みで時

間通りスムーズに行くか心配したが、事故もなく家99に若く。企画詩は楽しいが、当日は神

経を使いヘトヘ卜になる。巷加者の一言と笑頭が次に繋がるu フォーラムでは遠張地仮設の

現状を報告すゑ機会を見つけ発信するc

• 12/10戸別訪問 '[地区向参加のポランティアが多数いたので経験者と二人一組で丁寧1こ廻

る，活動後のふりかえりでは、「人聞OO係の難しさ、近所付き合いの難しさ・自治会役貝と住

民のズレの大きさに驚く』と感想が出ふ改めて急ごしらえのコミュニティーの難しさを知

る。パザーをする、来る人は同じ顔ぶれである。エネルギーのある人があさっている姿を見

て、見たくない醜態を見る。 1まつぼつ衣料品類は行き渡ったようだ。

子どものケアを実施する、私途が入るのを楽しみにしているので約束は破れない。約束よ
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9' 

り1時間も前にセノターに来て今か今かと待っている。子どもに関わるポラン子ィアが少なく

何峙まで続くか・…・・。狭い部屋で萎縮してストレスが溜まっている。何をするにもダメ尽(

しで下どもらしさが見えない。この時ばかりは思い切り遊べる雰囲気作りをする。

9一言コメント』大人の支援ぱかりで、子どもへの関わりが忘れられている。言語化できない子

ともたちに関心を持ってゆかなければならない。 3歳の子ともが神戸に 1•9 って建設機械の音を99

くだけで身体が硬直するとか、部屋に入る時は部屋中竜気をつけないと入れない子どもがいるc

~ ~.~..• ・ ・ J 

•12/13 T地区ー担当民生委員から連絡が入り、アルコール依存症の対応について相談を受け

る。社会浴源との連携を密にすることが一番と伝える。それぞれの立場で活勤する車が大切

で、取り込まないことである。

•12/16 ＄地区ー大河内町ボランティアグルーブと共同で一俵の餅つきをする。二臼つくが初めて

の試みで何時間●1かるか予定もたたなかったが、一人ひとりの力は小さいが、総勢31人のボ

ラ｀ノティアが力を合わせることで大きな力になりあっという間につきあげることが出来た。

住民はペ，,タンベッタノの威勢に醤われて、つきてと揉み手に参加し、共1こ一つのことをや

り遂げる楽しさを味わう。

神戸で「冬の健崇対策』フォーラムに参加する。学者は速誰的な車を99されるが、日々現

場を見ているポランテ ,7にはものたらない。今は、理論よりも実践広

，ポランティアと行政の連接について。

・アルコール依存症の関わり方についてロ

，社会的謡名とボウ /7イ 9のl呉Iわり方について。

活動上の1酋みを訴えるが、的確な答えは返ってこない。ポランティアのあるべき姿が見えず、

活動も手さぐり状態だ。発信することで、何かが起きる？

『一言コメント」毎日呪実に取り紐んでいる者としては、学問は役に立たないのが実惑2 傷を受

,tた人は敏感であふ愛されたら、それだけ愛せるようになる。 プランド品で身を固めるより

も、こころのプランドを…·~·。

9 • 

・12/17野菜パザー 50円均ー 1‘地区一住民もお金を取ってくれるほうが気兼ねなしに買う

ことができると好評である 3 活動育金の充足にもなる。

ふれあいセンターでクリスマス会の飾りつけをする。住民が悟極的に関わり殺風泉な・セン

夕-も90やかになり温かい雰囲気になる U

新品の電気敷布と寄気ストープが大蚤に入り、生活困窮者を対象に配付する。地追な活動

が評価され、住宅内の生活実惜を一番知っているボランティアにと依頼されるc 程み重ねた

活動から生活保護支給者に手渡す。咽気敷布は大変な喜びでこれで寒い冬を過ごすことがで

きると手を握り、感謝を身｛本一杯で伝える人もいた。神戸に比べ住毛が連帯していないので

寒さが身にしみ心まで凍ってしまうと話される。姫路i9寒い寒いと口々に言う。仮設住宅甚

礎が強固でなく不等沈ドが起こり壁面及び夭井0,li間が空き、戸締りがいこくい所が出てい

-,s-



るっ急場凌ぎで、ガムテープを配付したり、作業の出来ない人には隙間にテープを貼る。単

発ボランテ 9 アが床対策でシート張りをすふ

割9時に出て悟宅したのは夕方9時である。今日も忙しい一日でし年ご苦労さんでした。

•12/18 震災記録収録 ポランティアから、活動内容をインタピューし神戸大学里災文庫に保存

すると協力依穎があり、震災翌日からの思い、悩み、今後の展望等々について話す。被災者

復聰支援会議が各仮設住宅へ餅券を配付するので市内4ヵ所の配｛寸ボうンティアに参加する。

他グループポランティアから戸別訪問活動で行き詰まったと電話が入る。被災者0一人が

『夜になると寂しくなり、死ぬことばかり考えている。死んだ後は身寄りがないので瀬戸内海

に遠骨を流して欲しいjと言われ、どの様に対応してよいかわからない。慌てて死んだらい

けないと言うのでなく、死ななければならない寂しさに添って話を聴き、次回の約束をして

繋いでいくようにアドバイスすも 要援護者は、それ以後も浮き沈みがあったが、早い機会

に退去され仮設から自立された？

『一言コメント』他ダループ訪問ボラノティアから色々な毎話が入ふ支援方法、惜報交換、社

会資源への繋ぎ方等々について相荻を受けたり、相談したりで一人で取り込まず重い荷物を共有

できつぶれずに活動できふ積極的な傾聴と時にはクライエントになり話せる仲間がいるから継

統が出来る，

• 12/99 クリスマス会打ち合わせ 若い｛中聞が積極的に進めて助かる。 1中間が育っていくのが

楽しくもあり瀬もしくもある。

1地区ー役目から竜話があり、『国連絡なかったか今ビは足非米℃くれと強く言われ訪問§

ふ自分の思いで勁けず依存されると辛い。依存現象から断ち切るにはとうすればよいか

日々 悩む。

T地区一夫婦喧嘩の挙げ旬主人が鍋を隣の玄閲ドアーに投げつけガラスを壊した。匝因老負

担であるが、ない袖は触れないし困っていると相談を受99る。住宅脊理まで相談されると99

がパニック．

経康相談チラソを掲示板に掲示してくれとメモを浬いて保健所が帰ったと怒りを向けられ

る3 既存自治会組領ではな（被災ボラ/子ィアであることを狸解してほしいコ行政窓口のた

めに組織を構築したのではない。今時点では、互いに心の侶みを分かち合い寄り添うように

生きていかれる中で余り負栢をかけないことが自治会存続につながふ防火チラシも配付し

てと持ち込まれたが、これも断り各戸配付をお願いしたと話され、言っていることが、問逹

っているかと問い掛けられる。私も同窓見である，各戸に配付する車でふれあいが生まれ、生

活実態が理解できる a

老人性の被害妄想が出て、騎人のボストに手を入れたり、黙って人の家に上がったり、爆

弾が仕掛けられているとか独り言を言って葎気味悪いといわれる．……徘徊もあるしぽけて

いるようでもあるが、首っていることはまともである。作］とかしてと言われ、社会資源につ

なぐことにする。

• J2/20 クリスマス会プレゼント 県立子どもの詑へもらいに行（．全国から寄せられた絵
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本、文房具、衣料品等々である。沢山もらい、一団体では1よききれないので神戸のポランテ

ィアヘ送りたい。年齢に合ったプレゼントも購入する，

仮設内で9t;9中（深夜）億つけられたと苦情を聞き、被習届けを警察に出すように助言す

る。

S地区ー住民がお酒を飲み屁沖状態で苑話をしてくる。救援物賓でUSAのJャ／パーが欲

しかったのにもらえなかった。せ培ている、 /SJ故もらえないのか~·…お金は持っている・＂~．

欲しい、欲しいと壊れた蓄音機のように話してくる。深夜でもあり 1• くだけでヘトヘ卜にな

る。アルコール依存症の対応に苦痘するc 訪l関すると部屋に上がるように誘われるが、犬を

●]って部屋中おしっこして異様な匂いで入ることが出来ない。部屋の中では肌若を菩けず、訪

問者にそのままで出ていくこともあり、ひんしゅ（をかっている。勿諭住民からも阻害され

独りぽっちで、その辛さ、寂しさ、苦しさを話されるが、関わり方が分からずお手＿1＿if状熊

である。

交流会（研修会） T地区ー地元自冶会と仮設住宅役員を実施する=コーディネーターと

して司会と実情説明をする。百~いに和やかな雰囲気で始まり、勉強会も冬対領と自立支援 1こ

ついて車例を交えながら説明する。冬対策は、孤独死防止の住民役割と今後の取り組みを提

起する。当地区では入居実態が把握できず何峙孤独死が起きても不思職でない。倉暉がわり

1こしている人、月に 1~2回しか帰ってこない人等々様々である。

自立支援は言薬では関単であるが、中身は深く人間とはの問い掛けになる。ポランティア

自身が自 ~rできているのか振り返って見なければならない。『何をさせてもらいましょうか」

と自治会に聡ねるようでは負担を掛けるだけであも救援物貧配付1こしても大蔽1こ持って入

り一括でお訓いしますでは、直のふれあいでない住民間の 1、ラプル原因を作ってい人物

資を採ち込む人、それを一粁一軒配付するボラノテ 1 アとそれぞれの持ち場で活動出来たら

索睛らしい。しかし現実は戚しくやり 9 放しになっている。物さえ持ち込めば喜ぷという気

持ちは、被災者を見下げた倣慢で自己渦足以外の何ものでもない交流会に入り、これまで

の検証と今後の活動について柄し合加無究仔に自治会へ依頼していたことがよくわかった。

今後はきめ細かいふれあいと、距離感を持ちながら活勤することになる。

『一言コメントJ誰も経験したことのない未知のポラ 9ティア活助で、まさに試行鉗訊である。

結果は歴史が証明してくれる。よかれと思ったことが、 9肖梨として裏目に出た場合は、反台材料

にして次の展開を考えればよい。

-12/21 暖房器具 S地1ヌー必要な方に配付する。ふれあいセンターに立ち針ると夜[99lりすると

tt民か三々五々寄ってくる。他の1反股住宅で火災があり、ダプル被災にあいたくないと1甘肋

を起こされる。自治会役員の発案で交代邪lで大l栂l日まで計面されている。

-12/22 学生が調社のため入ってくる0.,1洒が1転率よく効果的にいくようにふれあいセンター

を利用してl"き取りする。これから蒻査の度に気配り、心配りしていかないと住民が受け入

れてくれない。平索のつきあいが大切である。今後ともトラプルが生じないように心佳けた

し‘o
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保健婦健康相談日 T地区・｀ふれあいセンターで相談者が来るのを待っているが、訊ー

人と訪問者がない。セノターに来れる人は元気な人で本当に柑談の必要な人は出てこれない。

来れない・出れない・来た（ない人を対象に相談業務を充実して、職務の枠紐みから半歩陪

み出す気持ちで関わって欲しい。

クリスマス用0プレゼントを準備する。一人ひとりにメッセー）を添え、年齢にあった絵

本を心を込めて包装する。高校生はセンター内の壁面一杯に模造紙を張り付けおとぎの国だ。

クリスマスの雰●］気が瑶り上がる。準惰が・一段落着いた時点でポランティアのミィーテ 9ダ

をする。思っていたより集まりがよく 27盆最初は、県立子どもの館ポランティアによる人

形・)ですc 指人形Jこ食い入るように見とれながらも、局目lを気にしながら人形に相手になれ

ない子どもがいじらしい。子どもたちの1中間意識がないので周囲が気になか次は学生によ

るジャンケンゲーム、ス，カ ＇J溶99込んで盛り上がってくる。お兄ちゃんお姉ちゃんにエネ

ルギーを身体一ー杯に表し投げかけている。住宅内では隣に遠●して「酵かに静か叫の運続

で束痺されていふ今日ばかりは子ともが主役，クリスマスが国民的な行専9こなっているが、

宗教色を出さないように気をつけながら、私服の神父さんによる 1馬小歴Jを利用したキり

スト誕生の話をする C クレームがつかないかと心配したが取り越し苦労だった。いよいよ9

ライマックスで、照明を落とし、ジンダルペルに乗ってサンタクロースが袋一杯0,’しゼン

トを一人ひとりに手渡ししていく。大単そうに抱え込む子ども、待ちきれずに開けてしまう

千ども様々である。辰後19、手19りのケーキを参加者全員で食べる。ふれあいセンター開所

以来の賑わいで気苦労もあったが、楽しい一日だった。皆さんご苦労さんでした。

i＿首⇒メ9卜J1'とも土｛砂イペ ,1は初め C0試みで，子どもらしく伸び伸びと1よしゃいで

くれた。子とも以上にサンタクロース天使ヽビエロ 1こ扮したずランティアが一番楽しかったかも

しれない。仲間とのネットワークも出来上がるc

~ ~ ~ 1 

•12/23 暖房器具配布 必要な方に必要な勅を手渡ししていく活動は手間がかかる。自宅を再建

しているので是弗私も叙しいと追い駆けられる。断ることが出来ず配付するが割り切れない。

無鞘にものごとを進めてい（上で仕方がないことかc

勘き取切簡任を朝早くから夜遅くまで、一軒一軒訪問しながらするC 時間と神経を使いヘ

トヘいこなる。—言—言、言葉を選び、湖色を見ながらしていると神経がすり減ってしまう。

継続調査になるので余計に気を使う c 深夜寒さで手がしびれてしまい、「何でこんな思いまで

して」と思う気持ちと学生に協力してあげなければと思う気持ちが交差する。そんな時S地区

0自治会から一ー一年間ご苦労さんでしたとマフラーを頂き、これからもよろしくと丁忘な言葉

と心遣いに感討感激です。日常では味わえない始しさを味わうことができたc

仲間の中で、以前からグループワークの出来ない人がいて動団が気になっていた。今曰も

何の連絡もなく活動以外の活動をする。グループとしての活動方針もあり、それを逸脱する

人には辞めてもらいたいが、ハッキリ言えない辛さがある。グループとしてハッキ，）しなけ

ればならない令自分一人で活勁できるからとヤソワ＇）言えればよいが、今は言えない:足元

をシッカリ見つめないとグラッキが生じる。

ー98-



•12/25 パザー用品提供 浜松SVAギランティアから、 4トントラックー一杯分のの申し入れが

ぁ見午後からパザーをするc 日用99貨が飛ぷように売れ、あっという間になくなってしま

ぅc 手に持てないほど貿い込も人、品定めしている間になくなり力万カ，)する人、これで正

月の準荷が出来たと喜ぷ人、ガラス製品がなかったが揃えられたと手放しに喜ばれる夫棉等々

様々である，これほど大堡のパザー品を一品の残もなくさばけるなんて毘しさというより驚

きである。急な申し入れも快く引き受け件民の皆さんの満足そうな笑顔を見て疲れが吹っ飛

ふ。

新聞記者が明るい話題を竪災2年目企画としてするので協力してほしいと依頼があり、前向

きに生きておられる人が対笠であれば協力することにする。活動で知ったことを、発信する

にはマスコミ利用が一番であるC 以前はイペン｝報道が主だったが、今回は自立が全面に出

てくる 3 記者は深い慇性を持つ方で、当 RIま被災地におられに同行する中で9Jしい聞き取り

も必要になり、相手を傷つけないかとハラハラすることもあも活動はひたすら稜極的な傾

聴で相手が話さないかぎり聞き取りはしない。しかし、問いかけには魂を揺さぶることがあ

ったり、過去0只辛い出来串を思い出させることもある。これまで歎力月かかって知ったこと

を、一瞬の間に醐き取り次につなぐ、余りの鋭さにあっ気に取られるc そこは持ち前の感性

と暖かさで相手を侶つけることなく取材されるc いい体験をさせていただいているC マスコ

ミによって支えられ、百てられる部分もあることに気づく （納得行くまで取材される）。

• 12/26雪 l2月には珍しいc 仮設の皆さんはとんな思いで白銀の世界を見ておられたか。心が

凍りつくような寒さだ。仮設住宅役員と県民局長の対談印住民代表が日頃の感謝の気持ち

を伝えたいと今日の日になも年末の忙しい中で会っていただき住民も湖足されも感謝の

気持ちを率直に伝えられた。後に無民局長は、防災監に栄転され衷災復輿と防災に関わっ c

おられるn

医師会病院でボランティア参加の看護婦に仮骰住宅の現状を説明する 3 何人かが活動に参

加してくれふ力強い1中間に今後の活動を期侍したい，

・12/27 最後の有給休暇暖房器具（アンカ 50ffl)を各戸配／寸。

自冶会主II柘り忘年会に出席させていただ（。ふれあいセンターで住民と酒を飲み交わすだ

けで、グ i 卜近づく·~~・・アルコール問題が社会問題になっているが、やはり宴会にはア）レゴー

ルが必要である。適度の呈で和やかな盛り上がりである。どこに行ってもマイクを持てば離

したくない人がいる。新白浜一座の素暗らしい演劇を見せていただき楽しい忘年会になる q

ふれあいセンターに大呈のカレノダーと手9長を持ち込む。

,r地区一仕車を持っている人が、ふれあいセノターに来て『何か救援物資は残っていないか』

と尋ね、「何も残っていない』と役員が答えると、『仕車に11つていたら何も当たらないのか』

と苔われ立ち去る。 1屯員の人数も少なく公平に配付されているが入居実態かつかめないなか

での自治会活動には限界があるC ホランティアの立場からみても役員が気の将である。

来年度の役貝改選が心配だ。

「一言コメント」今年の有99休暇は、ポランティア活動に使い切る。

し・ ~ ・ ・ ・ 
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• 12/28 T地区ー役員が年末の挨拶にまわられる。

神戸で活動した仲間が、海外協力隊に参加するのでお別れ会をする。索哨らしい1中間が世

界に飛び立っていく、私も海外ポランティアを一度は経験してみたいC 2年間の海外勤務が有

意我なものであることを1領ってやまない。

• 12/29戸別訪問 T地区・一入居か未入居か確認出来ない所はガスメーターで確認する。お正月

を仮設で過ごすかどうか確認しながら安否憧認する。 90％以上の方が帰る所はない、子ども

の所へ行っても気兼ねする。ここが私の居場所と言われる，核家族化の——•端をかいま見る。

気儘に余生を過ごしたいと苔われることも理解む来る，これまで気儘に生活し、食生活も生

活スタイ 9Vにも違いが有りすぎる，避難所及び仮設住宅で「避難中・Tどもの所へ行9 たが、 2

8とおれなかった』と話された方がいた。

大阪自殺防止セ 9ターのフ'） -ダイヤル相談チラシを配付する。姫路からもフリーダイヤ

ルが効くので利用すればよい。各所1こ冤話相談機関かあるが、 24時間柑骰業務をしている0

はここだけである。寒さで手が培かみ在1でこんな車をしているのかと自分で苺藉している，

丁寧に訪問する中から信頼関係が生まれると分かっていても寒さで心が凍ってしまう。

若いお母さんが、子どもの不登校について相談される。児韮相談所に1子って相談していた

が、勤めに出るようになって時間的な余裕がなく困っている..…9。集団登校に抵抗があるよ

うだ。時閤をかけて関わりを持つことにするコ

老人性痴呆者？の様子が奇怪しいと連絡が入り開き取りに行く。新聞紙の燃えかすをボス

トに投げ込んだとか、朝早くから大声で99り言をいっているのて気味悪いといわれ、保健所

0担当者に連絡し対応をお願いするc 寒くなってくるので、火串か一番怖い。二次被害はも

う卸免3

~ ~ ~ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ " ・ ··~ ・・・ i 
I一言コメント』 1，9’；ーダイヤルってなに」と尋ねられる。無料で函話が出来る串と話す。誰 ＇ 
にも理射出来る言葉でなければならない。後日1可人かが大切にチラシを整理ダンスにしまった言

われる。思い悩んだときにチラシを思い出し相設してくれたらと思う c

•12/30 S地区ー役員から早9月に篭託が人り、棧同志で喧嘩している至急来てほしし以両者から

話を聴くと隙I甘l志で喧しいと壁を叩き合ったとが"'・。彗察官まで来て取り調ぺである'.

を静かに閉めても、特に深夜は隣近所に音が咽き渡る，男性は深夜に帰宅する。隣の女性It

瓦斯を切って濱近所のつき合いはない。以前話した時は、避難所で盗難にあい人間不信にな

っていると話したことを思い佑す。閉じこもり気味で訪問しても応対がなく安否院認も出来

ない状態だ。事故が起きてもふ思議でない。ポランティアの限られた活動では限界である。

しかし車故は出したくない。
r ・ ・ ・ • • ・ ・ ・ ・・．・・ ・ ● ・ ・ ・ ・.．・. ● ·．●·•.、.● • ・ ・・.●●・・・．・・ ·・・• ·•· ・ ・ ・ ・ ・ ・.・ ・ ~ ~ 1 

『一言コメント』仮設住宅担当者にお煎いして男性が仮設内移動する。一1牛溶着だが、 99題が解

決したわけではなく、先送りしただけだ。

'・ i 
•12/39 年越しそば T地区ー 200食う）を準備。神戸のポランティアを入れると総勢15名であ
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ふ住民ボラソティアも何人か手伝ってくれる。あっという問に完売であるc 何時ものこと

で、大きな鍋を持ってきて持ち痛ろうとする人がいる。出来るだけふれあいを火切にしてと

いってセンター内に案内するがなかなか入ってくれない。イペントに参加出来ない人には出

前する。用たくても来れない人も多数いる。激動の一年をそれぞれの思いで送り、来年は少

しでも明かりか見えて来るよう互いに手を取り合い頑張ってほしら遠来の若いポラノティ

7がふれあいセンターで住民と99してくれる。東は埼玉県西は祖岡県と正月休みを利用して

のボランティアである。遠隔地1反設へ遠来のポランティアに惑判、感謝の一言だ。単発でも

いい、若いエネルギーをふりまくことでどれほど元気づけられるか。それと達（から来て（

れたことが、今も忘れずに思っていてくれると言うことの窓義もある。

アルコール依存の人が、イペント終了後是非寄ってくれと言われたので訪問する。正装で

出迎え、神戸のカラオケハウス 1こうっぷん睛らしに行っていたと楽しそうに話しする。先曰

の取材について色々と思いを詰される。

①ふれあいが大切であふふれあいは尚くことによって求められふ

②人間はこころと気持ちが伝わればいい人生が送られるn

③記者に本心が言えなかった口何時もメモを取っているから。

④本心を話すと新聞に載せられたら困ることがある。不腐がある，全て言えないd

R閣す部分があったのは不潤があったからであふ言える気持ちになれなか 9 如

R本当のことを言えなかった。今度あったら言えるかもしれない。

⑦悪いことを害かれるかもしれないから言えなかった。

R男は働かなければならない。女の人も朝早く起きて仕事に行っているc

R人と99しながら欽む酒は美味しい。

⑩飲めと言われても朝と昼は飲めない飲まない。

話に辻棲があわな応わかっていても出来ない自分に百い聞かせているようだ。何度か憬

ろうとしたが、その度に引き止められる。引き止める度に寂しそうな酬をされる。一人募ら

しの寂しさと別れた家族への忠いが交差している。逢うことの出来ない子ともにお年玉を用

意している。下手な慰めは出来ない。ただ話を聞くだけである c

~ ~ ~ ~· ~· • • ~· • • • • ~ ~ ~ • • • • • • ~ 1 

r一言コメント」窟災で始まり、窟災ボランティアで終わった一年である。あまりの激動で自分

を見つめ直すことすらできなかった。まだまだ非日常生活が続く c 『いまこの時が大車』の気持

ちで、今後も活動を続けて行きたいC カレ 9ダーが新しくなるだけで、気持ちの切り替えは出来

なし、0

年越しそばが終わったあと家族と初詣にいく。願い車は、被災者に一・日も早い再建を。

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~........~ ~..~ ~ ~ ~...~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~．~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~し●● ・ ・ ・ ~ ・ ・ ~ ・ ・ ••~~ ~ : 
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平成8年

1/3 お正月 三が日は家に居るようにと家族に言われるが、自然に足が仮設に向く。長期入院

されている人と出会う。顔色はまだ悪いか、来週から神戸に仕事に行くとの車。慟くことの

楽しさを語られる。家族がいると言われるが分からない。話さないかき勺、プライパ 9ーに

関わることはこちらから一切聴かない。退院したばかりであまり無理しないでと伝える，今

年から医接晋免除が切れる。免除中にあれこれ直しておきたいと医痘機関に傾繁1こ通う人も

いた 巾年で仕車の無い人は実習を払わなければならない，通院の必要な人が病院へ行けな

い状況に追い込まれる。平均年齢が60歳を切る中で他の免除も受けられない人が多い。医療

菩がないといって生き延ぴた命を絶つようなことだけはしないで欲しい。ャラ fティ了に医

療費のことを相9炎されてもどうすることも出来ない。長期の仮股生活で栄益のバランスを届i

している人がいる，『身体だけは自分持ちですよ。 'I•分に気をつけて』と呼びかけるだけであ

る。非力なボランティアで申し訳ないが、出来ることと出米ないことは99ッキリしている。

r • • ▲ ~ ~ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ~ 

: 「一言コメント』「私たちの出来ることは、私たちの出来ることだけ。↓

i 

1/4 お正月休みでお酒を飲む機会が多くなり飲んだ功いでふれあいセンターで女性に,.みつい

た人かいたと報告を受ける。酒の上02出来事と寛容に受け人れようとする雰即気があり先行

きが心已仮設内でアルコールが間既になっている。コミニニティーが発達し親密度を増す

と酒害が出てくる。ロ・人で飲もより多数で飲む酒は美味しくなり旦か増えるへ伍1でもかんで

も物を頁って咽抗が無くなっているのが屎因のようた~，一人苺らしなのに鼠が物を引くよう

に幾らでも取り入れ亙恥ずかしくぢいのかと怒嗚ったらしい。言＾マいるこたは当然であ

るが、酒を飲んで百っても訛も取り合ってくれない。活動の中でしばしば造遇する場面であ

る。

S地区ー救援吻育を各戸に配付した後、不在者宅の物資を持ちかえる不屈き者かいると話題

になる。ポうンティアの克場で諭してほしいと頼まれ、話をするが分かってくれない。この

人もア｝V ］ール依存症である。自治会にも入会せず孤立、猥独な生活を送っているこ寂しさ

をアルコールで紛らわそうとしている。私たちがイペントをすれば参加する。こころを開示

して話されるが、要頷が得ないことが多々ある。どの様に関わってよいものか同時も悩んで

しまう。

今年は心の余裕も出てきたので、生活再建について哀剣9こ考えていきたいと前向きな首藻

が帰ってくる人もいる，新しい年を迎え前向きに考えておられるn

『ポうンティアさんも新年会に参加して』と銹われ会翌を収める。センターで催し物が有る

たびに思うことは、位1時も同じ顔ふれである。独占している気配もあると戸別訪問で苦惜を

言う人もいる。全艮参加することは難儀なことだが、出来るだけ参加を促したい。人の輪に

入れない人が私たちの訪問を心待ちしている人達。イペソト毎に見極めするのも大切なワー

ク。

社会資源に年末年始の出来車を情報提供する。ポランティアは提供しても相手は守秘義務

がありもらえない。分かっていながらついつい聴いてしまうが答えてくれない。ポランティ
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アと社会資源の緊密な連携と行政は言っていふ連捕とは情報提供の依頼と仲良（しましょ

うと言うことか？。

『一言コメント』行政とボランティア0浬携とよく言われるか、連携の範囲c 情報交換について

何処までが許されるのか、ポラ／ティアは守秘義務か守れるかの心配もあり、活動で出来上がっ

た信頼関係を同し仲間であっても共有出来ない人もある。活動後のふりかえりで仲間と共有し、

後曰他の人が訪問しその車を話して閲係が切れて Lまった苦い経験もある。信頼関係19そ0人と

の関係で、団体との関係ではない。

1/6 入居実態調溢戸別訪問 ガス・水道・蓄気の全てを切っている住民がいる，入居してい

ないと思ったが、週末神戸から僭って生活している。この寒さをどの様に凌いでいるのかと

尋ねると「毛布3枚もあれば究くない』と強がりを言っている 50代の女性が気になる。保証

人になり地震で使務茸任があるc 逃げるように姫路に来たが見つかってしまったつ少ない

パート代から返済しているがなにも残らないと一気に話される。返しい生活力と根明で穎張

れる所まで頑張ると話される。それにしてもローソク一本で明かりを取り寒さを凌いでおら

れふ並大托の1肖神力ではない。ポランティアの力で(dIも出来ない。たた温かい声援を送る

だけである。

降害者手般を預かり市営バス無91の手紐きをする。住民票を移している人、移していない

人との些が出てきていふ知るかぎりの惜報を提供していく、しかし行政間瞬整が未だにつ

かない問題もあり宙ぷらりんになっているc 早く窓口を決めないと行政サービ"'パランス

が崩れる。被害者は社会的弱者である宰を知ってほしいc

S地区の新年会に出席する。参加者は37名で、忘年会よりは少ないC カラオケと苺達者な

人か多く盛り上がる。掘引もあり楽しい一時を過ごさせていただく。私は、箆気毛布・足マ

ット・毛布の3点セットが当たる。殻品1切榊り際に必要な方にプレゼントすかやはり出てこ

れない人が気になるc

1/7 ショッピング久しぶりに家族とに行く。活動に余裕が生まれて、活動を理解してくれて

いる家族に感謝の気持ちを伝える慈味もある。人に対して感謝の気持ちが生まれる。

r「地区ー地蕪一年前に99路から親元03長田に行き 3陪建ての店舗兼用の住宅を新築した。 1碩

卿に喫茶店と靴仲貿の商売が軌道に乗った矢先に被岩にあい建物は壊れなかったが、地箆後

の火災で延焼し何もかもなくなってしまったc 残った63は11i金だけ。このような悲劇は、マ

スコミで知っていたが、直接当事者から話を聴くと和も涙も出なく感情が生じなかった。震

災後気苦労で主人は肝臓を貼い入院される。完治しないまま退院されていたが年末に再＾院

される。今年から医療黄免除が切れ完治しないまま退院される。昨年5月5日に入居した時

は、周囲に入居者も少なく街灯もなく、その上、主人が入院していたので本当に寂しく、恐

く、熟睡する卓も出来なかった。蓄えの有る間はローノの支払いはする C もうすぐ菩えも底

つく・…,3人の子どもがいる。 6年生の長女は経済状態を知っているのか、無理なこと 19-

肋言わない。それが不憫でならない・…。 r子どもだげには不自由を掛けさせたくないが・J

と涙ぐまれる。火の手か迫り取り出したのは、蛍重品の入った鞄一つだけ。子ともにはと思
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う気持ちで主人が仮設には不似合いな勉強机（~咋且 10乃円以 t~) を 3組、所狭しと並んでい

る。いの一番に貿い与えた、主人の気持ちが術いほど分かる。地窟後子ともとの関わりを大

切にしたいと仕率にも行っていな応絵画療法で長女、次女と99続的に関わっている。特に

次女は母親との関わりを求めているようだと母親に話すと、幼少時から希薄だった、これか

らは特に関わりを持ちたいと9ふされる。長女が4月から中学校に＾学するので生活基盤は未だ

に決めかねているが、長田に帰り将来のことをゆっくり考えたい所有地は郡市計西（区画

整理）の網にかかっているが、先ずはプレハプを建て両殺と佑l居しながら局囲を見渡し次の

展開を考える，俵かしい土地でも以前の匂いはないc こころの安堵感で次を見つめてほしい。

佃も残っていない建物・店舗に支払いしなければならない虚しさがひしひしとイテわる。感情

さえ押し殺してしまうほど心が謀りつく。久しぷりに重い荷物を背負う。感情を記録に残し

たいが、問題の大きさに言語化できない。

1/8 S地区 両親がなくおばあちゃんに育てられている子どもoa行政年当について、社会資領と

相談すか諸条件とプライバシーに関わることがあるので，本人が虹接相談に行くように伝

える。 2歳の時両親が離婚し、それ以後、祖母に育てられ、放任王義で殆と学校に行っていな

ぃ。教育．Lの問題は閑われる梱甥ではない 2

S地区—昨日軍話で身体の閲子が悪いので病院へ連れていってといわれたお嬰さんを訪問す

る。 99＂、私の自動車で行くより救急．,,を呼んで行きと冷た（宮ったので気になり訪問する。

物事を自分本位にしか考えられない人で、近所の付き合いもないc glっ越ししてからの出来

事を話されるが、話のつじつまがあわず理解できない。自治会役貝が投得しているとか、そ

れを役員に言ったら姥声を浴びられたとか。民生委貝に長期不在 (20日）を説教され、そ9)

あげくよく生きてJ品ってきたねえと言われた、何を思ってそんないやみを言われる 93か理堺

に芸しむc興奮気昧なので落ちつかせ思い切り自分の思いを吐き111さすc 毎日のように電話

が掛かって来る人なので人間関係は出来ていもゆっくり関わりを持っていくことにするc

S地区ー 81歳の男性が心不全で亡くなる」この囲地で3人目の犠牲者c 高齢者で子どもも

居たが、最後まで一人粒らしで、社会現状を映し用しているc

1/9 S地区ー隣人にお金を貸したが (50万円位）返してくれない。何回も催促する。あげ句の

果ては、借用害を見せろと言われるが隣人だから取っていない。相談を受けてもどうするこ

こも出来ない。生活指導までボランティアは出来ない。しかし弱者からお金を巻き上げるな

んて許せない。機会を見つけ正義感で99してみるか？ a

深夜に電話相談。いしめられている。どうすれは仲間に受け入れられるのか数えてと．．．．o

1/10 後方支援の限界 T地区ー自治会役員が2~38来なかったがどうしていた。運営上の問

題を色々相談される。ぎラ／ティア0立場で言える率と言えない車とを弁えて伝える。神経

がピ＇)ピ＇}している。まだまた住宅内が落ちついていない。があふ依存されて深みにはま

りそうだ。

〔仮設住宅支援会議後の飲み会のーコマ〕

・自分を癒すためにポランティア活勁している人がいる。

・現時点の活動は、被災者として捉えるのではなく、一人の人閲として捉える活動であるd

・ボラノティ了仲間が今位1をすぺきか、悩み悩み活動している。自分だけではない。
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1/12 仮設1主宅支援会議全固キャラパン（東京）初対面のボ99ティアもいるし頻馴染の1中

間もいる。長田で披災にあい今は仮設住宅から中学校に通学し、活勤している学サと同室。財］

日のシンポ］ュウムが気になり一生懸命に原稿を暗記していふ暗記しなくていいよ、自分

の気持ちで話すことが相手に入る。体験した車、活動した事を自分の言葉で話すようアドパ

イスする。緊張感が取れたのか睡魔に見舞われたのか眠りにつく。私も明日の車が心配で不

安だが、成り行きに任すしかない。実践している車、仮設の現状を発信出来たらと言い聞か

せながら眠りにつく。

1/14 カ，，，キ（オプジェ）と99禄写真を展示 飯田橋ステーションピルー一人でも多く鑑偽

していただき、今-9度要災を思い出して欲しい。被災地でも温度差が出てき、風化されるこ

とも仕方のないことだ。機会を捉え箆災のことを今一度考え今後に生かしてと来客に伝える。

,....... 

ノンポ）ニウムの会場は、東京ボランティアセンターで二部構成。

午前の部は「神戸の状況と今束栗で出来ることは』の題材で参加者が9lヽ グループに分かれ

てワークノョ yプをする。被災地でポラ／ティア経験のある）J屋で熱気に圧倒される。一年

経過しているが 100人の若者が関心を持って、東京にいて関われる事は何かと真9，1に話し合

う。単発でも貝方たらの若さを被災地にと訴える。

午後の部も 100人以．セの参加者だコさすが東京だ，

参加者がそれぞれの立場で問題提起する。シソボジュウムの『キーワードはコミュニティー

である』，コミュニティーは如何に作り上げていくか・・…・,被災地でコミニニティーがあった

のか、希薄な都市社会で1中間慈識が存在していたのか、長田0下町ではあったかもしれない

が・・ ・。今..度私たちの住んでいる町のコミュニティ一成熟度について考えてみる必要かあ

るc

~行政とポランティアの連携は、頻の見える関係であれば情報が得ることが出来る？？。

・防災とは沢山の友達を作ることであも人と人との出会いで如何に1中間を作ってい（かで

ある。

、街には、見えるものと見えないものがあふ見えないものを大切にしていく活●Jも必要で

ある。人か居て街が生まれる。今は復興という名のもとで、人のこころを忘れている。

隕災地の復興は、意欲というこころ099が見えてきた時が復興の第一歩』
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ • ~ ~ ~ ~ ~ ? 

「一言コメント」活動した仲間と再開すふ懐かしく話に花が咲く。このシンポジュウムを機会

に2ffi体とネットワークが出来ふ子どもの衣料を掲供してくれる『コアラの会』と「こころのサ

ポート市民の会」であ気市民の会は、姫路で現地活動を2回され、住民はことのほか達来のボラ

ンティアを歓迎してくれた。

私たちの串を忘れずにいてくれることが何よりも陥しく心の支えになると・・・"o 

.~ ~ ~ ~ ・ ~ ・ ~ ~ ~ "”．．會~ ~ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ j 

1/15 成人式 世田谷区役所ー瓦礫と震災記録写其展。成人式に 6千人が集る。一生に一度の嘩

やいだ式典には不似合いである。キ 9 ラパノ隊に参加している仲間が成人式を迎えるc 余り

にも落差が有りすぎる。参加者の関心は直1こ伝わってくる。関心のなさを嘆くのではなく、食

画の段99で考慮しなければならないc しかし、募金栢に1'10万円以上の大金が入っていた。
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これだけの人が集まって少ないと思うよりは、これほど沢山蒜金があったと思うべきだ。も

し姪路でl司じ耳をしたら…， i参めな桔果1こなるかも""。（市民の1911で仮設住宅が有ることす

ら知らない人が多数いる現状を担えて）迫方で発信するより、身近な所で地道な活動か必要

と常々思っている。

ホテルに昔（と電話が入ってし9ると伝言を受ける。出張しても連絡先を伝えていなかった

が、今回1ま速絡先を伝えていた。追絡を取ると仮設臼治会から完話があり 人存らしの老人

が2~3日留守をして行き先力吋9認取れず笞察も探している。肯方なら親身に関わっているか

ら行き先を知っているのではないかと辱ねられる。二度と孤独死を出さない弩力は必要だが、

自治会が住民を管理してしまうと窒息してしまう。 1兵を流らげて伝えるが分かってもらえな

い。ここまで追いかげられるとポランティアの域を越えている。個人のプライパシーも守っ

てあ：fなければならなし＇。柔軟な対応が今こそ必要コ
~ ~~ ~可

『一言コメン＇卜」式典が始まっても式場に入るわけでもな（、オールとか厨辺を築団でたもちす

る若者， リーダーがいるのかいないのか分からないが、ただ集団去組んで勤いている。何の目9i

で来ているのか、 1可しに来ているのか分からない。式典が終わって帰ろうとしないので何同も主

催者が終了放送をする会焉周辺を離れようとしない。追い払うように外にあるテ｀ノトとかテープ

ルを片付けにかかるが、帰ろうとしない。今の若者は何を考え行動しているのか狸解に苦しむ。

しかし、一年前19若老が、被災地に来てがランティ了元年を作ってくれた。頭かパニック状態だc

1/16 飯田橋ステーションビルで展示物の説胆をする。年配者が殆どで、中には熱心に見学され

，，金箱に心を入れてヽ ヶち主る若者もいる。←ヽ ／g只切のここスか茎金箱に入り重い箱になる。

oo心のある人に見てもらい、一人ひとりの小さな輪が大きく育つ起煤剤になれば幸いである。

夕方から国分寺でシンポジュウム、夕方の出にくい時間帯であるが30数名の委加者で、熱

気が伝わって（ふ委加名が地元に悟り今日の車を発信してくれたら大きくなっていく。’~ ・ ・ ・ ・ ~ ~·~•• ~ ~ ・ ・ 

9一言コメント』被災地外の温度差を惑じながら、被災地の現状を発信することの必要性を感し

如蛍重な体験に感謝の気持ちである。機会があれば今後も参加し活動の中で知りi辱たことを伝

えて行きたいc そうする事もボランティアの役割である。それと同時に地域で伝える車も忘れて

9るならないと認識する。

l/17 東京のスーペーパイザーにお逢いし、一年の総括をしながら次につなげるエネルギーを頂

き播9合に若（，戻災一周忌でここ数日マスコミは狂ったように報道している。疑問1こ思う"

車もある。—点を捉えるのではなく、広範囲にとらえ起きている事実を発信してほしい。現

状を知らない人は、マスコミだけが情報源。明るい話題もいいが、卓実を伝えてほしい。未

だ1こ；しが見えない人が殆ど芯報道1こよって国民の理解度が変化する。報道の怖さを今匝l99

ど知らされたことはない。

1/18 jl!京まで連絡があった人に会いに行くが20コまで留守で、行き先が分かっている。孤独死

を山したと言って枠組みに入れ管理する事に無理が生じる，それぞれ人には生き方があって

← ロ



何人といえども束縛する車は出来ない。認めあってこそ共生の社会だと思う。締めつけない

で·~締めつけないでと自治会役員に伝える。役員の立場で筈迎すること 9さ許されることで

はない。

l/19 腹こころのケアセンターに立ち寄る。近況を話しながらアドパイスを受ける。何時も受け

入れていただき、スーパーパイズを受ける。自分の時問を大切にすること行政とポラノティ

アの関係についてのアドバイスc ケースを大切9こしながら引越し後も冤話で継続支援するこ

とも必要と教えていただく。行政との関係9ま情報0提供であり見返りは求めないこと。行政

には守秘袈務があると何但lも聴（ことで理解できる。活動惜報を知らせる所があるたけで感

謝しなければならない。

,/20 バニック状態 活動について第三者からとやかく百われたくない。被災者から直接言われ

る事は受け入れられるが。·…~外野席が活勁に対して、やっかみや興味木位でとやかく言わ

れる。活動を理解してとは言わないが、邪廃だけはしてほしくない。

1/21 昨日 0件でこと 9またらずなところもあり十分理解してくれなかった。物車を誰に言っても

いいと思っていたが、理解されない人には言わない方が褐策。直ぐ気持ちを伝えてしまうと

ころに誤熊か生しもいい体験をした。これからは人を選んで伝え、自己防面をする c

1地区一新聞掲載された人を訪問する。プライパシーに関わることも多々あり心配していた

が、 4人とも喜んでいただに掲載された日に友逹から霜話が嗚りっ 1かなしで、娯しい悲嗚で

久しぶりに友達と話ができたと再びを伝えられた。

婚しい事が起きふ広報紙を戸別訪問しながら配1寸していると~ー·人の住民が協力してくれ

ふ初めての出来事で驚きc 目立の現れかもしれない、この気持ちを大も）にして行き、 2~3

歩引き腑組みしし見届ける時期に来Cいる。

1/22 社会資面に惜報提供 (2件）。アルコール依存の人と面接を約栄していたが不在である。期

H改めて訪問する。年生支給甜か少な（生活が苦しい人に生活保護について惜報提供する c

申諧主義なので不足分を補ってもらうように担当謀に由向くように伝える。復腿新聞を配付

する。

J/23 T地区ー店舗立地について相談を受け、相手方に交渉するが1k設住宅と言うことで断られ

る。車実を件民に話すのは辛い。辛いことは先送りしたいが交渉桔果を伝えふ不動歴邑は

特別扱いしない。当たり前のことで、期待する方が浮：かましい。しかし期待する気持ちもわ

かる。

9/24 仮設住宅支援会議 自立支援について寺小器形式で勉強する。自立支授の難しさを改め

て理解するし活動が妨9f9こならないようにしたい。

l/25 S地区一気になる人が今日も留守である。訪問を伝えるため玄関口に名剌を張りつける，

お年寄りのコミュニティーは、買い物に誘ったり誘われたり一緒に行くことでふれあいが

仕まれる。つかず離れずで小さな仲良しグループが生まれている。家に上がってお茶でもと

言っていたら煩わしくなる。プライバシーは確保したいつき合い士手になれぼ、ゆとりが

出来こころの復興につながるc 小さな核でも住民l令1志のコミュニティーが一つ一つ誕生し互

いにラ，プしていけば大きな核になる。 1中間作りの仕掛けに苦窟するが、生まれつつあるグ

ループもある c
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グループミィーテングが多忙で伸び／申びになっていたが、活動原点にふりかえり今後0活

勁1こついて協議する。不定期活勁であったが、一応0落ち昔きも出てきたので活動日を決め

定期的に訪問することにする。「会員に活勁予定』を月初めに通信することになるっグループ

内でダループワーク出来ない人の処迅に苦窟していたが、仲間からハッキリすべきだと言わ

れ思い切って『黄方99，人で活動出来る人なので独立して……」この一官が言えず悩んでい

たが、 1中間のアドパイスを受け断腸の思いで伝えも最初が肝心。しかし、ふるいに掛ける

ことは出来ず新しい人をtp/ill9こ迎えるときはとうあるぺきが~＂~·今後の課遠。

T地区一戸別訪問し上がり込むとビール瓶が転がっている。分からないようにそっと陪され

たc 伊を意味するのか……・會？仕車の後の晩酌9ま美味しいと言いながら朝から飲んでいる。●

わり方がわからなくなる。し～時でも寂しさをまぎらわしたらと思う気持ちで訪閥するが、関

われは関わるほど依存を助長しているようだc この世からお酒がなくなればよい、さもなけ

ればその人が飲む分を全部飲んでしまったら飲むお酒がなくなると、とてつもないことを考

えるときがある。

ふれあいセンターに多種多様なファックスが入り対応9こ苦慮されている。団I本名を確認して

それなりの選択が必要とアドパイスする。
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ " ~ ~."”· ~ ・1 

f一言コメント』 グループ活動69継続と、ボうンティアの質向上を図りながら活動する梨しみと

苦しみを交互に味わっているし現場と後方支99の両方が活勤になり孤軍菖闘である。オーガナイ

ズすることの難しさも味わうc

1/26 市民ボランティアミーティング長い棚御無沙汰していたので馴れるまで時間がかか

る。強座終了後、参））ロ者の継祝した活動を期待するが・"．＂。それにはリーダーが如何にコデー

ネイトするかにかかっているc ボラノティア参加の気持ちがあっても、活勁に楽しさがなけ

れば自然にi肖滅する。こころのケアポラ 9ティアは今後数年は継統しなければならない活動、

気負わず長期戦に備えたい。それにしても1中間の熱心な取り組みにただただ敬服する。 'I-

ダーは少し疲れ気味で、惰性で動いている。疲れた時に新聞に掲載されたり、何処かで活動

を聞きっ｛ナ巷如したいと連絡かある。引くに引99ない状態、後方支援に回って一歩引きたい

が今は1i1来ない，前線活動は実践てき感勁を味わうことができ、オーパーワークになりがち。

自覚症状のあるあいだに治療が必嬰だu

神戸で戸3Il訪問活動している仲間に柄われ事例研修に参加する。月例でケースバージョン

をしている。少人数で思い切り吐き出しが出来そうな雰囲気である。同種活勤の1中間を求め

ていたので願ったり叶った広暗巾模索の活勒で、仲間とあうことで情報交換やふりかえり

に繋がる c 活動が増えるが、いい出会い。スパーパイザーの適切なアドパイスも魅力。
~ ~..~ ~~ "”~ ・”! 

『一言コメント』ボランティア活勤の引き際のタイミングがこの頃気になる。特に速方から参加

している若者がパーンアウトせず、楽しい思い出を残し被災地を去ってほしバ彼らが去った後

の対応は地域ポランティアが関わらなければならない時期にきている。地元にエネルギーがない

とはいえない。何時までもせえておれない。
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1/27 『突然の死』講演 大阪YWCAで小西先生．交通車故・殺人・車故死・目殺等々に襲わ

れ、こころ悩まされている人がいる。対袋喪失者に関わる時の注窟を事例の中からくみ取る。

君話相談の碁本的なことは理解できていると思っていたが...,災害被害者の悲惨・悲●Iの

奥深さを改めて思い知らされるc 下平な慰めとか、激励がどれほど倦つけているか、本人し

か知りえぬ物車を1也人の無育任さでかき回していると、活動をふりかえる材料をもらった。
r •~ • ~~ ~ ~ • ~ 

『一言コメント』 オーパーワークを1中関に指摘される。疲れが顔に出ているようた。ボランティ

アホリッタに陥っている。陥りやすい性格である。

し・・ ・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・' 
1/28 S地区ーお年裕りが 1月6日に亡くなる。隣人が日がたつにつれ気落ちし、食車も喉9こ通ら

ないと痩せ衰えげっそりした顔である。住宅9村つき合いが親密になり、同じ体験者というこ

とで、毎日のように行き来し支え支えられながら生活していたコ対象喪失。当車者と対面す

るとどの様な関わりを持っていいのか迷ってしまう,lヶ月も立っていないのでそっとしてあ

げることが一番と思う。しかし落ち込みの酷さで食欲がない。息子もこんな身t• （陪菩手帳

ー級）だしと座かれる。何回も訪問しているが、こんな車を丹親が言われるのは初めてだ。］、

居後、リハピリ先とか無料パスの I打詞とか色々と関わりを持ってきただけに気になる c 心の

整理ができ自分から話されるまでじっくりと待っより仕方がないか。閉じこもりが気になる

が・ ・。

S地区一植木鉢の欄作りをしながら悩み相談。住民同志のつき合いに気を使う c ナ人（仮設

内で病死）がl涼害者であったので、老人とが●害者に対して何か協力したいが周田の目が気

，eはるn これでは駄目と忠いiいがらも、しばらくはここに居なければf¢ らないし、,,プル

の元を作りたくない自分の気持ちを抑圧してよいのか何此も迷っている。自分の生きざま

に迷うし自宅再建においても子どもと誨整がつかず似む毎Bである。これまで飼届したこと

はない、自宅再建すると息千夫掃と固届になり心配である。同居したとき下どもとうまくや

っていけるか心配で心配で堪らない。沓金繰りは子どもにまかさなければならず、なにも且1

来ない自分が情けないとせきを切ったように話される。住宅内での生き方と自宅再建に対す

る様々な降害。居囲を気にしてヒ 9 ソ＇）と生活されている。住宅内の現実と自宅再建に向か

って問題を一つ一つクリアーされていることは、自立の始まり。心優しく周囲を見渡せる人

だけに、他者への気遣いが人一倍ある。自宅再建後神戸での再会を楽しみに今後も関わりを

持ちたいc

自治会役員で最近よく弱面を吐く人がいる。人の悪9:Jを言う人でないが、一人0役員に何

事も平等公平にと批判され気落ちしている。 f日も特別な事はしていないし、救援物姿9こして

も祈1時も最後の残り物を貰っていると反撃を私に向ける。彼の家は殺風景で救援物資などな

い。仕民が感惜11）に言っているだけだ。 99える辛さとイライラをポランティアに向けている。

3月末の任期まで穎張るが自分の身体（高血圧）も気になる口ふれあいセンター主(1附i車にし

ても群前に地絡もなく一部役員が進めている。いてもいなくてもいい、無視されることが残

念だ・・ ・うま（いっているように見えたが、自治会運営9こ雛儀されているc 周匪lが見渡せる

ようになり住民の不平不満が喰出している。
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1/29 遊び会 T地区 午ども対象。束綽せず店由に19ぴ19びと自己表現出来る場所提供であ

る。 3月末まで月 2回程度紙芝居・絵本，手遊びを主にふれあいセ 9 ターで安心した空間を提

供し、遊びの中から母親同志とポランティアのコミュニケーションを築きたい，育児相談ま

で出来たら禄高である。早速母親から千どもが要を見てうなされている。引きつけを起こし

ている等々の相談が持ち込まれる。相談に乗ったり、力呈以上のものは医療機関を紹介する。

幼児 (3人）を抱えストレスと身1本の衣9を訴える母親もいる。戸別訪問中に親が大声で怒唄

りつけている場酉に出くわすこともしばしばある。深刻な問題が[h棺する中で、専門家のア

ドパイスを受け継続した関わりをしたいc

マスコミに取り上げられ周問lの目が心配。地元以外では評価され温かい激励が届く。しか

L地元の反応は冷たい活動で知りえたものを社会に発進するのもポランティアの使命だ。

瞭場の反応も気になる。冷たい視線とか、活動に対する外圧が日増しに増してくる。自分

の思い過ごLであればよいが・・・・。活動に対する不安が先に立ち、先が見えない。被災者の

ニーズが有ることは分かっていても気持ちの整理が出来ず、取り組みに対して暗中模索でエ

ネルギーが切れてしまう。機会かある度に人と出会って行く末を模索している 3 1皮災者との

問赳より外部の圧力でストレスが生じ、辛い毎日が統く。こころの支えは、ボランティア／白

間と家族。

1/30 編み物教室 S地区ーお年吉りが多数果まりお喋り会になる。外出機会が少ないので冬の

間、定期的に統ける。

対象喪失の女性も少し元気が見えてきた。明日の食車会を楽しみにされている様子。"・・・・

時間経過と共に回復されつつある。

元居た所へ揺れば亡（なった干どもを思い拍れ姫路市内の公営住宅に入居し、将来のこ

とをゆっくり考えてみたいと退去される，被災後—ー年が経過しエネルギーの有る方は 19ちぼ

ち生活再建に取りかかっている，

1/31 仮設住宅実態調査行政から依栢されふ仲間と相談して個人の肖格で協力すふ調査

習は不足がちな活動昔9こ充当する。プライパーに関わる詞査で、今後の活動に生かしたいコ

マスコミ関係者と今後の活動について話し合う。

①被災後一年か経ち被災者の自立が始まっている。目立を妨げる活動1ましない，

②手の平9こ物を載せるイベントは必要なのか。必要なければ蛮金繰りも楽9こなるが……効果

がなければ撤廃したいが、楽しみにしている人もいる n （これがくせ者で——•…住民の巾でも

もらい癖がついていると言われる人もいる）戸別訪問だけであれば岡しに来ているといわ

れる。見えるものがないのでポランテ 1 アも疲れる n イペントは被災者とのふれあいとポ

ランティア／中間との仲間作りにつながる。これからは形を変えて、住民主導へ方向転換L

ていきたい。

R遠来ボランティアの引き上げ時期を地元ボランティアが促進し、余力を残して勇気有る撤

退をしてほしい。

④生活指導•生活支援活勤が求められる。情報収集と質の向」•に務めなければならない。

⑤新しいコミニニティーが出来I-がり、仮設住宅を難れがたい人がいる？。仮設はあくまで

仮設であって、復興住宅への転居を促進しなければならない。
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渾例［高齢者が多く、ポラノティア訪閑のないところでは、住民間の連帯感が強く、他所

より絆が強国。席齢者が、仮設住宅で人生を全うしたいと言われな気持ちは分かるが？こ

のまま居座り続けると超席齢社会になり、スラム街9こなる恐れがある。

ボラ` 9ティアが仮設住宅からの転出フローを作り、住民に説明する活動も必要。行政サイ

ドでは出来ないことだ。（強引な説i尋は追い出しにつながる）フリーな立場で復輿住宅への

手助けをしたい。

Rゲループ活動の継続と活性化を計るか日々悩むことがある。伸9月が増えれば増えるほど問

題がある。

'~ 
⑦ポランティアも住民も脊っていく時期だ。

『一言コメント』復典住宅への転居促造のため、復興住宅説明会を開き、その後見学会を宴施す

るc

．．勺

~-····················”•• • • • • • • • • • ~ ▼ ~』

● （蛮和1参照）

2/1 T地区一退去する人、今も入居する人様々で住宅内の実態が確認できない。少しでも入屁実

態を把掘したいと、肌来い夜に詢査する。／叶でそこまでと思う気持ちであるが、仕享が終わ

った後、自然に足が向いてしまう 2

(10月から本日まで20数世帯が入居している）人居しても生活しているのか荷物だけなのか

分からない。

3オの子どもが、言葉が出ないとお母さんから柑談がある。児蛮9月談所を招介するが、以前

行ったが嫌な思いをした経験がある。過去の経緯があり行きたくないc ほっておけないので

後日知り合いの専門病院へ行くことにするコ

2/2 次の活動展開が分からない。日々樅むことが多く、落ち込んでしまう。助けで・t:

2/3 節分イペント T地区一栄餐士会の協力。昨日 1迂目が既っていたが、天候も昧方して温

かい一日。・⇔まき、豚汁、ご飯を200食分用逹する。土,,日と言うことで出てくる人も少な

い半ク）以上残ってしまい、疲れが一気に出る。残りは、少規模団地に配付したり、各戸1こ

戸別訪問しながら9亡付する。

ふ，)かえりでイベント内容について話し合う。寒さで出てこないのか、出てこれないのか

分からない。参加人数よりも、出る人が出てき、出てこれない人には戸別訪問しながら配付

する事に意義があると言う人もいかそれにしても、参加人数が少ない。人数ではないと分

かっていても。落ち込んでいるときに努いのないイベントをして余計に落ち込む。

2/4 T地区ー子ともの遊び会をする。不用品かあるので、必要な方にお渡ししたいと連絡があ

る。仮設まで持ち込んでくれたらよいが、取りにこいでは付車が増える。

2/5 T地区・4 生活保謹者と病院へ行く c 享前に迩絡なかったといやみを首われる（民生の相当

者）社会資源と医療黄免除の話し合いが出来ていなかったc

社協翌砂ずランティアリーゲー会議に出席すと自立支援について迎解もなく、迎解し

た活動もないし••…活動が手段であって目的ではない。活動が目的のように思っているとこ

ろに問題がある。 2~3ヶ月に一度位しか活動しないグループとは、活動にすれが生じる。集
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まって話し合う途味は…"・

2/6 戸91I訪問と縫み物教室 T地区ー自活会役員が車庫証明が取れるか行政と交渉してくれ

と凍月まれる。仮投住宅の募集案内には、駐車場のある仮設がキャ 9 チフレーズであっ芦交

渉に日II寺が掛かったが、車庫証明を出してもらえることになる。

老人性痴呆か老人］牝披害妄割か分からないが、通路に人形を湮いて19り言を言ったり、朝

早くから池人の玄関ドアを叩いたりして気味が悪いと隣人が言われふ保健所に連絡を取り、

筈察が重点的にパトロールすることになる。顔の見える関係になり、惜報交換がスムーズに

行くようになる：

S地区一久しぷりに苛めにあっている人と。今箆話した所だったとタイミングの良さで再会

すふすれ遠いばかりで気になっていた。器は他愛もないことで、傾聴にはエネルギーがい

る。

退士者や近隣のいやみや患面を山ほと吐き出されるc これまで涙を見たことがなかったが、

涙ながらに話される。周囲の人が受け入れてくれたらと思うが、期待するのが無罪か？その

役目はポランティア？袋・~杯に愚痴を詰め込んで帰ることとする。

2/7 T地区-老人性痴呆の人から石を投げられ我慢できないと隣人が言う。疸ぐ行政に連絡す

恥保健所と警察が素早く対応してくれた。以前から悟報を伝えていたので動きが早かったc

2/8 社会賓源から仮設の現状を教えてくれと連絡が入り報告する，ふれあいセ 9ターで月一度

健康相淡日があるが、訪問者は皆皿に近いc 待ちの姿勢でなく、攻めの姿第で活勁してほし

ぃol月から医療習免除が切れこの事に関心がある。病人が病院へ足を連ばないc問題はアル

コール依存症と栢神か］な膵害者に対して支援出米る人が必要だゥ枠組みの中で行政0継洸活

勁が期待てさるか不安であるが、今の状況では9しこころの，'~アセ 9 ター菰貝の訪問をお願い

したい，

2/9 『歌の会Js地区一神戸の短大教授を招いて。キーポードを持ち込むと苔った0)で、皆さ

ん流行歌と勘違いされていた，堂謡と唱歌を99の底から歌う c 皆さん歌9i]をみながら童心に

帰り、ー・埒でも悲しみを忘れ歌えたと話される，目頭がうるんでいた人もいたと先生から問

き惑勤する，寒さで家に閉じこもり何日も話し相手がなく声を出せなかったと官われる人も

いた。思い切り大声で9"えるなんて楽しく栗しかったと参旗名の声もある，地域に可ち解サ

ない人が初めてふれあいセンターに入り落ち若きもなくかき回すが、ー百二苔話すと聞いて

くれも要は柄ってほしいと言うことで、参加されたことに意装がある。

2/10 シンボシュウム こころ荒かな人づくり運動の「500人委員会』で「窟災を考える・人の

つながり・地域のつなかり」にパネラーとして出席。

窟災ポランティアから池域ポラ 9ティアにつないで行く時期がきている。震災ボ弓ンティ

アとして活動した仲間と新しい出会いを大切にしたい。活動は聴き役なので、思いを言える

場所を与えられるとついつい熱が入も発進する機会に感謝。

質問車項『眠場の中でどの様に思われいますか？j

週末とか有9合休暇を利用しての活動だが、冷たい目で見られる。これがいちばん辛い。あ

る時も有給休暇を取って活動しているのに労務管理者（人車課）へ勤務中にボラ 9ティア活

動していると通報され、後日呼び出しを受けたC ［活勤していることは新聞紙上で知っているa
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こんな卓があっては相殺されてしまう」何を思って言ったのか、別に人車評価を上げるため

に活助しているのではない。活動する場所があるから活動している。公務員で有る前に一市

民。見返りを求めて活勁など出来ない。自然な気持ちで見守ってほしい諸外国のポランテ

ィア活動を見れば必要か否か分かりきったことだ。

2/11 調査用紙回収作業 プライバシ-Iこ関わるので慎里になり調査に手1切取る。国収率を上

げるように、協力依頼をするが、いやみを言われムカッーとする場面もある。訓査ばかりし

て何になると言われる。多種多様な調査が人りうんざりされる気持ちは分かる。面と向かっ

ていやみをタップリ言われると気分のいいものではない。

Aさん宅iこ罪査訪問に行く。何いこ来た、泥捧が入って表の鍵が掛からなくな 9 ている。泥

棒に即違えられる。分かった後は、鍵を修理してくれ條理代は出す。色々話しているうちに

急に逆~トして~私を売ったのは··ヽ・雑だと口走った後、私たちが保護し：こきていると思った

09か、小さな鋏のうしをグ yと腹に突きつける。一脱しまったと後ろに下がる。怖さと恐怖で

身窟いする，どの様に対応してよいか分からずその場を後にする。以前から関わっていた老

人1生病呆征の人である。

今日も色々な人と出会い漁声を浴びたり、感謝されたり気持ちが謡れ勁く。

r-言コメント」後日 Kさんの事を社会資源に連絡する n その時すぐ誓察に連絡しなかったのか

と官われる。

ボランティアの立場で老人を保護するような串は出来なかった。冷静1こ考えると、何回も問賄

を起こしている人だ。目分さえ良かったらいいのではない、車故が起きてからでは遅すぎる。目

分が遣遇して1也人の気持ちが理解cきた。

2/f2 自治会役員が活勁文援：こ対して気を使われ、今後の接し方に迷え 9!i問すると最大限の持

てなしをされ、断れば機槌が悪いこ共依存に99らないことだ。

2/93 r［地区ー~戸別訪I批ふれあいセンターの頭ぶれ：ま相変わらず同じ99である。

県8沙J実熊調査脱明会に出席する。難し（説明されるが整理すると難しくない。 90人体制で

一斉に入ることにする。盟査期間中気苦労が耐えないだろう，ここ最近餃れ気味だが調点酉

がもらえることはありがたい。

2/" 『声の郵便局』 仮股住宅支援会諧9こ届いた名古屋市立植田南小学校の手紙を30通孜か

り、各仮股住宅のお年寄りに配る。今後の展開が楽しみだ。橋渡し役として育てていきたい n

r ~ ~ • • • • ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~・~ ~ ~ ~・雪· ~ ・ ~ ~ ~ ~ •~ ・ 9・ • ~’ 
『一言コメント』文通から3回にも及ぶ肪問交流が実現した。当初は考えられなか9 た事だった。

『ふれあい姫路』で世代間1交流ができ、独り消らし老人に喜びと希望を埓えてくれた。

2/16 寝不足で一日中身体がだる＜頭も石のように蒐い。河も手につかない状態だが、仕出が終

わった後、自然と仮股に足が向くロポランテ 9アホ ＇Iックに陥っている。目＇見症状があるう

ちはしヽし＼が~・~ ~ ~・？

実態醐査で初対面の人が｀せきを切ったように99されるn 奥さんが窟災後、うつ病になり
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病院に入院している。長田でケミカルシューズの商売をしていた。地君2日目の押し寄せる火

の王で家塁は全焼した。家内の里が姫路なので当地で民問住宅を借り生活していた。仮設が

でき入居したか明Eの希望か持てず、朝起きて座った状態で、一日中一点を見つめ感惜の変

化がない。病気にならないのが不思譲tら自分のt地でありながら区匪整迎で今は家を建て

ることができない。この一年なにをしたかと苔うと、負方に言っているように「1まやき』「ぼ

やき」の連続であ知これでは沈み放しで生きる望みもおきない。分かっていながら毎日が

19やきである。大の大人が大1立の涙を流しながら9舌されふ手拭いで涙を拭いながら99され

ふ何もできないが傾聴するだけであふまだまだ吐き出しのできていない人がいる。匝9ヽ

垂い荷物を背旦う。

2/17 大阪YWCA市民ボランティア講座 仮設住宅の現状報告と活動上の注窓車項を話す。

大阪でハウステ‘ノボスの担当者とチューリ yプ配布の展終打ち合わせをするc

2/18 『震災ポランティアから学ぶもの』 地元公民館で教菱講座講演C 機会に恵まれ地元で99せ

たことに感砒行政の網の目からもれている人が多くいて、こころの癒しはまだまで時間が

かかると発信する。活動参加を促すが、一人として参加者はなかった。何はともあれ現状を

伝え認液してもらうことだ，

T地区ー／也グループと共同で餅つき。沢山のポランティアと仲良く活動でき久しぶりに活気

に渫ちた一日1こった。

2/19 チューリップ500鉢 ハウステンボスから一足早く呑の訪れが届（。センター前でオラ

ンダの民俗衣装をまとったフラワークイン1こよる贈呈式。仮股に外国人が訪悟1すると伝えて

いたら、数日前から待ち遠しくされ、大変な喜びよう。戸別訪開で、部屋の大きさや暖房は

こ＾の様にしているりか、生活に不便は有りませんか、地戻の様子はと矢99ぎ早に賀問され、被

災者とこころの交流をする。私逹もお士南に民芸品の「99路ゴマJを渡丸蛍物にもなるし，

迎すことも出来ると体験してもらう，こんな素睛らしいプレゼノトを頂き早悠に一•軒一軒手

渡ししていきたい。

2/20 S池区ーに行（と記近はT地区ばかり 19ってこちらに来てくれないと献昧を言われるc 確か

に以前1なS地区によく入っていたが、自治会運営と住民のコミュニティーか軌迫に乗っている

0で活勁拠点をT地区に移してい人時間をさいてS地区も訪問することにする。 2ヶ所をパ

ランス間隔を持って訪問することは難しいc

2/21 S地区ー暖房器具を配付したが、いらないと言われる方から連絡が人る。一寸した言葉で柑

手を偽つけたように話して理解されたが、気をつけなければ「善意の押し売り」になりか

ねない，

役員からふれあいセンターの運営黄に余裕が生じたので3月末までに使い切りたいと相談を

受ける。社会福祉協議会と相談して、手伝う事があれば人的なお手伝いはさせてもらうと伝

える。毎月パランスよく運宮されていたらこのような車にならないが、役貝は暗中模索で-

人歩きできないから、社会福祉協議会の指導と深い関わりを期待したい，
.．．.．.. 

『一曾コメント』ふれあいセンター運営については、住民、行政、地域自冶会、ポランティア等々

の関わりが必婆であると開所当時提案したが、社会福祉協議会が取り上げてくれなかった。今に

なって思え19もう少し強引に中し入ればよかったc

し・・ • ・.. 

-M-



2/22 T地区ー Aさんの関わりに方について1,間と相器する。周9月が受け入れるだけ0余裕かな

ぃし従前地域ならば受け入れられることである。老人性の被害妄想が出て行勤が奇抜で薄気

味が悪いこともあるが、！団囲の人が木気で口論したり、行政が保護に入ったが、中途半端な

桔呆で保護できず辰悪状態だ。ボランティアであっても脅迫を受けることがあれば、堪える

ことなく直ぐ社会資源1こ速絡し鉗談の依頼をするようにとアドパイスを受けるが..…・・ ? 

2/23 東京の保健娼さん 哀灘区で活動していた方が引き上げ前に一度姫i9の仮設住宅を訪問

したいと言われ案内する。 •r•S地区の慇想を求めたが、笑顔が帰ってくるだけで本心は991 ナ

なかった。

住宅内の環壊整備に予算がつき通路の領装上車が始まる c これで「じゃり道』から開放さ

れ、雨がふれ19水たまり、自転車に乗れ19ハンドルを取られて怪我をすることがなくなる。防

犯灯も設窟されるので夜眉lも安心して外出できる。

「声の郵便局，1の反応が早くも出てくる。子ともの手紙に感動して9jぐ返車を菩いたとか、

リハど，）と思って不自由になった手で返車を含いた。返信用封苔に切手まで張ってあり、こ

の心配りにただただ惑激する。

会長緊急入院 T地区ー自治会連宮に日夜ご苦労され、心労がピークに速していた。大

車に至らなかったが、今後の運営が心配である。神戸商船大学体育館の避難所からの知り合

いで引き受け千のない役員を船迪やり引き受けてもらっ／こ経梓もあり心配だ。

子どもたちに f葛11人形）のプレゼントをすふ大人中心の行単が多く子どしたちに向いて

いなかったc 子どもより母親の喜びはたとえようのない喜びであった。入居後子どもを出店

した家族もいる。

訪問しながら声掛けしていくが、声た99聴いて私だと分かってくれだし、地遥な活動がヒ

に見えだした。

2/24 大阪の十八条仮設（淀/II)イベント 1中間二人と参加する。ポランティアの中で臨床

心迎士の肩苔で自分が考案したセルフカウンセリングだと文苦化したものを売り込む人がい

る。これまで団沐として拮み上げたものが一気に崩れそうだ。今日は、イベントだしグルー

プとして専門件を出さないことを活動韮本にしている c 展災当時活勁出来なかった車が卵悪

感として表れている。全く閉口し参ってしまう。ボランティアにポランティ了がいるとはこ

のような車か。 Pり69遠阻地（姫路）から東の遠隔地仮股1こ品醐と詞査に寄せてもらった。こ

こは、県外被災者と首うことと住民が阪神間のII]民と雹うことでまさにアメリカ合衆国池み

で行政対応がパラパラで住民間の連持が希薄だ。

各仮段にはそれぞれの課題が山積していることを視覚で確認でさ有窓義な一日であった。

2/25 今日の参加者は J5名で圧倒されそうだ。仲間のなかにはlln圧柑・持参でー・人ひとり測定しな

がら戸別訪関してくれる看護j覇もいる。初対面であっても血江計という媒体で入りやすいし

子とも同／半の場合も子どもが媒体で話が弾む。それぞれ得慈な分野で難な（ローラ作戦かで

きた。処理できないケースまで掘り起こしそうだ。各人が自己治療力でこころのI拐口にかさ

ぶたをつけている時期に、ポランティ 7が能力以上の活勅で、かさぶたをめくるようなこと

はしたくない，

活勁の中から知り得たものは、外部に発信する車も必要だが・り・・。
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2/26 深夜の調査訪問 仲間の一人が仕挙が忙しく調査が出来ないと SOSの発信。引き受けた

ものは期限までに完了しなければならず、今になって調査が負担になる。資金稼ぎと飛びつ

いたが…···。調査晋には避力がある。プライパシーに関わることなので時間がかかふ身•

いする寒さに震いながら1•1故こんな事と泣き言をいいながら…···。拇査結果が復興計画に反

映されるならと言い聞かせながら・…・・。まだまだ統(,

2/28 仮設住宅支援会議魅力に欠ける会詰が何回か秩いている。何が問顆かつき ltめていか

ないと連格会の存続に危棧感を廃えるロ一部の人の発言と車務迪絡に時間を費やしてしまう。

以酌の活気が態のようだ。参加する窓味と言裁を自問自答しながらの出席が続く。行かなけ

れば行かないで、物忘れしているようで、惜羽収果も出来ない。消化不良のまま参加するこ

とに抵抗感を感じながらの参加，
,、~ ~ ・ ・ ・ ・ ・ ・・し・・ ·…~·ヽ·會~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ •~ •••~ ~ ~ ~ ~ ~ •~ • ・ ~ ~ ・ ~ ~ ~... ~ ~• ~ ~ ~ ~ ~ ••~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~• ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ •••~ ~ ~……~ " ~ ~ 

『一言コメント』理想的な話についていけない。日々活動して、今現場で起きている事にどう対 i 
応すぺきか、現実憫題を如何に解決するかが大車。こころの支援は、物心両面の活動であり社会

運勁に9ll染まない。

2/29 全国社会梱祉協漉会の活動助成短申諧車務に取りかかる。思った以上に手問がかかる，

日中は寝不足で身体がだるい。夕方になると頭が冴えてくる。まるでコマーノャ｝9の5時か

ら男だC 年度末で1ナ享も忙し（、ボランティアの車務処理も多くお手」：げ状態。風邪も弓lか

ずよく頑張っていると自分を展めてやりたいc

3/3 雛祭り T地区一播魁栄掟士会と共同でを実施。イベント内容は海老、穴子入りちらし寿

司、おはき、はまくり入りすまし汁、おかず等々℃'eれま℃で一香ぬ妾華1阪である。ハザー

とハーモニカ演奏と盛り沢山の出し物で子とも）も大人も楽しい一日だった。一番喜んだのは

ほかならぬボランティア。余りの美味しさに何回も持ち備りされる方がいた（過食症の疑い）。

ふれあいが大切だと毎回言っているが、大きな鍋を持参して持ちかえる人が多い今回は致

且的に余裕があったので、食ぺ終わった後の持ち帰りは大目に見たが毎匝l抵抗がある。厚か

ましいのか、もらい癖がついたのか、本当に困っておられる0か……分からないC もう少し

理性と周囲への思いやりを期待するのは9ムだけではない。住民のなかにもそう思っている人

もいるc

ハーモニカの先生は、初めての1反投訪問で、演泰しながら皆さんの雌を見てびっくりした。

無表情・無関心で黙々と食べるだけで油社を続けるエネルギーがわかず途中で切り上げた。申

し訳ないことをしにポランティアの皆さんのご苦労がよく分かったと逆に檄励を受けるc

初参加の人の9足え方は、新鮮で惰性に流れている私造に索睛らしいプレゼノトを滞いて帰 9

てくれるc 感謝、感謝です。

3/4 S地区一 T さんと面接する。隣人の動向が気になると・~…いましばらく様子を見たい。

パンジーの鉢槌えを200鉢以ヒ持ちこみ配布するc

ボラセン会議に出席するが、回を重ねる毎に魅力がなくなる。当初は情報交換の場所であ

ったが、今は自治会運営1こ批判したり、評価したり果ては個人的な中傷まで及んでくると1可

のための会議か疑間に思うコ住宅内の自冶を無視する発言とか、それだけ6J関わりを持って
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いるのかと問いかけたくなる。ボランティアが関われる範囲を知り、自立の妨げは厳に慎ま

なければならない3 住民による住民自治を表大限尊重し、その上の支援であればよい。ポラ

ンティアがたまに気ままに活勁し表陪部分だけをみ、一部の話を聞き、それを全体意l句とし

て捉えることに問翡がある。魅力がなければ出席しなければよいが｀自治会支援は、諸問迫

を抱え日々難借する車がありすぎる。

住宅実態調査の最終日、回収平も上がり概ね l00％に近いっ住民から篤声を浴び、深夜の

訪問に不密者に間逹われたり、散しい寒さに耐えよく頑張った。皆良くやった。各人が詢査

から知りえた情奇9は、各人のコンビューターに記憶させ、今後も密度の高い活助を展開した

し、0

3/5 イベント続き 仲間からイヘントばかりして本米0戸別訪問がお留守になっていないかと

クレームかつく。しかし、イベントをする事で、エネルギーの有る方と無い方を見分けられ、

出てこれない方を直点的｛こ戸別訪問する，それとボランティアの顔を知ってもらうことも必

悲通常活動日にふれあいセンターヘi9勤挨拶に行くと今日は何をしてくれると、母ねる住

民もいていまだに手の上1こ物を乗せるのが、ボランティアと思う人もいる。そんな車もあり

イペントにウエートをおいていたが、今後は本来の活動に戻りたい，

活勁後のふりかえりをふれあいセンター内でしているが、住民がいて深まり 0ある話し合

いが出来ない。空き部屋を調達しふりかえりの場所にしたい。

3/6 『災害とこころ』シンポシュウム精神病院協会七i批基甑請演で震災後の『こころ99

r ・ ・ • ・ ・ • ・ •· 

ヶ刃ボランティアの素人集団に何が出来るかと最初は冷やかな目で見られていたが、よう

や（市民権を得たようであると報告されふ索人は索｝、のよさで、 9舌を問いてあげる車の大

切さを何回もミーティ／ダで数えられ、活動後のふりかえりで仲間の活勁を評価し、翌い荷

物を分担し仲聞で苦しみを分かち合う亭の大切さを再認識する。今後も索人のよさを品大，'，

に生かして、物心両面の支援して行きたい。

「一言コメント』 ポランティア活動の某本は、言われたらしないc 言われないからする。これが

自立につながる。後ろに手をやって見守るc 住宅内で起きている諸問題は、地窟で起きた内容は

少なくなっている。いま起きている閾題は以前からda問返であり、社会楕浩上、超高齢化社会で

起忘る由来車を体験しているのがポランティアである。

3/7 この頃ファックスが大呈に入り、ファックスに11iiり同される車がしば Lばで、機械的に勘

かされてしまう。活動を選択しなければ無哩の上に無瑶かたたって身体もこころも燃え尽き

てしまう。予定がなければ情報を得るために動く e 動くから出会いがある。あるから励く。

悪蘭環である。

T地区の役員から悩みや行串について相談を受げる。仁1をする訳でもないが1こだただ話を聞

くだけだ。指示も探索も推測もしない。誰にもはなし出来ず耐えられている姿を見て辛い立

場を理梓する。私たちポランティアは常にふれあいセンターを支えている役負の黒子・的支援

者，」

市内の小規模団地でふれあいセンターの無い2ケ所R仮股住宅空き部屋が利用できるように
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なる。やっとd咋思いで交渉が成立する。これからは住民の憩いの場所として利用してもらい

たい。後は、運営費の捻出方法か問題。

3/8 ワークショップ精神衛生支援団体参加者と活動内容に大幅な達いがある。参加するに

はしたが、逆にストレスがたまってしまう。こ 0時期になると活勁の為に参加するのではな

（、知猷を得るために参加される方がいて違和感を感じる場所もある。つぶれてしまいそう

だ，

3/9 イベントでこころと身体をほぐす『 9もかぼか体操Jをニケ所の仮設住宅ですふ指導者は、

索賭らしいキャラクターの持ち主で、自然自然0内に身体を動かし汗をかき、消々しいここ

ろと身体に再生してくれた。

3/11 S地区ー自冶会長が以前から体調の不調（ストレス）を訴えられていたがピークに逹する。

'~ ~雪· ・ ・ ~ ~•· 

身（本を壊しなから自治会運営され、忍び難い忠いをしていたが、自分の判断で高砂の公宮t屯
宅へ転居されることになる。役員をされていなかったら、もう少し（虹設におられる人であっ

た（二次被害者）。この場所から退去したい一心て引っ越しされるようだ。

『一言コメント」公宮住宅の空き部屋に入居された。復興住宅は同じ体験をした者同志で、入居

も同し時期でコミニニティーの構築も築きやすいが？空き部屋に入居された方はSOSを発信す

る。仲間に入りにくい・入れない・よそ者と弾別される。月—g肝足度の頻度で冤話をするとこんな

言葉が返ってくる。空き部屋暮集には開題があるよと皆さんに伝えたい」

3/12 ホームヘルパーの派造要諸がある。住民に行政サーピスの惜柑か届（ようになった柾拠だ

と思う。

3/13 最後まで残っていた住宅で浦装T車が始まる。年度宋工事でやっと環壊整備が整うc

姫路駅前に l9戸0仮設が建っているが、都心の谷開でもないが周朗の人達で知らない方か

いる。 ',1便性の良い場所で、応坑者が多く 39倍の申込みの中から入られた方。それでも辞退

された方もいて、後日再菩集で入居された方もいる。近くでありながら戸数も少なく忘れら

れた存在。ここだけでなく市内4ヶ所に仮設住宅があることを知らない印民が多数いる。市民

の無関心しさを嘆く前に、何か知らす方法はないか考えなければならないc

3/14 朝日新聞『復興文ットワータ」 111に記載するとインタピューを受けるが、有名な人ばかり

で気後れする。記者は感性の優れた方で、すっかり戟せられてしまっ c 「今この時』の気待ち

を率直に伝えるが、戟った後の反応が心配。

すたーと長刃ポランテ 9 アから情報誌配付依頼があり快（引き受ける。月二回の発1予で戸

別訪問しながら手渡しする。手渡しする車で密度の涅い活勅が出来ると思う。
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~. ~ ~ ~ ~..~ ~..~ ・ -1 

『一言コメント1姫路には長出区出身者が3D％以上入居されている。お年寄りにも分かりやすい

ように字1本が大きく毎回喜んでいただ（。当初は長田区出身者だけだったが、何故配付してくれ

ないのかと婚しいタレームがつき、全戸配付に切り換える。何回か姫路の現状を発信させて頂い

たこともある。
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3/16 T地区の了どもを連れて病院へ行く。やっとの思いで今日の日になる。親が心配しているの

かしてないのか迎解に苦しむが、医者に見てもらうことが先決。関わり方は、専門家の指導

を仰ぎなから関わればよい。

FM放送の笛話インタビューを受げも始めてのことで緊張してしまう。

3/17 南京宝すだれ 大阪からボランティアを招いてS・T地区のニケ所でイヽ／卜をする。大

阪近郊のゲループといっても堺'和歌山力心灼3参加ポ’ンチイアも居ふ西の遠隅地へ足を

遥んで頂き仮設住民に一時の深しさ全与えてもらった。

3/98 活動が惰付なのか、住民ニーズの把握が出来ないのか、物亭を冷静1こ受け取れるようにな

った0か、距離を取れるのか、何が原因なのか燃えるものがない。活動に冷たくなった0か、

撤退時期か近いのか、迷う亭がしばしばある。冷静1こ受け止め活動進路を見極めたい。

自治会浬営が順991こいっていると思っていたS地区も表面］上たけで内部は問題を抱えてい

ふ関わっていない人が、生活に余裕が生じると、有り余るエネルギーを運営に対してd)不

渦不滞をポラノティアに投げかけん積極的に参Ill]出来ないが、何か苔いたい人tふ肯定も

否定も出来ないのがボランティアの辛さ，~・方の味方をすればパランスが崩れ、つぎの展開

に支阻が生じる。その車実を閾（ことで不平不満の捌↓れコ1こなればよい。

ふれあい喫茶開店準備 S地区ー自治会がセンター内で取りかかる。センター運営に対

する柑極的な展問がスタートすふ自立の妨げにならないように手を後ろに組んで見ること

にすふ相談されたときは相談に応じ、一歩引いた支援が必要だ。

住民票が姫路市にないと悼岩名に対する支9合支援の方法が取れない制度があり、早（行政

間の調整をお願いしたい U

rー言コメント』全盲者で杖が欲しいが、姫路市に住民票がないので支給出来ないと冷たい回答。

貿ったら 4~5干円で済むが、金銭で片づく問題でない。強和こ申込み協会から支援していただ

し＼く。

3/20 T地区ー役貝から目治会土催の健康ランドに誘われる。団体に対しての支援要誼であれば喜

んで仲間に呼びかけ参加者を菩るが、仙人的な誘いなので断る，ダループ活勤こ位l人活歎の

逹いをハ yキ＇)しておく。アルコール好きな方と個人面接をする。センターにピール瓶を持

参してぐちぐちと同囲ヽうここ、自分のことを話される，因囲に浴け込みたいが、溶け込めな

い自分に苛立ち、捌け口をポランティ Tに求めている。

1地区で年度末にな，）退去が急速に進んでいるので入居製査をする，この時期でも入居する

人がいる。入退居が交差する中で、築きヒげたコミュニティーか下り坂を加速をつけで糾壊

してい（，

「ふれあい文通』をしている Bさん、子ともの文通が楽Lくて楽しくて堪らないと話される。

まだ見ぬUさんの想像囲とか自分の晒を描いて送って（れたり、歌のテープを送ってくれた

りで返串を苔いたり、便りの来るのが待ち逮しい。恋文を見せるように見せてくれ人「愛の

キューピッけ虹と官ってしっかりと手を握られる。独り程らしで子・どもがいない、初めて

孫ができ本当に悟しい。明日に気持ちがつなげ、生活にメリハリがついたと言われる。「声の
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郵便局jがこのような形で評価され、とてもうれしい。

S地区ー主人が了ルコールとシンナーによる後遣症が出ているのか、飼い犬を叩きつけたぶ

鼻に煙草の火をつけたりして普通では考えられない行勁がある。幻笈症状も出てきている。

病院に行きたいが、医探賓がないと相談を受けん社会資源につなぎ相荻に同席する。

3/23 こころのケアワークショップ活動仲間ということで身内感覚でリラ y クスできた。

色々なワークノョ 9プに参加した経験があるが、今日のワー9は忘れられない。楽しさ叫μ

からエネルギーが湧いてくる。

’~ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ~~ ~ ~ ~ ~~ 

rー言コメント』基調講演Ii「心のケアとポランティア」冊子として朝日新聞阜生文化車業団から

i 出ている。
i．.・·．~· ~ ＂ ~ • ＂~~ ~ ~ • ~ ・.」

3/24 ポラ 9ティアが自主的に活動して、育っていくのが日増しに見えてくる。言われてからす

るのでなく積極的な発言と行勘が見えてくる。

9 ~·~~ • • • 

活動中に携魯霜話がなり耳を傾けると、以前から訪問していた人で近々に市内の公営住宅

へ転居するので一言挨拶したい0で立ち寄ってと言われる。東灘区で被災され、最愛の末子

を亡（され、今も両親共身1本の不関を訴えられている，自宅再錯し染滋に備ったら子ども0

専を思い出すから姫路に残る。退去できることを報告したか 9 た。支探に感謝したいと丁寧

な百葉を頂き恐縮する。活勤意装を感しる一時だ。いつの日か心の1•が癒され神戸に帰 9 て

ほしい。帰られたときが真のこころの復圏か？。出来るたけ今後も市内に定住された方には

電話でもいいからつながりを特って行きたいC ボランティアとして、弓lっ越しが進むとなん

トもいえない気持ちに節る。月9lれ卜印こならないといけない。

1地区で役員改選があり投繋者はたったの 10数名だった，再選されたが住民の無関心さが

目につく。自治会支援には限界がある。

「一言コメント」退去後の支援について考濾する時期に差しかかっている。

3/26 県こころのケアセンター 休暇を取って大阪の仲間と訪問すふ何時も活動にいき拮9

ったら相談できる K先生（桔神科医J9こアドパイスを受ける。面接を受けるだけで問題柑決

できる、抱椀力と不思滋な魅力がある。過去に伍J固も竃話相談にも応じて頂いている。ここ

まで活動できたのは当セソターの支援のお蔭1兵ポランティア仲間のあつれきについて相淡

に乗っていただ（ c 行（ときは俯き加減、帰りは胸を張って暗々と19れる。

育年会識所で［登災ポラノティアから学んでいること・地域に根づくボランティアjと罰

して瞑滅する。風化とか温度埜という以9冠の問題が浮き彫りになふ城下町特有の保守的な

思想…・I寸単位では活劾できるが個人レペルでは動けない体賀が見えてくる。地灌な奉仕活

動が展問出来るか・・・?

r一言コメント」後方支援の多さか、団体の活プ」につながる。恨んだとき・苦しんだとき・迷った

ときは仲間に発信し相i炎しながら目分の力で解決していく u 鐙話が掛かってくることもあり、思

いを共有する。たらいまわししている間に、問難が自然に紹決するようだ。ネットワークの素睛

らしさを味わう。
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3/29 全国YWCA関係の中，高学校のボランティア部瀬問の祝察団に、被災地の現状と地牧型仮

骰住宅を案内する。起きている問題と課題を発信するc

3/30 ポランティア親睦会 常l埓活動しでいる仲間 (14名）が果い活勁の悩み、思い、家族の

こと、自分のこと等々を時間を忘れて話し込む。気がつくと、 3時間も経過していた，ー年前

は何の繋がりもない者が、新しい出会いでここまで活勤出米たことに感謝したい，

3/31 ふれあい訪問 植田南小学校の子どもたちが、春休みを利用しての訪問であるn 大阪，神

戸曹姫路と一日でふれあいするのは峙間的に賦迎か生じるが、そこは子どもで元気にこなし

ていく。車と食車の手配をして市内3ヶ所の仮設住宅を案内すふーケ所当たり 20分前後で

は、ゅっくり話し込むところまではいかなかったが、互いに文通相手の頻合わせができ初匝l

としては上々である。新6年生で今後はホ業までの深まりあるふれあいを期待するとともに出

来る1限りの協力をする。その中から何かを見つけてほしい。人によって沓くことが負担な人

もいる3 ポランティアは黒子に徹した支援で、あくまで主体は被災者で脇役は子どもたちだ，

一年の歩みを温かく見守っていきたい，何時かは、ゅっくりとふれあいセンターで一泊して

ふれあいが出米ることを願う。

活勁／中間が4月から育年海外脇力隊に参加するので入阪で送別会をする。赴任地はマレーシ

ァーで長年の念願が叶っての参加であり成果を期待したい。

S地区・^ Cさんが、ポランティアが無祝 Cて訪l笥せずに、素通りすると涙なからに言われる，

限られた人歎と時間内で活動するには、自ずと l'，界かある。自立している人は訪問を飛ばす

場合がある，活動の限界を知らされる。ポランテノアが住民全員に網に社11ナるだけの力もな

くふるいにかけて必要な方に必要な活動をしていた。エネルギッシュな方から言われると本

当に込ってしまう。力の限界を感じさピられる，住宅内の全世開をカパーする事は物耶的に

不可能

一人若らしのお年寄りが、引っ越し準備をしている。一人で蓉らしたいが、元気な間に子

どもが一念名に住もうと言うので息子0ザ所へ行く車になった。気乗りしないc 息子夫婦と同居

した経験がなく色々と考えると眠れない， トラプルと思うが互いに一歩引いて生活する事に

する。自分に営~い聞かせながら辛い胸のうちを明かされる。今の世情だと＿●-言で片づけられ

ない要因がある。
" ~ ~ ~ • ? 

「一言コメント」引っ越しされたが一週間もたなかった。弓lっ越し日に嫁が顔もあわさない内に

実家に帰り滞在中は、 J●ってこないと言う。自分の事で夫婦伸を割くことになると思い、仮設9こ

Uターンする。仮設を返却していなかったのが不幸中の寺い。

＂ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~．．．~一

•/1 T地区ーヘルバー派遣要硝が日増しに1曽える。長期の仮設生活でもう限界とポランティアに

SOSを発信している。日常活動は無迪なので社会沼源1こ派酒依頼する。迅速に事務処迎して

くれる。

またまたヘルパーの派遣要麒社会資源の有効利用か、お年寄りの張り詰めた気持が限界

に達し自立出来ないと SOSの発信か.s地区・-―9人蓉らし老人が 12世帯で重点的な訪制が必

要だu
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自治会浬営のふれあい喫茶がオープンし顧諜な滑り出しである，住民惹思で開店に結び付

けたことに意義がある。ゲループとして心19かりの盛り花をする。元気な人はセンターに寄

って食ぺればよし、エネルギーのない方は、ボランティアが戸別訪問でカパーすれはよしnE 

治会が一人歩ま始めた車が一番第しいことである 3 オープンする車に対して、色々と言う人

も少なくないe この辺が心陀材科であると共に活勤場所である。

T地区の仕民に家庭料理を御馳走になる。活勤に対するささやかな感謝の気持ちと言われる

とむげに断ることが出来ない。●……これもポランティアか？

車務局経豊節減のため、冠話とFAXを同一回線にすが少し混乱するかもしれない。最近

FAXが大蛍に入り情報過剰になる。追択肢を沢山頂（のは婚しいが、選択吊来に（い案件も

ある苦慮する。

4/2 イベント計画仲間から積極的に持ち込まれる。 1中間が企画したものは全面的に引き受け

る。車務局案02イベントを常に快く引き受け協力してくれる。出てくる企画がワンパターン

になり硬直している。 I巾間に果まろうと呼びかけると打すと首われる。一方的な全画案が多

くなっていたが、仲間から出てくる企［国が一呑うれしい0

新聞社の取材を(01回も受ける。記名自身が納得できないと熱心にアプローチしてくる。閉

ロするやら感心するやら複雑な気持ちだ。

T地区ー役員さんが、役員会で決定したことを文章化してほしいと依頼され協力する。役員

人数か少なくなり、役員会の棧能を果していな応住民築会に切り換えると 20数名巣まり枝

極的な発言があった。自治会を解散したことに不平不溢が喧出する。斉任者は対外的な顔と

して会長職に留まり、活動はふれあいセノター運営のみとする。生活上の問題は各人で問題

肝決9こ務めるn 会譲桔果がどんな形になろうとぶランティアがとやかく言える立場ではない。

芦9伍墨宮されるかぎり黒和こ徹して支えていくことが某本。

蒻訳家の若い夫団と話し込む。個性砦かな二人で引きつけられる旭力がある。昨年セン

ターで開いたクリスマス会で稚極的に浩偏を手伝ってくれ強く印象に残っているc 六甲の自

宅マンションは全壊，貸貸マンジョンなら19自然環培が良く空気の美味しい姫路に住み／こし％

しかし、マンノョ 90修復計画が軌道に乗ったので帰ることにする。色々とボう／ティアさ

んにしていただき木当に有り難かった。 99賂への距離感を当初感じていたが、実際は40分で

三ノ宮に行ける距離で便和lな所克姫路は通過点としか考えていなかった。京都まではよく

行ったが、考えてみると京都のほうが姫路より遠い車1こ気ついた……神戸市民の生活面、経

済圏は東である。神戸から999名を見た時、こころの距離感は余りにも遠く感じられ、何か考

えさせられる要因だ。

役員の奥さんが最近イライラして直ぐカッとなる。仕車の見通しもなく桔神的に参 9 てお

られる。自治会03世話を焼いて夫掃／中まで壊れてしまうのか？最近特に落ち着きがない2 人

の世話iましたくなかったと切実な訴え。住民とのトラブルで我慢も限界に達している様子／ふ

T地区一住民がセンターに入るなり気分がすぐれないとテープルに当たり散らす」炭ったり

叩いたりの突然0行勁1こ住民が怯えてしまう 3 何が気に触ったのか、ストレスの邪泊方を考

えてほしいc それとも病気かもしれない。
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r一言コメント』灘区の地域型仮設住宅へ活動に行った時、月1っ越しされた翻訳家を訪問する。

すっかり日常生活に戻り生活再建が始まっている。歓迎を受け楽しい一'寺を過ごす。ポランティ

ア冥利に尽きる。

4/3 1地区一酒を飲んで喧嘩の削えない夫塀が今日も喧嘩の未、玄関ガラスを壊してしまう。修

理代もなく住宅管理している部署へ無理を言ってl直してもらう。アルコールが入ると夫婦と

も見壊がつかず近所も受け入れず孤立している。これまで,1回もバトカーが入り問題処婢し

ているC ポランティ 70閑わりも限界がある。しかし、見拾てることなく関わりを持って行

きたいが……？奥さんは、頻とか首筋9ご品疹が出ている。肝版に降害があり病院を進めるか、

にきぴだと言って一笑ですまされる。

会員通信に今仮設内で起きている『老人性痴呆とアルコール依存症」についてのパンフレ

ットを配付する。問題が深刻化する中で、専門性を問われる時期に入ってきたC パンフレッ

トを送ったからといって告さんが理解出来る訳ではないが一度目を通してもらい、機会を作

り勉強会をしたい。

,/5 花祭りに参加 長田ボランティアグループの招待。ポスター掲示とチラン配付でエネル

ギーを晋やす。 ,1,内仮設には長田区出身者が30数％いるからすぐ大型バスが一杯になると、

たかを（＜ ＂ていたが、参加者が少なくパスを用意してくれるポランティアに申し訳なく思

い参加を呼びかける。削 R9こやっと・・・杯になるc 引き受け時は、参加者の顔を浮かばせなが

ら頑張るが、思うように行かないのが常でイライラする。如何なるイベントも自治会には臼

担をかけないように心掛けている u

4/6 天気はまずまずで、寒さも99ころび絶好の行楽日和である。参加者も 42名で罹げ如仮設内

行事には一度も参加したことない人、神戸に一度も帰ったことがない人、菅原市場の復興状

況を一度見たいと参加された方、街の復興を確かめたいと参加された方、それぞれの思いで

参加された。神戸に近づくと私たちに長田の街を自慢げに説明n 避難所での出来車も過去の

出来車と言われる人もいる。砕間経過と共9こ徐々に癒されていくのだろうか。陣害手9E1級の

人が手を引き、美昧しい所があると強引な食串にお誘い。焼け旦9原になっている住み演れた

街の自悟誌住み慣れた街に一歩踏み入れると、人が変わったように勤かれふこんなに索

時らしい笑頻を見たことがない 9苦労して参加者を房・9たがその苦労も吹っ飛ぶ。招待して

くれた兵庫商会の社長に感謝すると共に被災者の一日も早い恒久住宅への入居を願う。

水軍太鼓を聞き「志気が高楊した」明日の笠みも湧くと感想を伝えてくれる仕民もいらし

た。

ボランティアの残留糾は戸別訪問する。訪問しても何時も装理で5分程相手していた人が、

今日は「一寸上がって明日お花見に菩ていく洋服を見て」と手を引っ張るようにして部屋の

中に入れてくれた」時間を忘れ写真を見せてくれたり、息千さん娘さんの話を始めてしてく

れたと仲間からFAXが入る。戸別訪問を待ってくれる人で、一週間ぶりに話が出来たと婚し

く話される。テレピと独り言を話す享がある。毀方たちの防9りが待ち速しいとー百今日は添

えてもらい、行ってよかったとコメソトが入るn
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4/7 入居調歪 T•S地区一退去者か、長期不在者か、物浬代わりに使っているのか、ガスメー

ター・常気メーター・水道メーター等で確認する。入居者でも光熱費が支払い出来ず停止さ

れでいる世帯もあり、調査しても正確な数字ではない。入居関点は、孤独死を出さない為0

基本的な甜査であり、地造な調査の中から悲●lが起きないようにしたい。

Tさんが、年金が入るまでお金を貸して欲しいと言ってくる。お金を持ち合わせていないと

テ伝えるが、今夜食べる物がないと泣きつかれ1000円だけ貸す。小額でないと互いに気まず

くなるし、 1中間に金践の貸／告は厳禁しているので貸すことには抵抗がある。危機介入と言い

聞かせ貸す。久しぶりだ，

昨E 「花祭叫に参加した人が、感謝の気持ちを伝えたいと食事に誘われる。快く食堂1こ

行く。食車しながら今は障害手帳1級の身だが、昔は情報新聞を発行していた。その関係で県

庁にもよ（出入りしていたJ 当痔の出来車を鮮明に話される。何時も人を啓敬し、人をけな

すような事はけしてしなかった。話しながら元気な時と今をラップさせ、無口な人が目9月を

抑え抑えながら、こみ上げてくる感情を抑え切れず自分の過去を話される。一気に信99関係

が出来上がる。気疲れしたイベントだったが、早速このような形で評価してくれ感激。

4/8 T地区ー役員から祖談したいことがあると宦話が入る。 99日4時頃Aさんがセンター内に入

ってくるなり 1司故自治会を没したと器声を浴ぴせた。怒唱り返したが、気分がすぐれずムシ

ャタシャする。話を聞いてくれと連絡が入り、屁食を取りながら話を闇くっ恩い切り喋り、ス

ッキリしたと言9 て偕っていかれる，心を込めて傾99する事はエネルギーがいる。

イヘントの度に写呉を取ってプレゼントするc 仮設生活の思い出になればと思う気持ちで

ある。今Rもお雛祭りの写真を渡すと大車そうに抱えて感謝される。

芦呂市で仮設仕宅〇撤士作業が始まる，ニュースを只た人が勁揺してい今住毛問題I,．
感に反応されるコ

遠隔地ずランティア（大阪）から霞話が入る。活動上の相談である。目治会とボランティ

アとの関わり方で、会長にいちいち挨拶が必要なのかどうか辱ねられる。了解を取らな（て

も活動できるが、できるだげ穏便に、出来ることなら挨拶くらいはすぺきだと伝える。この

頃各仮設住宅でポランティアと自治会のトラプルが生じている。援護者と要援護者の立楊の

達いを理解して、活動しているのか首を傾9i~たくなる団体もあふ受入れ側の自治会も展災・

避難所当時の活動をいまだに期待している所もある。被災者心理も変化し住民ニーズも咳,,々

と変化している。この車を捉えてないとポランティアがピエロになる。
~ ~ ~ ~ " ~．~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~••~ ・ ~ ~ ・ ・ ・ ・ ・ ~ ~ ~ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ~ ~ ~ ・ ・ ・ ・ ~ ・ ・ ・ ·~· ~ ~ ・ ・ ・ ・ "”~ ~? 

『一言コメント』 自治会運営に難俄しているが何も手伝い出未ない。上流派・反主流派とハッキ

，}区9，;され修復の出来ない伏態に追い込まれている。このままでもよいから一年特ちこたえて。

極論だが、ふれあいセノター開所からコミュニティの問壊が進んだ。ふれあいでなく一部の独占

センターになってしまった。

4/10 T地区ー仮設住宅内に小さな虫が異常発生している、確認してほしいと述絡がある。神戸で

は見かけない虫（ウンカ）だc 巨然珠培の違いで神戸の街中では見られない動物◆植物がい

る。当初はカエルの消き声で表れないと言われていた人も、今は心地よい音色だと言われて
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いふ一年も立つと自然現境に慣れられる。

復剪ネットワークに活動記車が掲載される。余りの反啓9こびっくりする，活勅の励みにな

ると同時に評題も投げかけられた L

早速研修会の依99があったり、姫路へ訪問したいと数団体からアプローチされる。たいし

た車をしていないのに、このように掲戟されると戸惑ってしまう。後は自分の黄任で活動す

るしかなし＼。

4/12 研修会 大阪YWCAで県こころのケアセンターの加藤先生が講師。

研條会の内容は下記の適りである。

①関わりの浪淡の取り方2

②1可処までがポランティア活勤なのか。

③活動後のふりかえりの樗ち方，

④ボ 99ティアの守秘袈務について。

R全体ミィーテノダの取り方についてc

R研修会について。

⑦ボランテノアと自治会との関わり方c

等々活勁している中で出てくる問題点は山ほど出てくんどれを取っても同答出来るものは

ない。各人がそれぞれの思いで鮮決策を捜してほしいc 仮設での止活が一年過ぎ問題が深刻

化している。

生活因窮者からSOSが出て社会音面に繋ぐ、支給決定を受けたとお礼の宵話が入る。つな

ぎをかけただけなの 1こ ""~~c

4/13 し1地区・・久しぷりなので『元気」と言われてしまう。継続活勤しているが、抜けている所

がありこのような言葉が1忌ってくるc ←•嘩千一軒丁寧な訪問が必妾、 [h問先の力から復興住宅

の車を毎日者えていると、成り行きに任すより仕方がないと分かっていても深刻に考えてし

まう,I反設に取り残されないか、この身，.（リュウマチ）で入居出来る所があるかと考えれノ

ば考えるほど追い込まれてしまうと訴えられる」出来る範Ill]で訪l閉して行送たい。

以前から気になっていた人 (70オ女性）と会うなり機関銃のように話しがはじまる。話し

ていることが理99できない。支離滅裂で何を哲っているのか分からない，瑕付きはよいが仮

半に目を貰ますと税つけない。地器後何も旨<f」かないn 何かに取りつかれている。心が締

めつけられる。家族とか近所の話をされるか要碩がえない。近所の人に聞（と徘眉が始まり

痴呆症ではないかと言われる C ポランチ 9アでは関われる問題ではないので、家族につなぐ。

4/14 『手品と紙芝居・歌の会』イベント T地区ヘ・食ぺるイベン;からこころをは（すィ

ヘントに方向転換する時期に巽しかかっていふ今回の参加者は35名で通常より少ない。授

護者と要援護者が一｛本になったイペントで満足感を味わう。芦を出｀すことでス Iレスの発散

ができ、堂話を歌うことで過去の楽しさを思い出し、笑うことで楽しみを思い出す。楽しい

イベントでした。

4/15 サラ金年金生活者がお命を1いどうにも生活山来ないと言われふ利息が法定利息か確

認するが、法定以下でどうにもならない。元本は増えないが、減ることもないC 年金額は二

十万円／2ヶ月で借金返済額1之十五万円で残りの五万円で2ヶ月生活している。生活出来ない
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から、プ［本が瑠えない範囲でまた借りる。この繰り返じで一向に生活が楽にならない。地震

時やけっぱちになり思い切り借金した。今8まで生きておれるのならあんな宰すべきでなか

ったと話されるC チ3 コチョコ生活に困った時にて～三千円貸してと言われていた，つなぎ

と思って貸す車にすふ律俄な方で期日には返 Lて（れる。六十四オだが十才以上老けてみ

える。苦労が絶えないようだ。年金を担保にお金を貸すことは出来ないが貸している人がい

る。

退去後、人居権利を又貸しして家賃を取っている人がいるから、神戸市に確認してくれと

頼まれ実態調査するがその事実はなかった。しかしそれらしい人が入っている、，いろんな●

が起きてくる。

S地区ー一人蓉らし老人が、一ヵ月ぷりに退院される。地渓後へ9レスメーカーを入れた人で、

仮股住宅で倒れ、隣人が異常音を聞きつけ累急入院した人である。平索から肉親以」の付き

合いでまさに危概介入であったc 若しコミュニティーがなく無関心な人であれ19大車に至っ

ていた。隣のいびきが間こえプライバノーかないと不平不涸を言われる人もいるが、こんな

プラス面もある。

子どもの所へ引っ越し予定だが、弓1っ越し日が近づくに連れ蔓蟹になる。今まで気楽に●

らしていたので、同居する率が心配で心配で寝ることも出来なら落ち込みが激しい。食車

の味付9ナ、生活のテンポ、生活避培等々の違いを思うとストレスが溜まり不眠症9こなると涙

ながらに話される。同居がこれほど大変とにりりら孫と一緒に恒久住宅で生活できる楽しさ

より、悲惨な方がおおいとは~

4/16 S地区・女性。家の評体に吹ち会ったが、隣と境界が決まらずついつい大声を出し、疲れて

しまった。糾／オ作業がこの防期まで残っているとはまだまだ／笈1日が紐いている。更地になり

復囲が始まるのは何時の日か？

Eさん真届i目に仕車に行っている。名古屋の子ともたちの訪問時に概った写真を送ってくれ

たと顔をくしゃくしゃにして哀びを伝えてくれる。新しい出会いを作ってくれて有り難いと、

涙を出しなから話されふ離婚して別れた子どもと文通相手とオーパーラップしている。再

会出来ないと分かっていてもお正月にはボチ袋を用意すると寂しく話される。訪問すると1司

時も一時間ほど蒋存する。切り上げようとすると何I寺も寂しいから、もう少し居てと手を引

かれ別れづらい。

4/17 医療費免除切れ 加慄通院の必要な人が、治療費が払えないと病院にいっていない。病魔

に見舞われ日増しに悪化している。ボランティアの北力を嘆きながら、マスコミに訴えてい

たら今ヨの朝刊一面に記載されていた。甘いが赤髭先生の出現を待つ。活動で知りえたも0

を発僣していくのもボランティアの務めと壊れた菩音機のように訴えていたことが形となっ

て表れる。記車になっただけではどうにもならないがり・・・。

公的支援とか公的補償について諸団体から問い合わせがあふ私たちの活動は社会運動に

9ll染まないし、そんなエネルギーもない。牲き込こまれないようにしたいいろんな肝から

tAXが入り、集会等の誘いがある。初心を忘れず地道に活勤していきたいコ

大阪で閲かれる追税講座「人間関係・人問理解について』に毎週一回出ていくことにすふ

当たり前のことが当たり9iiに出来ない世の中で、ポラノティアとして今、何が出来るかふり
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かえりをしたい自分への気づきが出来れば他者に対する気づきも自然に生まれて来ると屈

う。半年間ii苺が終わったあと行くことは並大抵の車ではないが、好きなことは頑張れると

思う。

4/20 T地区 思いで作りの写真を戸別訪尚しながら写して行（。辛い仮設生活で1cjか一つでも忍

い出を記録として残し写呉をプレゼン Iしてきた，イベントに出れない人には出l司いて啜る

ことにすふ被害の大小に関わらず思い出の写哀は残っていない。レンズの中から見える一~

人ひとりの索睛らしい笑碩を見つめなからシャッターを押してい (C6l時出来上がると矢の

催促をされる人もいる u 写頁一枚で繋が1） が止まれてくる。

9 ~ ~ • • • 

ポートアイランド第61反設リサーチ ポートライナーを下り防潮堤の間を抜けると仮設住宅

が建っていたコ品を踏み入れるなりガーンと頭を打たれる思いた。神戸市杓の仮段仕宅は迎

境整備もいき届き何不自山なしの生活と思っていねこの環境では姫路の方がいeら通躇は

未舗装で、頑ぐらいの石ころがごろごろ転んでいる。部屋から出るには落差があり、数段の

19段が必要である。冬になれば吹きっさらしの風が吹き、埃が舞い上がる。蔽しい衷境で言

梧化出来ないU さい¢)河原に住宅が建っていると私には思えた。砂漠の中の街でなく、街の

中の砂淡であら自然環境も廠し（寒暖は身に礼みる。姫99の速隔地を忘れないでと発信し

続けてきたが、これまで §9発信は何だったのかと頭が呉っ白になる。ボーアイと六•アイラ

ンド仮設に空き部屋があったが、姫9名に来たと言った人の気持ちがやっと理沖できた。都心

に出ていくにも便利な場所で、何で人気のない仮設なのか分かった。今曰の課査を今後に生

かしたし¥

lkの仮設住宅を見る、やはり狭い。一人蒋らしでないと生活出来ないっ

生田体育990迎雖所で関わっていた人が入居しているので訪問 9る。弓lっ越し後卸主人が

亡くなり、落ち込まれていたが今はすっかり立ち直り、ーロいちにち元気で過ごせることに

感謝している、と前向きな話が聴げる。久しぶりの再会で話に花が咲く c 転居先まで訪問し

て関わりを持てればいいが、活動には目ずと限界があるし個人支援になって行くので特別な

率消がないかぎ叫関わりを持てない，

自転車事故 C地区の住民か自転車で肖い物に行（途中にお年寄りと接触して9E倒させ

てしまったc 対応方法が分からないから相談1こ乗ってと連絡が入る。単実関係を確かめた後、

相手方に詫ぴを入れたいか何も分からない所で一人で行けない、代迎で行ってほしいと凍9ま

れ出向く。少しの打撲で大事に至っていなかった，心配りが漉しい気にしないでと相手から

苔われーー女心する c 仮設住宅にいると屑身の狭い阻いをして相手先に出向いてい（気持ちに

なれず申し訳なかったと1惑乱tされる。仮設で主人を亡くされ、落ち込みが激しかったがやっ

と立ち直り 9;気配があるc その中での専故で対応が分からなかったc 何でもない様なことで

も、物功を敏黙に受け取り追い込まれて行く。相手の立場に立って「もの』作業をして行き

たいc 『蛍方との出会いがないと今日まで生きてこれなかった」と最大限の言梨を頂（。仮設

内の生活が以前と比歎して、しに（い。各人の生活がそれなりに安定し、余裕が出来ると刷

囲が見渡せるようになり、人の噂と悪口が仕宅内を走り回る，挙げ句’”札ては昔めが始まる。

前li9lきな話か見えず辛いと話される。
~ ~ ~ ~ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ~~ ・ ~ ・ ・ ・ ・ ・ ~ ・ ・ ~ ・ ・ ・ ・ ~ •』·・ ~ ~ ・ ・ ・ ・ ▼ヽ ・ ~ ~ ・ ・ ・ ~ ・ ・ i 

『一言コメント』

も問姐があるが

生ゴミを1也人の洗泄桃の上に腹いたりする嫌がらせがあふ被害を受ける方に

・・・・。笞察署名で誓告害を掲示する。

~ • • • • ·”•~ 
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4/21 ポランティアの真価を問われる時期 T地区の男性が仕単もなくぶらぷらしているc

もうすぐ失業保険が切れ食ぺていけないので誓備会社に行（と寄って来ふぷらぶらしてい

た時とは人途いするほど顔だちが変わっている。引き締まった顔、自信に満ちた麟、索敵な

笑顔、仕事につける様になると人まで変わる。仕車に行って少しずつ貯金し引 9 越しに備え

たい。こんな素敵な顔を見たことがなかった。

大柄な男性が、部屈を開けっ放し、テレビ、ステレオをボリュームー杯に上げうるさくさ

れる。それと深夜に酒を飲んて壁を叩いたり、しこを踏むと苦情が出ている。普通に歩いて

も体甫があるので、仮設では音がして同0)に迷惑をかけふ四六時中騒音を出し周囲の者が

迷惑し、これが原因で弓1っ越しされた人もいる。社会適応のない人で、経済的にも緊迫し、内

服疾患もある。他者は大きな身体をしてぶらぷらしている怠け者と言っているがそれなり0

，，因がある。体国が国復するまで社会資涵につなぎ、身体か固復したら仕事に就くと言われ

ている，温かく見守っていきたい。部屋に入ると飲みたい酒もキ抱して瓶に目盛りをつけセ

イプしていふ自分の生活iすしっかり見つめている L

それ以後もトラプルが99えず、体調も回復し神戸に仕車を求め出て行かれる， 9lI染めない

人、受け入れられない人様々であるコ共生の時代とは・・…わからない。

早（神戸に帰りたいと口癖に言われる人が、ポランティアに対して不満を話されるc ~ ・" 

ポ99 ティアが、自治会の足を弓 1 っ張るような車を言っている、上から見~卜ろしている。同

し目9りで活動していな応物さえ与えたら喜んでいると錯党しているボランティアがいる。

恵んでやっていると横柄な態度に閉口するC 言われで見ると心当たりのグルーフもいる。活

勁内容は住民ニーズに対応して変化する必要があり、同じパターンの繰り返しでは成長が望

めないc 私たちダループにも言い聞かせながら反省材科1こしたい。仮設の変化に対応し、活

動内容を変化させることはエ文ルギーがいる。

80オのお祖父さんが、要方たちの活勁に常々感謝している。どんな気持ちで活動されてい

るのか月1っ越しする前に、一度話を開きたかったと引き止められる。誰の為にもしていない、

自分の為に活動している。地震を体験していない私たちに出来ることは是くらいしかない，

自然に身体が動いてくるc 是が基本的な姿剪ですと伝える。理解できない、理解しに（いと

言われながらも、仮股でお世話になったことは一生忘れることはない。思い出を（可時までも

持ち椛けたいと▲…感甜を忘れませんと丁寧な言葉をいただき恐縮する。

T地区 L)さん（女性）と話すことが出来た。定拇1的に訪問していたが、やっと水面下から

市が聞こえてきなやっと報われた、やっと声を貨えでくれたと飛び跳ねたいぐらい速しい。

（こころ閉ざされた人）玄関先の立ち話であるが・…・・紅茶まで人れてくれたc 閉ざされた気持

ちが急転直下これ 1ぇどまでこころを明かれるとは、··~·~永い問加釘下でもがいておられたが、

通を上げてこられた（婚しい一瞬である）。親から「人に迷惑かけるような生活をするな!と

首われて生きてきたが~いい•こんなに私のことを心配してくれ有り難い。人と避けて生活して

いた。ここを辿去したときは、私もボランティアをしてお返ししたいと話されるc

ふれあいセンターで拾 9た一言 これまで神戸に帰りたい、帰りたいと思って月一回は併

っていたが、今に帰ることが苦痛である。帰れる見込みがないと思うと帰りた（ない。意外

なこと 1まである。月日の経過と共に気持ちの変化が生じ大きなうねりが生じているc 慌てず
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ユックリ見守りたい。

隙人が据除する時、筒先を何固も壁に当て媒がらせをする。隣の人をその手で追い出したr

私は出て行く所がない。辛抱するにも国界があるc 一度怒嗚りにiわた後は、哲くのあいだ

静かにしてくれていた。相手は神経質そうな女性で戸別訪問した時かまってくれるなぁと旨

われたことが一度ある（トラプルに巻き込まれたくないが、双方の話を蘭き、何とかしたい）

今口1之色々な車があったc 元気づ9ナられたり、解決出来ないこともあった。 1.9廻解決する

のではなく、自分たちが出来ること、自分たちの出来ることだけと思えば洞の荷が軽くなり、

気持ちも炎だ。

4/22 大阪のスタッフ会話に出席する C 専門家に話すだけで気持ちのもやもやか吹っ飛んでしま

う。ネ思議な包容力である。仕車が終わった後、出向いていく魅力はそんなところかなぁ…

…それだけに無症をしがちになるので健衷管速には気をつけなければならない。

4/23 『裳災後のPTSDとボランディア活動について』 県こころのケアセンター0加藤先

生を招き勉強会をするじ活動も—年経過し、それぞれがそれぞれの課題を持って活勁してい

るが、今一度立ち止まって活勅を見直す必要があり今日の日になる，各人の悩み・今後の活

動について哀剣に話し合う c 結流的には、自分に過信せず、自分の出来る範囲で気長1こボチ

ポチやっていくことだとi各ちつく。燃えぶきないようにしたい。

S地区ー以前近所の人が食べるものがないとお金を借りに米ね l析ろうとしたが愉かったの

で貸した。返してくれないと忍っていたが、先日返してくれたc -』9でも人を疑い悪いこと

をしたと垣話が入る。いしめられていると殺繁に毎話を掛けて来る人であるが何か変化か生

じている（これ以後苛められていると寝きの芍話は掛かってこなくなる）

4/24 『自立について』 9枠続罪宜を仕民にお暉いする。対象者か409てであったが、数19f弓，っ

越しされでいるc

水俣病の公害 1こ携わ~った谷舒ーさんの勉弥会に出席。

これを桟全に活動をふりかえる。

①自分がつふれない活動をすか自分を大切にする。

②被災者との距割をとの様に取っていくか、つかず離れず親密感を取っていく r

距離感の取り方は各人の力坦で様々。

R親密9こなりすぎると自立を妨げる，

いるのかいないのか分からない様な存在でいい（空気の様な存在）

④そこに居ると言うことだけでよい。

存在感が強すぎると自立を妨げる。

自立支授とは難しい。活動の中から、各人のスタイルを見つけ出さなければならない。活

動にはマニュアルがないU ないところに不思様な魅力が存在する。継統調査を住民にお訓い

する。

4/26 事例研修会 ポラノティア／ンポジュウムの店例を参加者に1東ってもら芦プライパン一

に関わることなので慎痘に取り扱う串にする。

活動9時の中で、在宅で老人性痴呆に関わっている人への閥わり方についての報告が心に

残る。その人に関わるのではなく、家族の苦労を聞かせていただき、看1出疲れの辛さ、誰に
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も言えない悩みを囲かせていただくと首うことではないかと話されたc 活動の中から出てき

た言業には重みがある。若い人の中で活動にのめりこんでしまう人がいるコ僕が一牛このお

はあちゃんの面●1を見ると言っている若者がいる。惜熱は貿うが..彼の将来はどうなるの

か••••••C グループワークの中で、のめり込まないように訪問メ 9 ペーを変える車も必要であ

る。被災者との距離感を持つことも大切．．．．？活動を見極めるコーディネーターが必要で質

を問われる。色々と考えさせられる問題が出てくふ活勤を引き上げる産気も必嬰広活動

するときよりも撤退するときが大切なんだろう。

関学A教授が、姫路ロータリーに活勤助成をお勁いしたらバッタアップしてやるの口車に

乗って、時間を割いて企画言を提出した。しかし、なしのつふしで大／ョック c 自分たちで

苦労して開拓しないかぎり道は開かない。活動助成余申梢には相手を確かめてないと骨折り

損になるc

4/27 世間は速体に入り浮かれているが、 1滋設住宅内は別世界。 I±車も休めず行楽に行（人も少

認

4/28 筑波大学院生謂査 ・人春らしの寂しさからか話に化が咲いて開放させてくれないc -

人で食車すると英昧しくない、是非一緒9こと話われ訪問する人ごとに時即を晋やし思ったよ

うに岡査が進まないc

室内楽コンサート S地区ー宜話~唱歌を声を出して歌う。久しぶりに声を出して歌えた。

昔を思い出し涙が出た。 35名も委加して大成功。アマ・チュアパンドの皆さんも何かしたいと

思いながら機会に忠まれなかった。こんな索哨らしい機会を作デてくれ感謝するとポラ 9テ

ィアR伍さんからも有り蝦い官葉を頂（じ活勁場所じ9ないボラノティアを棚り起こす専も索

敵な活動u 袢戸OA団体からT地区で百匹の程を泳がせないかと誘われる。素賭らしい事だ

が時間的に無理があり断ふ 2ヶ面のふれあいセンターには竿を建てて泳かすことにする。設

営していたらどなたかが手伝ってくれるc 険から聞くと県民局長だった口ありがとうござい

ました。

4/30 大学読生謂査表回収と戸別訪問閏き取り調査 自治会活動に対する不満が（すぷって

いる。表面上はうまく行っているように見えるが、それぞれ0思いをボラ／ティアに吐いて

くる。はけ口を求め、ストレスが解消されるのであれ1まと聞き役に回る．，

調査のお伴も4日間となれば疲労もピーク。こちらの担いで動くことは出来ず、朝早くから

夜遅（まで付き合うと身体もこころも芯から疲れてしまう。・・・・・信が凝ったのか隕茎か腫れ

上がり、 2-3日世が痛い。家内もストレスがたまっている。

割方の雨と鯉のぼりの貢みで竿が折れるC ポールの準憐が出来次第再度詠がすことにする。

元気よく大空高く泳ぐことで住民のこころが少しでも和らいだらと再度準備に取りかかる。

5/1 電話相談も多種多様 SI9区ー住民から住民間のトラフルに在き込まれると篭話が入る。

昨日神戸へ出掛けようと表に出ると性さんが、草引きされていた。出ていくことが出来ず取

り止めて草引きをする（早く知らしてほしい、連絡してほしい）箪引きした跡、我が家の前

に1しを柏えるが、これも気にいらないと言われ引き抜いてしまった。大人げない車をしたが、

感惜的に懃いてしまったc この車が迄を引かなければよいがと心配され相談される。積極的

に傾聴するコ自宅再建されているので今しばらくR辛抱。辛抱する車と自我を出来るだけ出
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さないように目ク）に言い段1かせると君話を切られるc

5/3 連休 家にゴロゴロして身を持て余している人が目につく。休みで行き場所がないと、ア

ルコール依存症の人が、ピールを 9，パ飲みしていふ誓備会社に行っているが、こんな状

態では使うにも限界だと会社の黄任者か苔っている。 101とかしたいが、同じ車の練り返しっ住

宅内の飲み友達を誘い大里1こ飲酒、生活状態は加速をつけて下 99坂を下っている。ポランテ

ィアの関わりも限界。 99レ回転で活動したので疲れがピーク、疲れているが身体が自然に仮

設に向いてしまう。嵌れた顔で活動している間はいいが、疲れているのに作った笑紐で出lし」

（ことは相手に失礼先番と思い、疲れた時は早々に引き上げることにし1ふ訪問家庭の11先

でピールをもらい、から元気が出る。アルコールで身／ふをコントロールしている節もある。仲

問はアルコー99依存症と冗談を言ってからかう。それほとピールを手にする事が多い,/中間

の温かい忠告か。肝に9名して活動をセープしたい。

5/4 ポランティアとイベント 自治会叫9のイペント翌を9月まれ、一時立替えたがなかなか

払ってくれない。後ヨ翫味を言われながら払.,てもらうコ今後は一切立て替えはしないと同

時1こ目治会主催のイベントには関わりた（ないうまく行っている時はいいが、行かなくな

った時0以動が余りにも大きい，

他ボランティアグループと自治会間のトラプル9こ巻き込まれそうにな恥準備を自治会任

せでイペノト計画し、その下準備を自治会から依泄9されたので、協力出来ないと伝えると感

情もき出しで涛声を浴びせられる。ポランティアは出来ないことは計画しない。背／,,,ぴせず

できる範囲の活動が暇点である。私たちグ）レープは1可でもこなせると便利屋のように依99さ

れるが、どんなイベントでも自主運営で充分な準備のもとで実施する。ボランティアの自立

が必要だ。

神戸のポランティア団体へ講演に行く u 対象は高校生から 30歳までの年齢階で、連休をガ9l

用して神戸に来た人である，話に引き込もうとゲーム感党で/SJ枚かカードを用痣し、引き抜

いたカードを題材でで話を進める。カードは、・孤独死・然え尽き症候群・ポランティア間の

トラプル・夫硼の絆・対象喪失・アルコール依存症と女性・自治会とポラノテノ 7 •赤ちゃ

ん返り・ 1ふ民が求めているものは？・自立支援・老人の痴呆等々のカードを引（ c 今被災地

で起きている課姪と1凸l題で皆さんと共に話し合っていく。どれ一つとして解決策はない。ポ

ランテノアが行き詰まっている周器もある。

5/5 パトカーが出動 」地l吝一隣人同志が 1、ラぷふ以前もあり今国で2度目応体内時計

が昼と夜が逆転して、一寸したことも許せない程極限に追い込まれお互いが敏感になってい

ふ制服を若／こ筈察官が頭こなしにガンガノ権力を銀りまいても1可ら熊決しない2 あげくの

巣ては、ポランティアにお肋いすると押しつけられるコポランティア 19行政切1『完をしてい

るのではないC 9月まれたらしない。柏まれないから活動する。この考え方問述っている。

5/, ふれあい交番 情鈎収集の為にポランティアに近寄ってくるが、断ったと仲間から述絡が

入るc 早急な情報収集には無理が斗じる。目分の足と目で確かめて欲しいc 1中肛l内でも活勁

の中から知り得た惜報は、個人情報で基本的には共有しないc 戸..1,方問に同伴したり、ふり

かえりに参加したいとポラ／ティ 7部屋までj9しかけられ迷感了万だ。「9叫携』とは情報の交

換ではない、 1中良く活懃する車c
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社協のボランティアネットワーク会議相変わらず自治会役員批判が話躁になふ惰

報交換ならばよいが、中1●的な99は聴きたくない、した（ない。前向きな写であれば協誠の

輪に入っていけるが、役員の個人攻撃はしたくないコ共和9題も薄く、会謡内容は四カ所あ

る内のーケ所 (T地区）だけが対象で、これではネットワークにならない。参加する魁力も意

義もなくなっている。

S地区ー「ふれあい喫茶』をしていたグループが4月一杯で引き上げる，ご苦労さんでした。

引き際0ンタイミ 9グの良さ1こ敬服する。初期の目的を達し勇気ある協必。私達の活動は最後

尾を走るポランティアと思いつつ引き際のタイミングを念頭におき活勁したい。

1地区ーで役員慰労と引っ越し者のお別れもかね、食宰会をする。激動の一年ー打言葉に言い

表すことのできない辛さ（住民は、地獄のT地区と呼んでいる］を1本験された3 役貝も住民

ポランティアで同じゆ問。組織が軌道に乗ってくると、行政が窓17として自治会を利用するc

ここに問題があり、情報が1i0菫になり、役員しているから仕奉1こつけない人もいる。何か変

だ。

5/8 体調が思わしくない。パーンアウトかもしれない。連休中フル回転で朝早くから夜遅くま

で載査活動したことが、今になってH1てきている。

仮段生宅入居者実態調査叫も果が発表される。速隔地仮設と全体では大きな違いがある。

これまでの調査を整理し比較したい。

日常的に活動していると退琺後のうイフワークですかと号ねられる。仕車後活動すること

は特異なケースなのかコ被災当時を思うと自然に身1本が動く。

ふれあいセンター横にイベント用0)洗い場設窟をお願いしているc 伍j時やってくれるのか

と矢の1根促をされる。つなぎ没なのに・…・担当部著に連絡し早急な対応を再度お屈いする'

戸9ll訪開家庭で赤ちゃんの鳴き即が様だと言われる。おんぶして活勤しているお母さんに

訪商を変更するように伝える。彼女19結婚屈はあるが、子供が出来ず離婚されているc 唄き

声を聞くと血圧が急上昇すると言われたので中止する。

病院帰りのSさん (89歳）と玄関口で会う。神戸に月 2回程度行っていたが、交通費が咎

む0で月 1回に変え、薬を一9月分頁うようにした。敢を取るとかかりつけの病院でないと安

心して診てもらえない交通轡が拭むので、近（の医者に変わったらと言われるが、ホーム

ドタタを今更変える軍はできない。長年築き上げた信頼関係を簡単に変えることは出来ない
~ ~ ~ ~勺

『一言コメント」 それ以後、身｛本も気ブ）も衰えやむにやまれず病院を変えられるc

5/11 ポランティアンンポシュウム 鷹取中学校一『こころのケア」プースを準備する。参煎

人数を心配していたが、想像以ヒの参加者 (34名）があり大成功。

宰例研修形式でフリートークするn

ポランティアが関われる範囲~できる範illl について話し合う。

①問題を自分で取り込まないで相談できる1中間を作る。 1ふりかえりの無いポランティア団体

もある）

ボランティアが問題を取り込まないc そのために活動をふりかえり、活動を評価する。活
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動には個人差があり、その人の良さを引き出す，

②専門家にアドパイスを受けたい（スーバーパイズを希望される）

ポランティアが専門家にはなれない3 だから専門家がポランティアのレペルまで下がっ

てもらう。現に専門家がボランチィアの立場でアドパイスをしているグルー 9≪がある。

③索人は素人の良さで活動すること．

④ポランティアと社会資源との繋ぎ方•関わり方。

社会資源と述携を取る。情報を伝達するc しかし、結果は求めない（行政には守秘義務が

ある1

活勁の中から稲の見える関係が出来上がる。

活動の検証と今後の課題が渦のように出てきた．各グループとも手さぐりの活動で、課題

の多さに改めて設く。月ー同の勉強会に銹い、援やかなネットワークに育って行けば今日の

目的19達成される。

5/12 T地区一男性 (20オ）「イベントを見て何時も忍う。乞食でないし哀れな思いまでして参加

しな応住民も何時まで甘えているのか、食べたあと有り難うと••言も言えない人もいむ食

べたら食べたで後片付けもしないで帰ってしまう。当然の様に思っている。以前は下町で過

ごし水回りは共l司、洗濯物さえ下す場所がない人が、何が仮設の環境が悪い。感剥しなけれ

ば罰が当たるu あんたらもいい加減にしなよ」とストレートに話される，実態はその通り。今

後の活動に••石を投げ込まれる。自立支援について再度考えてみたい n

5/13 身体の不網を訴え生活保護 9れ諸をしている。指定の病院へ行ったが桔果がまだ出ていない。

体格がよく周囲の人は外蜆だけを見て判断してしまう c 気持ちも追い込まれ、貯金も底づい

た。飲み／こいお酒も、 1且iに日盛りをして飲んでいる。目盛り以上炊めないと自分に言い聞か

せながら飲む酒は美味しくない。一度思い切り飲んでみたいと涙ながらに話される。固囲と

付き合いがないか私達にはこころを開いて何でも相談してくる。早く結果が出て身体が艮＜

なればイ：l車に付ける人なので、その時まで生保で繋いでほしい．

展災後姫路の社宅に居た方が、契約が一年で切れたので仮股に入居される人がいる，畏近

も入居されやっと落ちついた生活が出来だした。主人も通勤（神戸）で疲れるが、休日には

黄方たちからもらった花を見て綺脆だと言ってくれた．余裕がなければ、当たり9iゆことが

当たり前に苔えない・見えない、やっと外に出て水もやってくれるよう！こなったここへ来て

よか 9 たと女性 (50歳）談。
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ・ 1 

「一言コメント」肝脳l涼害があり数力月間通院した後、体調が回復し仕事（神戸）に就かれる。

人は外観だけで判断すべきでない。先入観~固定観念を持たない活動が必要である。

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ • ~ ~ • ~ • • • • J 

5/14 生活保護受給者増加傾向 仮設全体で 45世梢あふ就労機会もなく、経済的にも緊迫

しつつある。今後も戸別訪問の中から二次被害だけは出したくないc

ふれあい交番から人を介しで連絡があり、足非会ってほしい人がいるので会ってほしいと

のこと。

桔果は振り回される用1し卜であった。
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5/95 社会資源と情報交換。活動を認められたのか、利用されているの応情報収集が主tしった

ので利用されていることになる。 90 り得たものを発信することは活動砂—環で、快（引き受

ける。

S地区—担当民生・児室委貝が—•身上の都合で辞鞍される。活動当初から連携を取った人で、

こんな形で辞められるとは・ J・い、仮設と自宅の距離が近く公私屁同状態になってしまった車

も原凶の一ったと思う，人の民生・児童委員を支えることも出来ず、何が出来ると自問自答

する。猛反省すべきことがたたある。仮設住民も個人的な中1●Iよしてほしくなかった。

5/16 神戸市に障害者対応0 r手す叫設習をお願いする。亭務手続きが行き届きに（い。

ケースワーカーが仮設担当者会描が有ると侑報収築されふ仮設で起きている事実をホ直

に伝える。行政も各仮設住宅で何が起きているのか躍起になっていふ今は、ボランティア

が行政の補完的役割をしている状態c

マスコミ関係者がT地区で起きた串件について情報を教えてと竃話がかかる。意地悪・嫌

からせ等々について色々掴んでいるが、ボランティアの口から言えない。明るい話題は提供

できると言築を面す。

5/17 他ポランティアのミーティング 有給休暇を取ってに出席する n

定期的にミーティングを開くグループであるが、期聞があき各ポランティアのストレスが

爆発する。活動後のふりかえりも最近はしないで流れ解骸になっている。ヌトレスが溜まり

発言内容も過激で、場が白けてしまう場面もある， f···•団体の活勤理念』『活動の範胆」に

ついて有耶無耶にせずハジキリしてほしいと発首される人もいる。長期の関わりで、惰性に

なりマイナス面が出ている所もあるコ 団体として1句束したり、活動の基準はない。あるとす

ればドランティアの活•9協所の捉I共と活歎に相応した活動官（交通費）． 9、一パーバイザーの

確保と研修会の提供と思う。ゲループワークの中で各人が黄任を持つ自由な活勤である。し

かし自由には寅仔が伴う事を忘れないで欲しい，

讃続活動が出米る団体であり、スタッフにも恵まれた団体と思う。活勅が落ちつくと、い

ろんな思いの人が活動に参加し秩序を乱す行動もある U しかしそれが組織の活性化にもつな

がる。活勤に対して rI可を求める訳でもない、返ってくる評価を求める訳でもない、 19勤し

ていることに意報を求める。あえていえば自分自身の成長への喜びかと思う」これは拮果で

あって過程ではないと参加者に話す。

ダループの存続は、優れたコーディネーターが必要で、後方支援のみになると現場の由が

見えなくなる可能性かあふ意屈の菊通を図るためには、常に交流が必要。組殺だったコ19
であっても今回の被災老支援活勒は未知の世界で活動自体の存統を問われる時期に来ている．

帰宅後、ポランティアから君話相談がある。熱心さ故本音の話し合いが出来たようだ。後

は互いに受け入れ、ゆるし合う●だと思うコ

5/18 S地区 ふれあい霞茶速営方法について不平不満をポランティアに向けられる。浬営費とか

コーヒーの出し方が前後するとか、女性の役員は直ぐ感情を出すとか、訪問を待ち構えて堰

を切ったように話される。気持ちに添って棚かせていただくだけしか出来ない。

女性のAさん、あの特（引っ越した昨年の6月頃）は皆支えあっていた。お互いを認めな

がら••…·．今は強いものが支配する．助け合いの気持ちが見えない．生活が落ちついてく
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ると周囲が見渡せ自我が出てくるのも仕方ない。分かっていても相手にはそれか言えない。

5/19 T地区ー未人居住宅に今も入居者がある。遅く入った方は、コミニュティに入れないのが現

実で、そのような人を重点的に戸Si/訪問するc 桔渡しが少しでも出来ればと思うが早急なお

誘いは出来ない時問をかけてゆっくり解きほぐしたい。訪湖戸数より内容コポランティア

が全住民に網を掛ける車は所詮無理なことで、この時期になってやっとその卓が分かってき

た。

r ・ • ・・ ・ ・ • ・ • ・ • 

各戸9こぶら下がっているポス］・数個が何者かによって、はぎ取られ横の溝JIlに投9f捨てら

れる。住民は彼が・・・・・・と疑いの目で見ているc 奇妙な車件／自転itの連統バンク・基礎部分

のナット取り外し・スプレー吹きつけ散乱等々）か起きている。住民は蜂の巣を叩いたよう

な状態迄贅察1こお瓢ヽし重点パトロールをお豚いするしか方法はない。住宅外部の嫌がら

せであれば霊大問題令

『一言コメント』 「人は助19を求めるために問題1子動を起こす」疑われている男性は言語障吾が

あるが、根吾状品から1皮の仕業ではない。

.~ ~ J 

5/20 ボランティア講座の準備 6月宋開講予定がやっと整う n 講師の交渉、会湯の千配、蒜

集チうシ等初めてのことで気苦労したか、こぎつけた充実感と満足感で一杯だ。後は講座1こ

何人参加するかであふ人数でないと分かっていても気になも継統活動の必要な巾で99祉

ポランティアを被災地の中で掘り起こし、育てていくことが急務。講座開催もその辺のとこ

ろを考喧していふ

行政〇担当者が、県で仮設担当稲員の連絡会があるので実態を教えてほしいと追絡がある。

入退去がある中で、ポランチィアの活勁にも限界がある。問題が深刻化しつつある中で社会

音源とポランティアとは連捨とれない部分もあり、上からのぞかれ心閉ざしてしまっている

人もいると現状を伝える 3

調査票の固収が続く c 各仮設住宅にも 9 -～ニカ所気の休まる娼所がやっと出来る。活動で

疲れたとき、惜報収集など本音で話ができる場所でもあふ張り詰めた気持ちを長時間継統

することは出来ないので、フトひと息入れる場所である。

リュウマチを患っている女性か、今から冬の暖房9こ心配している，この身体で1辻灯油の頁

い出しが山来ないと眠れない日が続くと言われる。名9Ilを差し出し何時でも宝話して、何時

でも飛んでくるからと伝える。その時はおIJJiいねと大事そうに持ち込まれる。物率を一つ，．＂

つ敏感に受け取られる：出来るだけ沢山の選択肢を提供するのがボランティアである。

5/21 T地区ーまたまにボストの19ぎ取り事件が起きる。今回199ヵ所。一週間に 2~3回しか帰

ってこない）、もいふボストの中に19重嬰な告飲も入っている。速続して統け19自営パト

ロールか必要だ。若しポストの中に火の気のある物を入れると大惨車になる。戸"IJ訪問で1云

えていきたいc

Fさんが、昨日 IO万円照くなったと笞察1こ届ける。何時も親を掛けていない状態で心配L

ていた。本人と 3人の飲み友迷か飲酒している時に無くなったと・・い・・飲み友達はよくトラブル

を起こしている人達応嫌なことが起きたものな訪問時に疑われないようにしなiナればと

一



思ってしまう。

警備会社に行っていたEさん。頁面目に行っていると本人から聞いていたが、実は辞めて

いると近所の人から聞く。贅備会社の人に躯理を首ってお廂いしていたのに▼・・什休憩均間9こ

作業貝と共にピールを飲んだり、朝から飲んで仕車に行くようでは、使用者も安心しておれ

ない。本人に固接稚かめず本人の口から言うまで待っことにするr これまで関わったことが

水の泡だ。お酒を手にしなければならないことが病気である。分かっていても苛立ちを感じ

ふ

T地 区 元気な人に取り囲まれ焉声を浴びふ言っていることは何故自治会を澄した，お願

いするときはお剥いしますと言っておきながら、潰すときに何故連絡しなかったe 自治会股

立にはお力し、それなりの支援もしてきたが、本賃的な平は何ら関わりを持っていないし、持

てるものではない。自治会に対する19いせをボランティアに向けられ参って Lまう。我●す

ることで自冶会遅営がうまく行くのであればと口答えせず聞き流す。大声で宜めたてられる

が、一人として助け船がない。孤軍奮闘。言語化出来ない辛さを味わう。ただ一官思いだけ

は伝える。入居当時の混乱の中で仲間作りが必要と思い祖張ったが、震災後一年が経過し住

民同志のコミュニティが求められている。そんな中で、ポランティアが自治会遠営に対して

一切口出しはしないし、していない、とハッキ＇)伝える a

何でこれほとまで言われないといけないのか、腹立たしくなる。活動内容についてとやか

く言われるのは仕方ないとしても、自冶会運営について何ら関わりもないのに、器市を浴び

るとは辛い。

巻き込まれない車が一番……引き込まれないことも大切だ。

5/22 地元NGO遁絡会 ーII与ほど叫熱気が伝わっでこない。マンネリ作性で勁いている。そ

の辺の気づきを発苔する。間き入れていただき、次回の全体会 1寺小屋）は、ボランティア

の今抱えている課題、閲題を話し合い互いにスーパーパイザーになって聞くことになる。先

Hのシンボジュウムの中でも大きな荷物を背負って、誰にも相談できず悩んでいる人の多さ

に驚いに活助後のふりかえりも出来てないグループもあり、継続活動に障害が出ている0

ポランティアの使い捨てと、燃え尽きをさしてはならない。

5/2' 筑波大院生調査

他グループで活動後のふりかえりができずグループ内かギク 9ャクしていると君話相核を

受ける。アドパイスを求められても「各人がそれぞれの思いで動けることは、ボランティア

が自立していることjと角度を変えて見ることは出来る。継続活勁から自我がでてくるの99

目然のなりゆき応仲間で徹底的に話し合い、倦口が大きくならないうちに修復する苺た。ぃ

ろんな問題が飛び込んでくる。

5/25 ポランティア講座 大阪nvcAの金さんを招き r人間関係と問題解決」についてのぶラ

ンティアの資が問われている時で goodtmling 1 

S地区ー3月末に空き家募集で恒久住宅へ退去した人が、ふれあいセンターに遊びに来られ、

2ヵ月たつがいまだに近所の人と話さない。仮設は楽しかった、声かけもしてくれ如寂し(

て落ち込んでしまう。河人被災者が入居しているか分からず禎の連絡も取れない。気がおか

しくなも早（仮設を出るのでなかったと弱々しく話されふ何か手伝う専が有れば動きわ
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い。段々と手を広げるような結巣1こなるが、聴いた限りは動かないと・・・・・・。空き家券果には

問題がある。人選が必要／ご。駒合わせでは駄目。邸l染める人・エネルギーのある人等々斡旋

する側も慎重1こなってほしい。

5/26 精神弱者と面接 'r地区一部屋に足を踏み入れるとゴミが散乱し、踏み入れる所もない。

入店後一度もゴミを拾てていない。始てられない。ガス・水道は閉栓して自炊した形跡もな

い。部足の中でもヘルメ，卜を被っている。関わりの持てる人ではないが、見過ごすことは

できないC 社会資源と迪揺を取りながら出来る範囲で関わりを持つC 社会賀源が立ち入れな

い部分をポランティアがカバーしたい。

Dさぶま酒害で身体もこころもポロボ叫自治会役貝が病院へ無理やり連れて行くが、 99銃

した通院が出来ない。 I・ タターもこのまま 03状態では危ないと首われる。「危楼介入」だ。以

前から関わりを持っていたので気長に設紅Iするしか方法はない。身沐の不調は末期状態た。

人院すると二度と出てこれないと不安が先立ちテコでも勅かないC もう一つ心配なのは医療

黄の問追。生活保護を進めるが、応じようとしない，頑同な中年は程々手を焼き策が浮かば

ない。首に純でもつけて病院と市役所へ述れて行かなければならないa

Cさんも病院へ行かない。以前大手術で身体の中にパイベス菩を入れている，最近外れてい

ると平然と話され、危機感がない。危機惑がないというよりは、生きている喜びがないと投

げやりの言葉日めくりを一枚一枚捲っているだけで、その日その日が過ぎればよいと言わ

れる•その後入院されたが、手遅れだった，

5/27 老夫婦 子どもの文通を楽しみにしている。ごキ人は緑内障で弱視・奥さん19脳溢前1で下

半身付随である。以前は不目山な手を使って習くことなどしなかった。今（む品かい励ましの

手紙を見ると自然に年を持つ、握っても最初は動かす車が止来なかっ伝返事を苔きにい一

身で、毎を持って皆くと何とか見れる字になり返事を害く。葉皆'-枚と言われるが、習き上

げた後の満足感を伝えられる。当初は苦痛だったが、今99楽しか少女の様な紫敵な顔で「点

O•1便励l 有り難うと言ってもらえた。形になって返ってくると疲れが吹っ飛ふ。今後も'）

ハピリをかねて文通して下さいねっ

Bさんは、文通相手a)可愛い写真か届いたと、額に入れて見せてくれふ一度に沢山の孫が

できこんなに焙しいことはないc 夏休みに行くと便りに寄いてあった、その日を楽しみに生

きていたいと、涙を流しながら賭され、もらい泣きする。一つ'-つの枝み誼ねが継続につな

がる。

家族とは？ S地区— E さん息子のマン 9 ョノヘ転居したが、入居した日に嫁が里に帰っ

てしまう c i酋んた挙げ句千どもの家庭を壊すことは出米ない。息子はお母さんの為1切

と言ってくれるか居たたまれず仮股にUターンし一晩中泣いた。辛かったn 1反股住宅を屈jぐ

返却しないでよかった。戻るところがなかったらと思うと背筋が恋くなる。地窟さえなかっ

たら肉親の9鳩いところを見なくてよかった 0j に•…。地震後は県外に避難していた（娘の嫁

き先に身を寄せていた）。娘婿がお酒を飲んだ勢いでr,r時までいるのかと熊め寄られ、無郎を

淑知で頂病人の主人を迪れてこの仮設に来た。無罪が祟って一週1111目に亡くなった。こと9i

ることに近所からけちをつけられ本当に辛かっ如辛かった。と涙を流しながら話される。

こんな時卸l寺も負力にSOSを発信して申し訳ない，何時も聡いてくれて有り難い。もし出会
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いがなかったらどうなっているか・・・ー.と絶匂されふ神戸に百坪の土地があるがどうにもな

らない・・り・・コ何時も一生懸命と言われるが、皆方のボランティアはポチポチと言ってくれる

ので9まっとできる。前l司きな性格で思い込みもあるが、沈んだ時に咤話を社1けてくる。依存

心はないが、話し相手が欲しいと伝わってくる c

5/28 年金額が少99で生活が苦しいと言われ補祉につなぐC 年金額が保護登より低額であれば上

積みが出来ふきめ細かい行政サービスが受けれるように惜報提供していかなければ、生活

が困窮化しつつある。知っている侑報をお伝えして、分からないものは惜報を得るようにし

たい。

取材を受け車に乗ろうとするとトアーが大きく凹んでいる。 9料i中に当て逃げされた。以

前であれば9爪カ ，Jカ，）であるが、今日は平静。こころの荘しい人だと片づけられる。罵鹿な

のか、ボランティアしたおかげで人間が成長したのか。仕方のないこととして諦められた。家

に鼎り話するとと愕じ思いで、家族共々成長しているのかな？

5/30 自治会役員が r筈慈の日」の行車で行政から人が米るので謝辞を伝えたいのでと、挨拶文

を考えてと依頼がある。早速簡単に号いてファックスで送るc 依頼されると受けざるを渇な

いが、なんでも受け入れることで自立を妨げているかししれないと考える。

6バ 仲間が9心ぶりに息了を連れて戸別訪問される。活動後の感想1む環浪が良（なり路地に

19舗装と防犯灯がついていもふれあい七ンターは活気があり温かい雰囲気。皆さん落ちつ

いた頻で租やか、 Fl々 活動していると些細な変化が見えてこない。息子さんは、教艮採用試

験の為でポランティアのボラ 9チ9九最初に面接試験対応と言われると厭昧に取れない。

面接でボランティアの車を聴かれた9寺の対応を聞かれた。ー一日で深居部分は見えないこ継続

的に参相して欲しい J

6/2 『住民の一言』 T地区

・ペンベン草が1まえているような所で生活したくないu 早く帰りたい。

•神戸に帰っても閉しこもり（かたつむり）だが滞りたい。

・早く帰りたい復輿仲宅を早く大呈に建ててほしい。

・神戸の病院へ1子（のに交通費がかかる（経済的に但担大）。

・ポランティアの訪問が姥しい。一声掛けてもらうことが婢しい。

.すゎ元氣ですかの言葉がばしい。

・合は落ちついているが、隣0人か被宮妄想で夜中中9kり言を言っているっ

冬が一番怖かった。火の始末をしているか心配である。二度と被害には会いた（ない

・人間関係で悩んでしまう。

•関わりを持たないのが一番。

一年経過すると r住めぱ湖砂で姫路でも良いと言われる。しかし大多数の人19-•• 日も早（元

居た所へ19りたいと口ぐちに苔われる。

6/' 地元の支援が欲しい 神戸の•••…ポランティアリーダーから「こころのケ 7」とは、ど

んな団体？と篭話が入伝被災者の気持ちが分かる？精神的弱者の訪問99どの様にしている？

色々と聴かれる。 Frを言ってるのか要領がいま・一つ（み取れない。この人自身に支授が必要

か？四十分程電話でやり取りするが1号も全燃焼で消化不良に陥ふ取り調べされるようで、嫌
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な電話だc

神奈川県の直言宗のお寺から、檀家から集めた石鹸を送りたいとFAXか入ふ思いもつか

ない所からの救援に笠く。

S地区ーふれあいセノター運営について、セ 9ター内での遊戯（マー 9ャン）と飲酒につい

て不滴をポランティアに話される。ボ弓ンティアが関われる問題でないし、問題が波及しな

い範囲で澗かせていただく。以後河団も同し車を話されるが、時間経過と共に薄くなり、胸

をなぜ下ろすっ 一時は巻き込まれないか心祀した。

T地区—掲示板に特報が掲示される。先日来から起きているポストのはぎ取，)車件につい

てc 且民か外部の人か、住宅内の措神的弱者に疑いの目が阿いているが、…・ーー局甘者に宕任を

なすりつける気配がありこの車が気になる。

6/6 交流会被災者復興支援会語の委員と住民。

恒久住宅関係の質問力q

一どこに一どれ程の規模で・家賃1よ，いつごろ建築されるのか取実的な質問がでふ 9元の場

所には物理的に悟れないことを理解してほしいと委員から話される.)

一殺援金について額が少ないと感情的に話された人もいた。

・アンケート・聞き取りが良く有るが、何も返ってこない。

ー医療菩補助をお願いしたい。

一速隔地には交通晋及び引っ越し代の補肋をお廊いしたい。

~神戸の仮設 9こ弓 l っ越したい。空き部屋があれば早急 1こお廂いしたい。

諦めているのか・今の生活に満足しているのか熟気がない。どの様に分析してよいのか迷

ってしまう。早く神戸に帰りたい人と諦めて今の生活に満足している人（仮設が1反設で無く

なりつつある）時間経過と共に恒久住宅への移転は難しくなる要因を考えるr

6/7 ベゴニヤ 160株 S • 1‘地区ーー環境整備と心がなごめばと機会あるごとに配付する。最

初は物珍しさで各人が取りにきていたが、今は好きな人だけであるっ

ii車を紹介した Eさんc 誓傭会社の宜任者からもう我悟できない。採用当初から酒の匂い

はするし、休憩時間には飲むし、あげ（の果ては、現場でひっくり返り救怠車を2回も呼んで

いる。行（現場行く現場で問題を起こしもう限界たと話される。これ以上の無狸は言えないc

仕専に行ける状態でなく、二次災害を起こすかもしれない。生活甚盤が無い0で今後の生活

が心配だが仕方なしい・いい。

6/8 S地区ー復典住宅へ転居された人から窓話があり訪問すふ周囲の人と溶け込めず寂しい、

t9羽が入りにくい、住宅と言っても器があろだけで、生活するには四十～丑lー万円かかる。台

所用品・風呂・カーテンーサlっ越し菩用咎々出晋か宮なっ仁復典／宅宅への入居が済めば復

臼！が終わったように百われるがこれからが本当の問題。 {eJとかしてほしい、運動を起こして

ほしいと頓まれる。竃話相談と惜報発僧は出来るがそれ以上の事は出来ない。しかし、はっ

ておけない。

NGOの若者を招待してバーベキューをする。余りの食欲9こ腰を抜かす。食べるものも十分

食べず、感張ってくれる若者に感謝、感謝である。

6/10 T地区—他グループのお茶会とンョイントしてコンサートする。集まりが今一つであが、各
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人の動きが活発になった結果で喜19なければならないし自立を妨げないイペントを企酉した

9 9, 

6/" オルセー美術館展鑑賞としあわせの村温泉旅行 T•S地区一行くまでに色々と問題

があったが、定員ー9不で出発出来如美術檻資は楔味のないお年寄りにはとうかと思ってい

たが、集合時間を忘れるほど熱心に鑑蛍された。報道各社がカメラを持って待ち構え少々戸

惑ってしまう。仮設からカメラを廻すテレピ局も有る。皆さんカメラ恨れしているのか抵抗

なくインタピニーに応じている。

しあわせの村では東 1りん（うタウン）西遠隔地住民の思いを話し合う交流会もする。昂

院0通院習用、復輿住宅の見通し等住民間で食車をしながら和やかな雰囲気で時が進み話が

弾む。お風呂の方も久しぶり 1こ身体を伸ばしてユックリ入れたと一時間後に出てこられるa

余りユ 9 クリされるので心配する程であっ Iら皆さんこんなにお風呂が好きとは… ~9~·。仮設

の場船はくつろIfない、ダルマのように手足が出ない， thせない。「アー 9ゆっくりできた心

も身体もスッキ＇)した， 1と湯気出しながら言われる。風呂好きの人1こ喜んでもらい、交流会

で19.I的な再会もあり楽しい一日でしたc

6/15 T地区・Cさんに、保証人になってと追いかけられる。ポランティアの域を越えているので

ハッキ'） 9斤るが、しつように言われる。気まずい関係になっても仕方のないことと言い開か

せるが、ス 9 キ＇）しない話だ。自己防衛出米なくなったときは弓 l上げ時だ。

大学生が1中間に加わり戸別訪問するが活動以前の問題があり、本人にケアが必要。最初が

肝心で冷たいが、活動を断ろう。リスクを抱えたくない。

6/16 活動1,聴くことから始まる T地区ー Cさんが新聞仏告で不勁産物件を見て取引した

いと話を積み~戸夕、いざ契約の段 1こなって所有者が仮設の人とは契約出来ないと言わた。こ

れは差別だと怒りを私9こIa」けてくる。姫路市民はそんな人かと問い詰められる。解決出来る

問題ではない。面と同かって仮設の人と言っていないと思うが・・・・今後もこの種の1，1題は9h

てくると思う。就職においても袢別1よ1i1てきている。矛先を向けられ辛いが、誰か：こ言し＼た

いのだ。しっかり受け止めたい。

仮股の人が無賃乗直したと駅酌派出所に突き出され、保護しているから引き取りに来てと

芸鋲から会長に連絡が入る。偶然居合わせ、何故自分の所にこんな速絡が入るのか。既存の

目冶会にもそんなことを連絡するのかと館い剣病である。仮設は管理されているのか。法ポ

国家ではないのかと怒りを向けられがよくとばっちりを受ける・・…考えさせられる。それ

1こしても心椛む車件が続く c

6/18 暴風警報住宅栄護の為アンカーを取る，ァンカー穴が詰まり中々取れない。これでは急

を要する時は問題だ。取り付ける前1こ避難しなければならない。付け 9 ばなししておけばよ

いが、それでは通9各が狭（なり歩（車すら市来なし涅困ったものだ。原圧30M迄はもつがそ

れ以上になればアンカーを取らなし浸

6/98 市内の県営住宅へ引っ越した人を訪問する。王人は引っ越し後交通車故で入院n 奥さんの

話は、進んでいくと地罠の話になってしまう。時間経過と共に薄らいでいくようだが、まだ

まだ時間が必要。立ち礼切りには時間がかかる。生活苺盤が安定した後の復輿は、こころの復

奨。空き部屋入居で周囲の人と 199lI染めないし、かまってくれないc 寂しさと孤独を感じる。
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如何に引っ越し先のコミュニティーに溶け込めるか、甘え （被災者）があれば入ることが出

来ない。保守的な上地柄で中々他所者は仲間に入りにくいが頑張ってほしい。

6/21 復興住宅 新間紙上に仕宅の建設場'，9と京貸設定等々が報逍され、被災者がそれを見て見

通しが｛fつ、これで神戸に帰れると笑顔で話される3 自分は高齢 (89オ）なのでそれまで生

きておれるかどっか'"'と先の見通しのたたない不安と希望を話される，復興位宅が現実に

なりこんな素敵なお顔を見たことがない。将来の見通しが見えてだすと心の怠欲が生まれる。

この素暗らしい笑顔1古忘れたくない。

6/23 県営住宅に当たっているか、保証人がないと相談される。入居迄まだまだ期間があるので

ユックリ作戦を練ることとする n

まだまだ 9分な活動が出米ていない。大きな忍月になってはいけないと自分に言い問かせな

がら班別に9I（けて地追な活動9こ入る。

T地区ー G女性からの訴え。一寸した音で吾えたり、些細なことも気になふ仮設住宅の土

台（根台）のひぴ割れとか、板の欠けている所を見ると大丈夫なd)かと気になり眠れない。全

壊で生き埋め状態で救出され人で、まだまだ癒されていない。ュックリ時間をかけて関わり

を持っていきたい。

活動支援者とお会いする。被災者に喜んで頂けるなら・・…・と活勤している。『今この砕Jの

気持ちで毎日毎日を大切に愁謝と欲を出さず生活する。当たり前のことであるが、当たり前

に出来ない世の中になっていふ物の豊かさと反比例してこころが貧しくなっているコこの

車をしっかりと見つめながら活動するとお伝えすふ支援者は心の支えである。

6/24 小規模住宅 (2ヵ所）住民をポランティアl団体に登録申蒲する。空き部屈をふれあいセン

ターに利用しているが、速営費捻出の皮肉の第であるc 50戸以下で運営翌がなく苫底してい

た。住民が互いに助け合っていることは正9こ住民ボラ／テノアである。知恵も湧いてくる。

6/29 市民交流会 被災地外の西部仮股住宅住民を対象に神戸市戦員を招いてを加占川で実施。

披災者復腿支援会眠委員の品田先生の肝入りで実現っ気安（司会を引き受けたが、神戸市の

そうそうたるメンパー (20人）とテレビ局 (2局）各新聞社が集まれば緊張の運続である。

今回の会を振り返11行政関係者と膝を交えて話し合う車で、顔の見える関係か生まれ次1こ

つながる，

6/30 T地区一介護の出来ないポラノティアなんが意味かないと言われ落ち込む仲間かいた。団体

には団体の活動方針があるu 出来る範1mで出来ることをするだけである。しかし、 1中，""と話

し合い活勅出来る車であれば活動に取り入れたい

ふれあいセンターに入れば人の隠だけで、センターは嫌だ。徳過一度の戸別訪尚を楽しみ

にしている,--人でいると何日も、 9いとも話さないこともあ恥花をもらって手入れをしな

から隣近所とその車について括すa l司し99腿で話すことは始しいc 花を謀1本にしてこんな波

及があるとは、花の9E給とか戸別訪間は必要。返ってくる反馨1こエネルギーが湧いてくる a

東京のボランティアグループから子とものいる家庭と古堵を通して交流出来ないかと、使

')を受け一家庭を紹介する。子どもの顔が見えるように写哀を撮って送るc 出会いは 1月の東

京での講演会。こんな形で橋渡しができたことに、人と人とのHI会いの索晴らしさを感じる。
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7/2 K県民局から「こころ豊かな人作り』県民遅動を屈開したいから知恵を貸してくれと連絡が

入る。仮設住宅で県民運動として何か取り組みたいが、とうしてよいか分からないr 一過性

の通勤は、イペ 9 卜屋になってしまう，これも時と場所によっては必要。日常的な活動では、

何を求めてているのか、その時その時のニーズに応じる活勁が必要。今は恒久仕宅に関する

串が一番の関心串であるとお答えすふ何をどの様にしていいのか分からない時は動かない

こと。変な君話？？

T地l名一瞬間湯沸器の常気コード切断車件／5ヵ所）が起きる。もし外部の人であれば・…・

差月1/だ。何時になっても困ったことだ。ク忌日からポストのはぎ取り、ナットの取り外し等々

の串件が起きている。これ以上エスカレートしなければよいが心配であるc 夏が近づきイラ

イラが蒻っているのか？

丑中から電話相談コ子どもが不登校で進学を間近に控え地獄だc 市外で電話代も馬鹿にな

らないので、一旦切ってこちらからかけることにする。仮住まいで話しする人が周囲にいな

く毎日が地獄だと言われる。何処で霞話番号を知ったのか分からないが、これも出会いと思

ぃ j糾→会で9もかせていただ（ u 深夜に一時間以 t聴かせていただくと疲れが F，と出て（

る。

Eさんから垣しい連絡が人ふいよいよ自宅再建が軌道に乗った。 2階建てにして｛昔家も作

る。ゼネコンが家賃保証もしてくれるので安心して任せられると弾んだ声だc ギ3世話1こなっ

た目方に一番に報告したかった・··措しさ•楽しさを共有できボラ／ティア冥利 l 受話器か

ら嬉しい笑顔が飛び出てきそうだ。

長崎県のポランティア伸罰から活動依頼があり快く引き受ける。

9/4 SOS王免信していた人をケ スワ カにつなぐc 強がり言万ているが、役所に来るにも一

人で来れず友逹と同伴。以前一度面接が会った人で、苔類か残っていたc 仕車に付きたくて

も身体はポロボロ。畜えも底付き光熱背もヌト）プ寸前で、食率は入居後自炊した形跡がな

ぃ・食べるものは近所の差し入れで賄っている．中年のプライドでここまでこれたが、今か

らが心配。神戸の新聞記者が遠隔地でいま何が起こっている0か一言で言ったらどんな事か

と尋ねられな一言では百い忍くせない・神戸市に住んでいないイライラと見捨てられてい

る忍いかもしれないc 神戸市の方が頻繁に肋l問されているが、顔が見えない寂しさと仕所が

神戸市でないことが大きい。

7/5 復興住宅説朋会 T 地区ーセンターに-—度も来たことがない人、離さえ夕）からない方

等々センター始まって以来0,"わいで関心度の高さを感じる。•一通りの説明後、黄問を受け

ふ千差万別で、答えられない車項1社受日神戸市に確認し戸別にお答えすることにする．

・保証人がいない神戸市民でないといけないのか・・・・・・C

・所得制限以~ fの住宅は申し込めるか•…·逆に以内の住宅申し込めるか·…0

・離婚して罹災鉦明がないが応慕資格があるか…・・。

・一部損壊でも1も募資格があるか・・・・・・。

•生活保護を受けていないが、敷金が払えない場合は•••…。

• 699 オ以上でなければシルバー型に入れない®か••…•C

・中年で一人でも入れるのか・・・・・・。
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•福祉貸付金の保証人は…···.

・部屋の開取りは標準スタイルか......。

·•ルパー住宅に父親か入居後入りたいが.....。

．瑕後まで当たらなかったらどうなるのが・・.

•I反設の統廃合はあるのか・・ ・. 

・県と市の応蒜条件が違うが~・·・。

・弓lっ越し菩用は出るのが.. ' 

・兄弟でも入ることが出来るのか（高校牛・ 21オの姉）・・・・・ロ

・ペットと一緒に入りたい、入れるか・・・・・・ロ

『一言コメント』後日神戸市にFAXを流しT寧にお答えしていただき、各戸にお伝えした。

他所仮設住宅 i3ヵ所）と窟用促進住宅でも脱明会をするe ポ99ティアの説明会が起爆剤にな

り何かが起こればそれでいい。後に神戸市は各仮設住宅で説明会をされる。

7/6 市民ポランティア実践講座神戸ー 30名券集で 10名の参加者だ，まだまだ被災地では

活勁するゆとりがないのか、無関心なのか今一度考えたいc 被災地内でも温度差は出ている。

仲間から竜話が入り、仮設解消後は地域199tドラ ‘9ティアとして注張ろうと先を見つめた

話をされ、素睛らしい仲間1こ恵まれたことに感謝し、前l匂きに先を兄つめたいc

長期の関わりになれば活動を率直に受け入れられない人も出て（ふ草の根活動で純粋な

気持ちを持つ仲問である。外圧で心簡むことが起き、先が心配。ポランティア活動に対する

理解が今一つ薄い土地柄を屈しる。

7/7 先日住民から申し入れがあった、介護ポランティアを引き受ける力辺

った桔果、弓 l 送受ける車にすふ双方ともこ~ころの蔀 1こ団穴が開いたようだ。出来る範槻l し

かれ来ないが、何か大きな前速があった。

仮設の中で孤立している・苗められている，センター内で無視されると強烈に話される女

性がいる n エネ｝シギーの有る方たから、排除される要索1こ気づかれたら・・・と屁うがボラン

ティアかトラプルに巻き込まれないようにする車が先決だ。

訪科l過程で若い男性の部屋の中を覗（と由のようにゴミが散乱している，融臭も風1このっ

て料をつく，夏を迎えて今後が心瓦捨てることの由来ない人が余りにも多い。

7/9 住宅内でアリが異常発生して~いると述終がある，田植え後、虫が飛んでくると悲1県も上が

る。都会と田舎の違いで、自然環l瓜11こ馴染めない人もいらっしゃふ

サンナレピの収録を受ける。ポランティア活動と速l柑地仮設の現状を視珀者の方に発信し

たいと言われ協力する。いつも思うことであるが、ボラノティアは比役であって主役でないc

T地区-'自治会役員が生活保藤のつなぎをした件で報告がなかったと悠る。 19人梢報は言え

ないと、言葉を危らげて少し感情的に括す。何でも知っときたい気持ちが伝わってくる。

7/10 仮設支援NGO全体会 総会謙長を引き受ける。総会後ビ 9クニュースが飛び込む。各団

体とも活動窟金の醐逹1こ四苦八苦し、活勘資金が底付き気味。ある所から高額の肋成金が入

ると知らされる。息切れしそうな団体がこれでひと息入れられる。私遠の団体もその部額。
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先ずは信頼していただける活動が先決。毎回情報収集に出掛けていてよかったc

東京のポランティアから千とも用衣料品が、一品—•品クリーニノグして送ってこられ、ダ

ンホールを開くと其心が飛ぴ出てきたこ毅羞を受ける。早速3人の了どもか品定めをして若替

え遊び9こ輿しむこんな弾んだ声を聞いた串はない0 無口な方だが、感謝の気持ちを全身で

伝えて来られた。

7/12 神戸市灘区の地域型仮設住宅1こ訪問 一般仮設型と比較して余りの達いに頭がパニッ

ク状態になる。社会的弱者の収容所のようだc 人権無視~車を起こせば強制入院で失禁吼F

徊・・・・・様々な出来手が起きている。月一度程度で何が分かるかと言われるが、月一度である

からこそわかる要も有ると思う，

7/14 日本赤十字本社で仮設住宅で起きている実惰を発信被災者精神支援団体の依軸で

する。素硝らしい場所をいただき感激。披災地でも温度差が出ている今、東京で理解ある），

が関心を持ってもらう車に意味がある。 l↑Rも子ども9見を送る会の告さんとお会いする。タ

方は、鯉災当時共に活動した1中聞（東京こころのサポート市民の会）と親交を深める。一度

仮設訪問したいと言われ快（引き受けると伝えふ現場を見て、接して、聴いて、何かを捏

んでもらいたいc

仮設住宅全戸に復興住宅の説明概要版を手渡す。恒久住宅への1足進を願いつつ。

7/15 東京生活者ネットワーク視察団大阪YWCAでのに震災後の『こころのケ刃ポラ 9

ティア活動について説明する。地域防災計園策定に取り掛かっているメンパーだn 活動は今

からが正念場であることを弥調する。

国民健康保険料が高くて支払いが出来ない人を窓じlにつな心払わないと言っているヽ9で

はない。払えるまで猶予してほしい。もう一1牛は、雄婚して生活が困窮している。 1,1とかし

てと言われケースワーカにつなぐ。色々な車が起きて来る。行政惜報を理解し的確に知らし

ていきたい＇

筑波大院生調査票を配付皆さん協プ）的であるが、言勤には気を使う。平索の活動で顔

の見える関係だが、細心の注窓を払い気を使9神経がすり減る思いだ。

神戸市に先日来の復輿住宅説明会の賀問車項を送っていたら1,1答が届く。再確認のために

電話もいただき感激。早速住民に回答を持っていく。

7/20 ふれあいセンターに窟きっばなしの情報晋類を各戸に配付する。センター役目が配布した

らよいが、…・・・気づいた者が行勤起こせばよい。配付しないと大呈〇惜報がこも箱行き。

梅雨明けするなり夏本番。夏日が袂き仮設の吾さは中途半端でないu 二度目の夏で栄養状

態が悪くなっているしそれと食中苺と脱＊等々にも気をつけて訪問活勁したい。

7/22 神戸の共同作業所でポラン子ィア活勤している者年から追絡があり、姫路で情報交換する。

震災後神奈川県から活勤に人り今も活艮りを統けていふそれぞれの思いを話しながら活動の

意袈を臣確認する。

7/23 自立したいと店舗物件を採されていた人が、やっと希望通りの物件があったと弧んだ声で

速絡が入る。その後がいけなかった。保証人は姫路市民でないと・・・・・・と言われ絶句するコボ

ランティシ活動の域を越えていることは協力出来ない。本人も言わないが、それだけに心痛

む。保証人がないと契約できない。明Eが怖いc
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戸別訪問するなり、死にたい死にたいと首われるので、死んだらいけないと受け答えして

しまう。言ってはいけないことを言~ってしまった，その人の気持ちに添いながら死にたい気

持ちが聴けなかった。日常的な受け答えをしてしまう c 活勁が情性になることが心杞r

7/24 復興住宅説明 地元NGO全1本会で熊職員を招く c 役所スタイルでペーパーを読み上げる

だけで内容がない。もう少しわかりやす（説明できないものか、難しく説咀するのが得怠な

のが~·・・。こちらの方が分かりやすく説明できるぞと忠ってしまう。

昨Rの不動産契約の保証人、やむにやまれず友達の酒屋にお願いする。ギプアノドテイク

でこららも儲けさせてもらうと快く引き受けてくれやっと長い 日が終わるc それにしても

持つべきは友造。

7/25 関学千刈セミナーハウスで講演 回数を康ねる毎に上手く行（。地域型／反設で/Cfかか

起きていると話すと、近くに住む人がいて、小学校の先生が怖い所だから近寄らないように

と子どもに首っていると話される。何が怖い所なのか・・，同囲で差別が起きている。周0月の

子どもが訪問したり、遊びに行くと活気が生まれるのにc 地域の学校が逃げないで取り組ん

で欲しい。体感学習0恰好の場所と思うが、衰災が時とともに風化して行くのが辛い。

7/26 サマーポランティア 県社会福祉協議会の依頼で2名を引き受ける U S地区を拠点に5日

問の活動予定だ。蚕護先生と単位目的の高校生。レクチャー後、計画表を作成し先ずは雰囲

気に馴染んでもらう。ポランチィアの発案で手の固かない所の掃除作業をしながら99の糸口

を見つける事にする。単発のボランティア 5人も参加するn

7/31 今日でサマーポランディア活動か終了すも楼極的に関わって（れたj,e見えなければ油

を売る人、人様々であふ参加動機に聞題があったと思うが、栽後まで単位習得の為の思い

を通した学生と話し合，たが、岡解し合えなかった苺は残念。

8/1 名古屋植田南小学校の『ふれあい姫路』 短時間で3ヵ所訪澗には無理がある。移勅

を考えているとーか所15分程度で所詮無理であるが子ともの串なので強／子二程を難なくこな

すコ峯内する立楊から苔えば余裕を持，た訪制をしてほしいc 次は最後になるかもしれない

daでこちらの希望も伝えたい3 ふれあいセソターで一泊して余裕のあるふれあいを企画した

し"•
姫路から神戸9(j 灘区の高手l住宅~西神中央•西多聞と仮設訪問が続（ c 吾さで子どももグ

ロ9キー気味，

8/2 神戸の串例研他会でアルコール依存症から立ち直った人に体験談を話Lてもらう c 体険者

の話には中身があり今後の活動に生かしたい。

先日の了ども訪問が,Cl旦になったとある人が言われるc お茶・メロンの用意が角但n 婚し

かったと苔われる人、人様々である。考えさせられる。

8/6 T地区被災者の声 ボラノティア支援を当たり前のように掟えている入がいるc 人蘭感甜

の気持ちを忘れたらいけない。当たり前~当然と思っているとお互いギクシャクするっ貧乏

はしているが~・・ r心のまで盆乏していない」と言われる。ポラノティア側にも黄任が有る

ょう芦考えさせられる言葉だ。

8/7 仮設支援 NGO 会謡浚の二次会で会遥営について本藷が出る。

①全国キャラバン科のあり方について，（会の意向が反映されていない。）

-95-



②NGOに集まる救援物賓の配付方法についてロ

Rフェリシモ助成金の配布方法の不99期恥二次会の意見が全休会で出てきたらよいが

祖織運営ヒの開題も出てくる J 苔えば頁仔が伴うし、百わなければ1肖化ぷ良になるし痛し

痒しであるc 二次会でも本音で話し合いが衿ててよかった。

上記の1牛で8/14有志が神戸に集まり打朋策を協議する。

①キ・ャ 9バ／隊の公開，（派遣講師991中間から昇る。一つ，"グループが受託するのでなく複数

にするc 出来たら NGOの目杢であるので車務局で専従スタッフを浬く。）

R報告を公制する。

R報告舎のマニュアルを咋ふ専務局の温かい支援。共同プロ）ェクトの公開（協力体祖lo

確立），肋成金額を公開する，

そ0/世［全体会の運営について）会詰が1曼性化している。情報交換の時間が少なくなってい

る。リラックスしていない（助或金OOOI系で顔色を見ている）r 横並びから士下関係が生まれ

ている，一部団体のKGOでないことを再認＇囲する。

桔論的には、参加するボランティアリーダーが他人車としないで会を盛り立てる車が大切。

8/9 2i白3日キャンプ T地区ー為校生と小田原に行く。新幹線に初めて乗ると聞きびっく

りする。

● （感想文 P200J 

8/11 コンサート 0157の猛威で食ぺ物イベ 9卜は出来ないが、猛著をぶっ飛ばそうと生ビー

ル経りをするa

仮設内でのア 9いかールが社会問題になっているが、衷夏の生ビールぐらいと軽い気持ちで

計画したが、結果：出散々でおった。思さでビ・ 9いのピ，チが上がり 9~ ラプルが起さる。・｝、

の男性は、隣の溝111に投げ込まれる。一人当たり 2-3杯と決めていたので生ピールが引き金

になったとは思いたくない。しかし、革件は起きた。椋因は根深いものがありそうだ。

長崎県のI9ランティアグループとの協力で表舞台は大成功だったが、哀では深夜まで串件

の後始末に追われる。

イベント内容について猛反省すべき要因を考える。洒専を訴えているのにこんな結果にな

ってしまった。今後はグ9e-9＇として、アルコールを中備しないことする U

澗題点］

①吾さでイライラがたまっている。

②明日の希望が見えない。

Rお互いが分かってきた中で、辛抱が出来な（なっている。

④日常のうっぶんを発骰した。

＠日常は1巾良くしているが、本心からではない，

⑥復郷．t宅の申し込みが20日にせまり、希望力所が少なくイライうしている。

⑦感謝の気持ちが薄らいでいる0

⑧大虎・女性虎がこれほど潜んでいたとは、寝ていた虎を起こしてしまった，

⑨何とかなるとポランティアに廿えている。

1反省点〕

-•-



①イベ／卜企画内容に問題が有った。

②仕民意識の高拐を引き出す関わりを求められている。

③住民の目立を促すには如何］こすべきかをしっかり考える。

④イペ／卜に参加する人、しない人がハッキ＇）してきた中でイベントの内容変更か必要。

⑤仕民間のトラブルの原因をポランティアが作ってはいけない。

•長崎ボ 9 9ティアの背さんご苦労さんでした。若者巣団だけに上手（輪投げも綿菜子も出

来ました。告子ともだった人も多数参加でき大成功。

・コンサートも最初の盛り上がりに効果抜群u

8/12 昨日の後始末に入ふ当事者同志で問題解決していたっ取り越し苫労で済めばよいが…心

T地区一息子の暴力で岩は位［針も縫い、顔は腫れ上がり紫色、足］よ骨折コ肉較と言うことで

苔察対応にならな見父親がこれで緑を切るといって手切れ金を渡し、ほうり出したと聞く c

いろんな問題が起きている。ポランティアの限界を改めて知る。

A新問記者が戸別訪問に同伴する。現実の厳しさを目の当たりに Lて心痛み落ち込まれる。

閑宴をペーパーにする車はプうイパシー］こ胆れるので触れない範囲で何かを発僧して19しい。

瑚lるい話題は少ないc

8/15 夏ばて防止のチラ／とポカ'） (2本）セットを各戸に面布する。直接効果を期待するのでな

（、これを媒体にして人間関係を築き＿卜げることと、健康に気をつけてとの惹味を込めて。

雇用保進事業団住宅で復興住宅説明会 ポランティアが活動していないところで。説

●（会］よ行政がするとの先人1阪 忌初は糾l9会の様相。県外被災者の

悲個さをマスコミが取り組んでいるが、仮設住宅外の県内被災者も取り残されている。これ

から情祖も提供したい，

8/16 S地区.-43オの女性が、夏パテと県営仕宅の保証人が見つからないと落ち込み（梢神的な

ストレス）熟睡出味ず、全身］こジンマノンを出し救急車で緊急人院する。大車に至らなかっ

たが、な］こが起きるか分からない。保証人は、盈終的にャランティアが宕任を持つと伝え安

心感を持たせる。県に免除をお・I9いするしかない。

8/17 アルコール依存症（女性）と隣人大婦がこと有る車にトラプル。壁に防音材を張るが問題

豚決につながらない。これ以上放湮できず、神戸市に連絡し仮投内移勁の準備をする。原因

者が部屋替えするのが原朋であるが、当車者とは以前から関わりを持っでいたので、単訳を

話すと快く了解される，部民咎又はポラ 9ティアが協力することにする。前例を作り今後が

心配c ごの件については、上手（いったが．．． o

.................... 
~ ~ ~ ~ ・ ・ ・ ・ ←・ ▲ ~ ・ ▼ ~ ~ ・ ~ ・ ・ ・ ・ i 

『一苫コメノト』無迎して問迦解決1ここぎつけたが、一ヵ月後1-隣人が関東方面へ月lっ越しされ

た。怠に引っ越しになったと郎（がスッキリしないc

8/18 『あつまろう姫路』 JC主催の1化しで団体活動を市民に発信する。 NGOの全国キャラパ

ンも協力してくれる。震災写賓、かれき展示、パザー、メーンステー）で被災地の現状を殺

生するし炎天下に25名の仲間が築まり、各人の持ち場で頑張ってくれた。フリーマーケ"

で頑張ったK氏19、終了後119水状態で倒れるか単なきをえる。フリーマーケ，卜も大盛況で、
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日用品は飛ぷように売れる。 1年7ヶ月経過し裟災地から 40キロ離れた姫陀も風化が進んで

いるc

住宅内駐宙場に止めていた目家用車の前にお年寄りか帰りを待っている。 3~4日間お金が

なくなにも食ぺていない。お米を習うお金を貸してくれと槌るように言われ小額貸す。

8/20 県こころのケアセンターに久しぶりに立ち寄り姫99の近況を柑告するo r，Til寺も丁京1こ聴い

ていただき、 9 1レスの発散が出来る。

阪神コミニティー集金串務局に立ち寄り活勤助1成金について確認すふ遠隔地では広域的

な活勒が出来ず対象となる牧件が見当たらない。採択してくれると資金的に楽になるが。い

ま一度仲間と相談してみふ申消は簡単と聴いていたが難しそうだ。

被災者復輿支援会識車務局にも立ち寄る。何時し温かく迎えてくれる。ここでも姫咤の現

状を報告するC 特に復興住宅転居後の諜題、「日市民と新住民との融合、共生が今後閑題にな

ってくる。今から長期の展望にたって活勤を考えていると伝えるc

夕方神戸の仲間と灘区の地域型仮設訪問をする。 リサーチと戸別訪問をする。問題が山稜

している，福祉生活沓金貸付がはしまり、関係者に用紙配I寸する。記入車項が多く大変こ

れでは希望者が限られる，

M地区一高齢男性 (90オ）が、復興住宅申し込みと同時に引っ越し準備に取りかかる。話

を聴（と私が当追しなかったら誰が当たると南齢者は絶対当選すると、引っ越し用のダンボー

ル手配を依頼されるc •• ••落選時を思うと今から頭が痛応準備には協力するが、ほ船者優

先枠はない。倍率は 3、31音で抽選結果を神に祈るたけだ。

雇用促進事業［寸住宅へ表援金巾し込み目紙と放渚自転車を持っていく，

i51し人から百度の借金巾し込みがあ応一度1よよいが二度となれば考えさピられる。生活

が困窮しているなら19と、生活保護の話をするが 1年金額の上棺み）罪解されず、今匝だけ

と再度貸す。

8/23 昼休みに）ファーで仮眠する。目を覚ますと天井がくるくる匝lふ時間をおくが落ちつか

ない。心配になり保健室で佃圧を測ると 98~148で下が少し高い。気になっていたが、やは

りてが高いc ス"スと唾眠不足が原因といわれるが ・・活動してしまう。自分のことは自

分で管笠しなければ誰も管理してくれない。労りながら活動することとする。

T地区一霞動あんま機を先日埓ち込むが、早（もトラブルが発生する。一人の人が長時間独

占している，何とかならないかと・・り一人当たり 20分使用と張り紙を張るが、守らない人も

いる。自分たちで運営する気持ちか見えない。数人の不心得者が問題を起こしていも善良

な住民が気の者コボランティアも気の番。

8/27 第二次一元化募集に応募しなかった人のコメント。

①弓iっ越し代が心配である（栢社生活資金を19,)ても返済してければならない）

②病人がいて今は勤9ナない。

R思ったところがない。慌てることはない。そ 0 うち汁」街地に住宅が迎つ。

④今の生活が安定している。

麟後まで残る。

R姫陀に永住したい。
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⑦弓lっ越しするエネルギーがない。意欲が切かない。

各人各様の思いがあふ私達ば41も早い生活甚翡の確立が必要と思い、今後とも恒久住宅

転居の手助けをしたいa

8/29 S地区の元気な役員さんの一言買い物している時に、この品物は家にあると思い、買

わずに帰ふあると思った物は、展災前の家にあった物で、気持ちの切り替えが出来てない一

元気印の人も9月の中は以前の記憶だけが鮮明で、忘れられず切り替えか出来ない。改めてこ

ころの傷の深さを知る。

藉森先生（聖マリアンナ医学研究所カウンセリング部長）から霞話が入る，音舌の中で今一

番困っていることはと尋ねられ、活動資金と正固に伝え、活動への援助をお額いする。

8/30 筑波院生調査 夏場なので遅くまで活勁できるが、それだけオーパーワークになも生活

保護受給者が、歯医者に行ったら生保者は診察しないと言われ落ち込んでいふ診察前に市

役所から医療券をもらい、該当する区者でなけれは診てくれない，説明すると分かってくれ

た。それにしても束綽される要素がありすぎる。

8/31 元気印の Uさんの落ち込み 何の心配もない人が何故と恐る恐る話を聴いているうちに

原因が分かる。主人の年収が涸額で復興住宅0入届条件にあわない。和分だけ応芽出来ず取

り残され、追い踪められているc 情報小足で公団券免を知っていな叫高額所得者用の物件

を紹介する n それにしても落ち込みが心配だ。

T地区一仮股から仮設への移助が多い。．早く帰りたい人はエネ｝9ギーの有る人で前l祠きな人

だ。通勤だげの問錘ではない。想像する以上の望郷の念からロ

一人、二人と転居して住宅内は虫食い状態が進む，取り残される人への支援がますます必

要になってくる。

9/1 医者に行きたいが、様子が分からないので教えてほしいといわれ、近所の医者を紹介する。

文化仕宅へ弓lっ越しする人から、手伝いを依頼される。

Lー地区—役員が、目立されお食事処を開店、お祝い 1こ駆けつげる。ボランティアが多数駆け

つけ大変な賑わいだ。気になることは、仮股住民の冷たい目。喜ぴを共有出来ない・・・・。今

後の動きを見守っていきたい。奥さんが入退院の繰り返しで身体が心祝だ。民後の力を銀り

絞って開店にこぎつけたように映るが？

子どもに関わりたいと数人のポラ 9ティアが参拍する。十字架が大きく見えるので外して

もらう c 目立った宗教品勁19住民の反感を招く，継続的な関わりをお廊いするか、今後続く

かどうか、浮ついた気持ちでは活動できないc

『一言コメ 9卜」文化住宅へ転居する人の本心，復輿住宅が当たるまでいたか9たc 周囲と上手

くいかなかった。いやみを毎日のように言われ仕方なく文化住宅へ行く。いじめの犠牲者だ。

し~ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ~..~ •• ~ ~ ~ ~ ~ ~▼~ ~ ~ ~ ・ ~ ~..”•~ ~ ・ ・ ~ ~ ~ ~ ・ ~ ~ ~ ~.. ~ ~ ~ ~ ~ ~.~..~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~••· ・ ・ ~ ~ ~ ~ " ~ ・ ~ ・ ~ ~ ・ ~ ・ ・ ~~ ・ ・ ・ ~ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ~ ・ ・ ~` ~ ~ ~ "..•• ~ ~ ~ ~…~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~...·············' 

9/2 風当たりのきつい棟の屋根が、 1粒り上がっているので修班を関係機関に依頼する。

9/4 前途多難な自立 ［地区~ー自立され寿司屋を宮まれているお店に行く。お客さんが絶え

間な（来て繁盛である。主人も感しのいい人で9f感が持てる。久しぶりに楽しい思いをするr

立派に自立され仮設住民を酒い入れ、姫路に根づいておられるc

33. 



首筋と後頭部が重い。血圧が気になり1呆億室に行くと 104~137で下が馬応思えば思うほ

ど気になる。落ち込みが激しい。プラス思考がモットーであるが、持ち味が出せない。休み

なしに走り続けたが、神さんか少し休めとメッセーノを送っているのかも知れない。

神戸の仲間からジャムのお括分けがある。有り難い。神戸には色々と救援物蛍が届くが、遼

隔地の999各には届かない。距離惑と共に遠隔地は忘れられているのか…..。

お食事処を開占され1傾調な滑り出しであったが、呉さんが再入院される。無淫して開店準

備9こ撲わっておられたが、こんなに早く入脱されるとは、病気（癌）も末期に近づいている。

主人が厨房に入れるとは思われないし・・・・・思うようにいかないと何時でも店を閉めると首I9

れる。使用人が指示したり勝手な振る舞いをすると何時でも閉めふ過去1こも閉閉店 (22店）

を繰り返しな時には自分を殺し馬鹿になることも必要と話すが、聴（耳を持って（れない。

話しをしていても気技れする。奥さんが病気を押して開店までこぎつけた気持ちを大切にし

て、商売人になってほしい。

小規模団地の遊数施設購入0宰務手続きを代行する。窟用促進事業団住宅に音転車6台搬入

する。

9/6 事例妍修会 行政が仮設住宅担当に「ふれあい交番」「9ェニ 9クス推進員J「民生・児窒

委員』敢近では『生活支援アドバイザーJ等々の制度を作る。各委貝とも活動がパラバラで

連携がない。各人の立場で守秘義務を守りながら仲良くすることが必要だと思う。職務上知

り得ICOO人惜報を自治会役員と共付し、トラプルの元を作っていることもあるc 今後が心祀

と問題捉起する。今後問屈がより複雑化する中で、支援者が卜うプルメーカーにならないこ

とである。器（型）ができても所詮人である。行政支援者は被災者心理とか傾聴・守粒衰務

等々の研修後に現場支援に出てほしい。ギランディアの切なる願いだ，ポランテ，アが行政

支援者の後始末をするようなことは避けてほしい。

スーパーパイザーから今後姫路の仮設が無くなってもポランティア活勁は辞めないでし 9

う。やめることは出来ない。今後ライフワークとして息長く継続的に関わってゆきたいとは

っている。今はパーンアウトしないように99猜感を匿き撫理しないことと激励される。

9/8 『仮設住宅におけるポランティア活動』講演市内の民生、児童委員の団体（第三民

協）総会で民生、 [9産委艮として0活勁実栢が、仮設支援活勁につながったことと実践場所

を頂いていることを発信する。各人の立場で一歩前進した活動をお願いすると共に、 99路に

も1反設住宅があることを忘れないでほしい。 (1中間内に話すのは緊張する）

9/lO プラカレの研修生を仮設住宅9ご案内する。思っていたより痘壊か良（明る＜楽し（生活さ

れているとのコメノト。引率0H君はT・S地区を比較して「人の和』と「人の温かさ90}迫

いを直観的に感じられたようだ。

9/12 ポランティアの疲れ おこがましい言渫かもしれないが、被災者が~一次被災老とすれば

ボランティ 7は二次99筈者だ。 SOSを柑している神戸の仲間も多数いる。どうすればこの現

実を知ってもらえるのだろうか？消滅しつつあるエネルギーの再構築が今後の課退。ボラン

ティ 7に対するポランティアが必要だと強く思う。

9/15 パザー T地区で桜ライオンズと共同で3 大変な賑わいで収拾がつかない出来宰も起き

る。 8常雑貨品が飛ぷようになくなっていく。お金暦けが目的ではないが、支払いせずにも
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って掃る人、時間前に手をつける人・".etc様々な人がパザーとなれば参加されるc

活勁後のふりかえりで、尿近参加した1中間の顔を見ることができた。活動前と活動後のミー

ティングが疲れを癒し問題提起ができ次につながる，初参加の大学生は、指示を待っていた

ら終わってしまっに自分から半先して参加出来なかった。今日のイベン，~も無苺終了。

藤森先生からFAXと心温まる19り物が届く。心優しさに感狼する。元気回1夏の何よりの妙

梨です。温かいコメントで疲れが癒される。

楽しい― EげったC 99に感用、仲間に感謝、家族に感附。

9/16 大阪より戸別訪問に参加姫路と大阪との違いを話し合う。

グループ内9a悩み、自治会と 0関わり方等々について話し合う。ボランティアが自治会中

心の蜀きをして、主体性がなくなっていく活動にイライラを募らせている。今後はソーソャ

ルワーカ的な活動が主体になるが、これに対しても理解がない。活勤後のふりかえりに自治

会役員も参りDしているが、何もかも話ずのでプライパシーがなくなっている。お互いの課恕

を話し合った。

[T地区の住民の一声）

"入居時に、畑の野菜泥棒がいたか周囲09人は今との様に思われているか？

・目販機でアルコールを買い、立ち飲みしながら空き缶・ビンを田んぼに捨てる人かいる。

・弁当を道9名で食ヘゴミを局辺に叡らかしているc

"草むらで不純行為をしている。

説路で神戸の恥をさらすことはない。一部の心ない人の行動が仮設の人 1が…~と思われるこ

とが辛いC 9反設周辺の自治会役員に聞き取り窟査をする。今のところ問題は熊いといわれた

が・・ ・ ・ ・。
9/17 社会福祉協諾会に T地区の住民の連絡串項を報告する。ふれあいセソターの速宮について

は、少数の閃わりでなく、 S地区のように定期的な運営会議の即●をお願いする。住民がセ 9

ター運営に対して、イ＜平不満を屏らせているc

役員閻の不協和音が目につく。色々と相談を受けるか、センター役員の自立が必要である、つ

9/19 健康ランド招待 朝日新聞厚生文化珀業団の助成車業として2ヵ所の小短模団地住民を招

（」罪索はユニットパスで足を19iばすことが出来ずノャワーのみと言われる人もいる。今日

はゆっくり湯船に浸かり、身体もこころも＇}ラックス r 惑激したことは嵌高齢者 190歳）と

人工透析を受けている人の参加であふ火食裳で食事を取りながら前向きな雑餃に花が咲(。

90オ0Sさんはナスピの煮つけ方、カポチャの炊き方、味叩汁の作り方の手ほどきを受けて

いる。色々 c聴きながらチャレ ,0されることに、 99の下がる思いと自分に涯き換え何が出

来るかなぁと問いかける。住民と楽しく過ごすことができた。
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ • ~ ~ • ~ ~ ~...... ~ ~．~ ~ ~ ~ ~ ・ ~ ~ ・ ~ ・ ? 

『一言コメント1『対人援助に措わる者として』疲れが溺まっている時『作り芙瀕で活動すると、そ

れ以上に綬れが滞まる」「疲れた時に、疲れた顔を見せるのはまだよいが作り笑顔で接ずると相手

に失礼である」

9/20 p、しぶりに入居確認する。概ね確訟できた。

ー901-



9/21 ポランティア事前学習 上郡高校一仮設の現状と活動の基本的な注意宰項を伝える。学

生の熱気に圧倒されるc 岸発でも若さという武器があふ今後の活動に関わりを持ちたい。

""テ 9 アがイ9足気味な時期に、蛍重な存在であると詞時に育てていく楽しさも味わえる。

T地区・I妥員からf0]回も呼び出しを受けん延ばし延19し1こしているとストレスが溜まる口

依存心が強いので、今は距離を湮くことに徹している。依存させてしまったことを反省する。

携帯咤話の呼び出し音で血圧が上昇する。連続して3回蕪声を浴びる。住民のイうイラした

気持ちは分かるが、何でボランティアにそこまで依存し黒声まで浴びせるか？依存させてし

まったポランティアにも者任があるが3 けたたましい音1こ怯える。罵声が耳元から瞬れないc

携将奎話を一時手放し何とか怠場を凌ぐ。

9/22 復興住宅抽選結果 午後から戸9り訪9H。そっと仮当選の通知筈を見せてくれる住民もい

ふ当選してもは人に気兼ねして率直：ご喜ぺない。

ふとかえりで3ヶ月ぶりにIiさんと心の通いができ、これまでおむつ替えを拒否されてい

たか、本人からきしょ（悪いから取り替えてと言われ取り替えることが出来た。'"'「やっ

たー』と言う気持ちた。大きな壁が一気に壊れ距離が近づ心諦めず訪問したものだ。 19開i

の成長はグループの成長で仲蘭一詞再びに浸る。

9/23 扁用保進単業団住宅へ銹衷器具を持って行く c 少しでもお裾分けが出来ればよい，

9/25 仮設支援NGO会議 運営が行政的になっている。深まりがなく上滑り。建設的な発言が

あってもビシャリと幾杖的に冷た（いなされる。いま一番望まれることはポランテ 9アの賓

の向上とポランテ 9アに対するケアである。会蓑後の気の合った仲間とお酒を飲みながら譲

論する時が、，番楽しく充実した時である。本音で話し合いができる。この雰囲気を本会譲

に持ち込まなければならない。全体斉任として会を盛り上げなければ自然消滅だ。

9/26 活動資金見通し 藉森先生の紹介で、ートネットワークセンターの委員長と出会うつ活

動説明と今後の支援をお賄いする。

小規模団地に支援者から届いた季節物の梨を届ける。

9/28 T地区ーちぴくろ救援グループの応援を待て引っ越しをする。毎回お願いしているが、何時

も快く引き受けてくれる。ありがとう 1

9/29 芋堀り S地区ー9 マイタゥパスー台で竜野へ行く。こころ豊かな人つくり運動の仲間の19J

力を得て企圃する。殆との人が、初めての体験で堂心に返って芋づるを引き上げる。何化も

連ねて掘り士げては大杖声である。土に親しも楽しさを味わがお土産も」頁＜。ネ，トワー

9がここでも生かされる a

9/30 復興住宅j自選結果 M地区の90オのお爺さんは落選だ，高齢者侵先でかすかな希望を

持っていたが？申し込みと同時に引っ越し準儲、結果的には36倍の倍率でだめでしに落胆

を見せず、逆にポランティマを浙励される。次の募果まで元気でいてほしい，それにしても

市内四箇所の当選者は］1］名そこそこである。これで1が先の希望が持てない。仮設から1反設の

当選者は20名弱である，仮股間移動の当選者は引っ越しされるかどうか分からない。 19芦1ご

帰りたいとくちぐせに言っている人の希望を一日も早（かなえてほしい，神戸の地で人生の

終末を迎えたいと悲嗚が蘭こえる。

10/2 不在者投票 衆議院の選挙が近々にあるが住民栗を99路に移勤している人は少ない。和を
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出すためには菜権はしないと高齢者の声c 権利を行使しないで行政にものを言うことは出来

ない。脱帽。

姫路でもが、ふれあいセンターで出来ることになる」

10/3 会摸で神戸に出向き、神戸駅を降り立ったとき女性から『疲れた人に幸補と幸せを送る話

をしたい」と寄ってこられる。技労で影が薄くなっているのか・・…元気張っても阻すことは

出来ない。

10/6 焼き肉パーティー T地区ー 100人ほど参加される。初めて参加した癌校生の感翠皆

さん落ち込んで暗いと思っていたが、明る＜屈託な（生活されているc 監獄みたいに暗いと

ころと思っていたが、仮設仕宅は明るい環焼で良か 9 たと「百聞1ま一見9こしかず」。

10/10 S地区ー自治会長の一言「ふれあいセンターの運営が上手く行991が行（ほど、面白くない

人が出てくる。生活に9llれてくると周190のことか気になり、辛抱が出来なくなふそれなり

の生活安定が生しると1月囲が見えてくるのも自然な成り行きだ力¥中"'が始まり今後が心配j

冷静に住民心理をつかんでおられる。活動から気づいていたが、役貝さんから聴かされると

は……。コミュニティーがこれから酋崩現象で崩壊していくだろうが、巻き込まれないこと

だ。

10/10 藤森先生のご好窓で税地訪問とヮークショップを受ける。

T•S地区共ふれあいセンターで一般的な説期を受けた後、数件戸9l]訪問をしていただく。

アルコール依存症、精神病、老人性被害妄想、ゴミを捨てることのできない人、閉じこも

りの人、社会適応のない人等々深刻なケーフ、が山棺する中で、行政が本腰を入れて取り糾む

唸期が来ている C ポランティア〇〉活動範固は限りがあるし限界がある。生活指導までは関わ

ぶ中とりがなく、今ダaところ社会資源にアプローチするしか手がないu

グループワークから出てきた課賄（参加者・ 99詑、神戸、大阪の仲間）c

①ボラ 9ティアと住民の距離1感03取り方。深入りいしない方法。依存させない方法。

出来ないものは出来ない。 Jlt方だけでない蛍方にすれば皆さんにしなければならないとt
って上手く逃げる（かわす）方法を見つ 9ナることc

②グループワークのできない人への対応。ふりかえりの中でグループ活動の良さを話す。ダ

ループ活9カの基本的な珪念を決める。等々の毀善の方法を取った上で、最終的には自分で

活動できる人だから1中間から卒業してもらう e

Rポランティアはお人好しが多い。受け入れられないものは受け入れられないと自分の京思

を伝えることが必要だ。判断出来ないときはグループで判断するc

④取り込まないで社会資源につないで行 (c これまで以上に社会資源につないでいく。

⑤柑手の「怒り」を受け流すゆとりも大切であふ持っていき場のない怒りをポランティア

に向けられる。個人的に向けられている 8)ではない。

，何かしているのではなく、活勤99人と人との関わり。

・火の玉のように活動している人がいる（臣災当時活動できなかった罪悪感を匝している）受

け入れる度塁の大きさを持ちたいが、あまりのエネルキ-にチームワークが乱れるC グルー

プに持ち帰り徹底的な話し合いが必要c

各人0悩み、裸臨が共有できた。索晴らしい仲間に恵まれているコ批判しないで評価でき
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10/13 神戸市透苓管哩委員会からふれあいセ 9ターに届いているふ在者投票の案内文を各戸に

配布する，必要な情99がセンターに埋もれることがしばしばあり、気づいた時に配布するが

・りりセンター役員にお願いする行政にも責任がある。惜報過●1で選択肢か多すぎる。役貝も

住民ポランティアであることを再認識してほしいc

1地区 役艮交代があり運営黄使途］こついて住民の不個が墓る。住民間の疑心暗鬼が心配，

指導している社会福社協譲会が全面に出て説明すべきだ。こんな状態では交代のつど問題が

生じる，お金か絡んでくると住民のコミュニティーが崩れてしまう。ガラス細工のよう］こ一

気に懐れ残念だ。関われば関わるほと達った方1•へ向く。静観することか今一番大切なこと

か？

1中間のご主人から「人の命も大切だが自分の命はそれ以上に大切だ』と活勁に対する見頑

しを忠告される。パーンアウト寸前で失いかけていたものを取り直す。索睛らしい/'"]]に忍

まれ感無品である。携帯宦話を手放すことを重ねて忠告されるc

10/lS 新聞を見て大ショック！ II曰に固期的な判決か出たのにu 19間の期待を追切り丈も

無免許で逮捕されふ執行猶予期間中で無免許であったと新聞記者から聞かされ初めて9Uる。

衝槃的な卓件で言薬にならないc あとは新聞報道を見てほしい。宙天の福窟C （資料参照）

r • • • 

rー言コメ 9 卜」芸察から参考人巽壱を取られる。新聞各社からは取材攻登もあるc 気持ちの整

理が出来ないままに追いかけられパニック状態た」

" ・ ・ ・ ・ ·~ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ~~ ~ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ~ ・ ・ ・ ・ ・・ ~~ ▲ ~• ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ~ ・ ・ ・ ・ ~ ~ ~ ~ ・ ~ ~ ・ ・ ~ ・ ・ ・ ・』

10/18 大同生命サラリーマン助成金贈呈式に出席

全国から助成団体、個人が集まり華やいだ雰囲気であふ最高に涸しい一時でし応活動

が評冊されての助成。社会的に認められると認められるほど宕任が伴う。

10/20 危篤 センター役員の奥さんがとあぷないと連絡が入る。・・・神戸廂船大学の避難所か

らの付き合いの方で、偶然にも T地区仮設で再会し、入屈時の混乱期にコミユニティーを築

き上げ、お！占も開店され｀これからとい 9時1こぃ心無理に無理を重ねセ 9 ターと生活再廷

に奔走されたc 医療晋免除が切れ医者とも疎遠になっていたc 掛ける言葉もな9¥。・・ ・凶会

いは刈れの始まりというが・・・・・。悲しみに沈んでおれない、 S地区で焼き肉パーティーの予

定。明る＜振る舞わなければならず、気持ちの整理が出来ない当初自治会と折半で『ll前を

進めていたが、一部役員のクレームで単独•.業とするしポランティアと住民の共后J苺業に意

袈がある。与えられるばかりで、作る楽しみを忘れているc 休日でも参加者が少ない。圃々

の動きが活発になっている。

10/22 T地区4心文吾がボストに入ふ差し出し人は署名入りで直ぐ確認が取れた（相神弱者）。

近所のJ心気味悪いと騒ぎ立てる。仮投内移助で入居者のいないところへ追いやろうとする。

問弦肱決にはつながらない。先ずは親族に追19し病院を紹介することにする。またまた深入

りをしてしまう，以前から叔父さんと関わりを持っていふ連絡を取り善後策を考える。

子とも支援の会から屈いたサ 9マイモをごヶ所仮設の自治会に配布をお願いする。救援物

賓をこのような形で持ち込むのは初めてc 手渡しふれあいを第一目的にしているのに・・ ・。
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今後は自分たちの出来る範囲の活勁が原fl']であり、ボラノティアのボランティアは望まない。

~ ~ ・→ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ~ ~ 1 

： f一言コメント』社会資源には立ち入れない—ー線がある c それを補うのがポランティア？

深入りすると当てにされふ悪循環が生じている…，~考えさせられる。

i ......................, 

10/27 岸和田『小さな友の会』主催の講演会 県外避難者の現状を聞き胸が荊むU 県外避

難者も大変だが、遠隔地仮設も同じ n

りん（う助け合いネットワータの案内でりんくう仮設を訪問する C 以前から遠隔地仮設で

活動する仲間として遮携を取っていた。生活環壊は厳しい。

10/28 T地区梢神弱者の問迎を社会資源につなぎ病院の紹介を受ける。専前に神戸市内の仮設

移勁の了解をえる。これは本人の希望を聴かなければならない。

霜話で親族に病院招介と仮設間移動について連絡するc

M地区ーリニウマチ患者が、冬の灯油の購入について悩んでいる。考えれば考えるほど落

ち込むと言われる。心配しないで協力すると再度奄話番号を知らす。思い詰める性格。リュ

ウマチの症伏を初めて知る。

生活保護者の引っ越しが具体的になり、引っ越し費用について柑談を受げる c 行政援助が

ありケースワーカヘの相談を進めふ制度が分かっていても具体的に説明しない。間途いが

生じると迷惑を掛ける。行政は率前に教えるぺきだ，弱者に対して半歩踏み出したサーピス

を願いたいc

午後7時頃、市役所轍員が未収納1こなヽ 9ている保健料を取り立てに来たが領収筈を匿いて行

かなかったと訪問時に言われる。 1荻設で老人相手に詐欺享件が起さているとマスコミ雑酒も

あり敏感になっている，交番に早遠届ける。結末はl駁託戦員が国民催康保険料の未収訥者を

訪問し巽命していた。神戸ではこんな遅（集合はしない。身分柾明杏を見せなければならな

い。人騒がせな一件だった。

10/30 県民局の取材 こころ翌かな人作り運動惜報誌19戟の取材である。協力は惜しまない

が、掲球されるたびに辛い思いをする卑：もある。

11/2 上郡高校ポランティア T地区の現地案内をすふ事前労習していたので、学生の緊張

感は薄い。手作りの町愛いマスコ 9 卜を媒仏に戸別訪問とタリスマスの飾りつ！ナ品の準備を

住民と共同作業で仕上げていく、~若さを武器に仮設内一杯にエネルギーをふりまく。

今日からヤンターの当番制が廃止になる。何か寂しい様な・…琵散としたセンターになる。

人が居ないと入りやすいメリットはあるが・…。

仮設閤移動とか恒久住宅の引っ越しが始まるとやり切れない気持ちに19年新しいFり出で

を喜んで見送りたいが、張り詰めた気持ちが切れていくようだ。何とも言えぬ気持ちだ。別

れが寂しいのか、活勁場所が無くなる寂しさなのか私には分からないっ Il]会いは別れの始め

と言うもの。別れ上手にならなければ・・…・n

11/3 T地区ー7 アルコール依存者に堪忍袋の尾が切れてタプーを言ってしまう。 10飲むだけ飲み、

お金が有るだけ飲み、行くところまで行けば後は救急車が迎えにくか』と言ってしまう，ー

人暮らしで寂しがり屎でお人好しである。ただお酒と紺が切れない。孤独感の解消を寵い関
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わりを持って来た。下り坂をスピードをヒげて落ちる。社会音加でアドバイスを受けながら

支援するが…・・9R界広

いやみの常皆犯が、生活に困り泣きついてくる。住宅内でも浮いているc 最終的にはポう

ンティアを穀って来る。出来る苺しか出来ないが、危機介入。
J " " ~ ・・彎

『一言コメント』病院手配と医療菩免除を社会資源1こつなぐ、ケースワーカは『しらふ」で窓口に

来いと言うが、ケースワーカは、アルコール依＃症の病状を理解しているのか？病人に病気を應

してから来いということか・・・・・・『飲んだくれ」としか思っていない0では？

91/6 T地区—埴域宅人会と積極的に関わって米た人が、仮設間移勤で9り神ヰ央へ引っ越しする。

住宅内で仲間作りに励み、パランス感覚も優れ＇)ダー的な役割をこなされた c 地域老人会と

の交流も活発にされた。―•日も早（神戸に帰りサークル仲間とハイキングをしたいと帰って

いかれる。生きかたが前向きで、目立された）、C ポランティアとすれば今しばらくいてほし

いが、自分のことが一悉大切tふ率だc

11/8 市民ポランティア実践講座 大阪に出向く。今回から UHPで仮設の現伏を説明するU

仮設の状況は日々変化しているので的確に発信したい。特争すぺきことは、女子高校生が2名

参加していたこと fら平日だがチラジを見て来ている。学校の授業より魁力があると真9Iiな

眼差しで聴いていたc

19/9 『ポランティアの今の課覇・展望』 神戸の集いで話し合う c

ポラソティアが長期の関わりで疲れている。ポランティアか糾織化される中で上下関係が

生じる。ピラミッ 9'型（こなればなる (iと夕店」りになる。行政との涯憐方法についても話し合

ぅ。どれ一つとして99論は出な八各団体の抱えている問題をパ 9ラマ的視野で見つめる罪

が出来れば何かが見えてくる？

鷹取教会内FMわいわいに出演 スタ Jオに入るのは初めてである。緊張感1ま余り惑じ

ない，お喋りしている届りに一時間が過ぎた。いい経験をさせてもらった。出演料として●0j

子台仮設住宅へ案内してくれた。事例研修会の（中間0活動場所。 9伊9各仮設の不便さをいわれ

るが、比校にならないほど交通の便は悪い。目然団培も厳しい。山の頂上を"，,り取った曲成

地で、里から吹き上げる風で、湯船の水も薄氷が張ると問く。先日起きた火享現場も見るか、

一棟 (6棟）を一瞬に火り9手が造ったらしい。新建材と天井が低いので火の走りは想像以上迄

逃げるのがやっとで火車の怖さを改めて知る。もし深夜であれば大悟事になっている。 2年目

0冬を向かえ今一度気を引き19めないといげない。何もかも無くなってしまう c 二次災害I云

避けたい。

TルコーJ咋依存症が社会1目題になっているのにミニコープの陳列にはアルコールが所狭し

と陳列してある。これでも以前より縮小されたとか"…唖然とする。

漆境面の悪さも気になら路地は未舗装で強屈に耐えるようにアンカーが取られている。

アンカーが相互に交差し真っ直ぐ歩（ことができない。 99大の石もゴロゴロしている0 これ

では社会弱者は生活できにくい。この状況を見て姫路の方がずっと環境1えいいと困った。

91/90 芋堀り T地区紐民と，急に取り止める人がいふ何時も同し人。準儲者の気持ちも
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酌んで欲しい。次回からは誘いたくない。

初めての方が殆とで、備中を振り上げ掘り起こす，こんな大きいのが重なって揺れたとか、

途中で切れてしまったとか、はしゃいでいる姿は幼稚園児〇芋堀り速足のよう c 今回もお士

産一杯いただき参加できなかった人にも配付する。

T地区一 Yさん、人相が変わり、人が変わったような振る舞いである。話を聴くと室波が

飛んでいる・ 教を信仰しろと深夜 11ll寺～2時頃） 9こ冤波が飛んで来る，窓を開けて追い出

す。話を聴いていても霜波が飛んで来ると話す。蜀こえないのかと苔われる。重症c 私達が

閾われる病気ではない。社会蛍源につなぐ，以前にH本刀を持っているとか、最近9肌

丁を買ったという e 病歴もあり大学病院へ通院している。一人苺らしで服薬が忘れがちだc

カの限界を知り専門家につなぐことにする。

郷り合いの住民が、アルコールがないので貿ってくれとせがんでくる。毅然とした態度で

何を言っているのかと叱り飛ばすc 住民の甘えが見え隠れする。 99読活勅のマイナス面をみ

せられた。

光熱菩69滞納者（＋数名）の多さ9こ覧く。ポラ 9子ィアが関わる問題ではないが、集金艮

のこころケアが必要である。有求必応では身体が持たない。神戸の恥を姫詑でかかないで。

NHKの取材 遠沼地から何かを発信したいと熱心なアプローチにお答えしたい。

99/11 長野リンゴとお花 M地区一支援者よりの品を配付する。

S地区一医療晋が払えず、持1酋を恕化させている人を救済するため、知り合いの医師妥訪問

する。国民箭康促偉は入っているが、切り『占めた中での医療●0又2割負担はきつく病院へ行け

ない。領を下げてア・ウンの呼吸で引き受けてくれる。赤ヒゲ先生に感謝感激だ。

『一言コメン~」 それ以後、毎逍通l浣している。持病は一遥一退であるが、空気のよい姫路滞在

中に少しでも体，'1を整えてほしい。『負方との出会いがなければ今日の私はありません』と感謝

の手紙を受けました。

11/12 観葉植物を配付 ~市内四ヶ所一ふれあいセンターに個く。閑骰とした部屋が気になり

← -ll寺でも花を見て、心を利んで下さい。花を愛することは開日につながる。花も咲き実も結

ふ

県こころのケアセ／ターに姫路の現状忍発信する。伝えることで国の1甘か下りる，何待か

現地に赴いてほしい。何時も丁寧1こ時間をかけて傾聴していただく。

IIさん昨日大学病院へ行き、沖射と薬をもらい神戸で休養が出来たのか安定しているコ独り

堵らしで薬をついつい忘れるようだ。あまり薬のことを言うと嫌がるし、関係が切れない程

度に関わりを持つ。ヘルニャを忠って、慟ける身体でないが、無理をして蟄備会社に行って

いふ生活保護を進めるが、恥ずかしくて受けないと答えふ無理すると病気が出てくる悪

循環である。

T地区一社会的弱者を仮設内移動させる勤きが出ている。移動させることでは問題解決につ

ながらない。人権を熊視し侵害していることに腹立ちさを感じふ共生時代でありながら、す

ることは残酷だ。具いも0には菟をすふ行政支援者が加担していることに怒りを感じる。
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声なき芦に耳を傾9ナて・・・・。

11/16 T・S地区ーハイピ7カス等の花をへ配布する，

．．．．・先生の9召介でユニベール9オ団のポランティア請底に行く。 l2回シリーズで殆どが大学

教授。現場の専門家で発信する。対象者は仮設札宅で戸別訪問しているポラ 9ティア仲間。

活勁日数は月数回で19統活動出来る体制である。これからは無理しない地域描祉ボランティ

アが必要だと思う。

11/17 3遠間休んでいた仲間が久しぶりに参加すふ 3週間来ないと気持ちがついて行けず疲れ

，，と報告がある，一人で活勤出来る人だが、今Rは仲間と足ならしである，グループ巾で存

在感のある人。

T珀区ー住民牒のトラプルが目につく。巻き込まれないように細心の注意が必要だ。

11/18 社会資栢から連格があり情報交換するc 何もできなくて申し訳ないといわれる。要援護

者問題で疲れるのでなく、住民間のトラプル、果てはポランティアに対するヰ侶、行政対応

の不満等の活動外の外庄で気疲れされたc 思痴を言うのは疲れている証拠。

n/20 1地区一生活保護受給を謙がっていた人が、生保支給Bを月給日と周囲の人にいって恥も

外聞もなくしているc 「お前のような飲んだくれ・・・…」と1中間も器れてい（ n 早く凡滋疾患を

直して仕串について、今の酒境から立ち直ってほしい。ートり坂の転がりは加速を増すだけ、

ケースワーカーにつないだ肯任がある。

社会資源から団体としての冬対茨を尋ねられな昨年は各団体が協力して対応したが、今

年は予定がない。建物の傾き、隙問風1ま昨年以上であるが住民R自立対応をお願いし、どう

しても出来ない人には個9：Jに対応する U

11/23 S地区一久しぶりに入る、セ 9 ター内はひっそりしている。各人の活動が始まること 19、

自立の芽生ふそれにしてもヒッソ＇）している。

通院を勧めた患者が、一度は診察を受けたが、気が弓lけて通院出来ないと言われる，『身体

がどうなってもいいのか、遠唸しな（いい、 99が出来ているから」と伝えやっとのことで通

院すると言ってくれた，速慮して辞退される気持らは荊いほと分かるが、今：ま甘える事が一

番と伝える。

Eさん恒久住宅の追加募集：こ当選したが率直9こ喜ぺない，自治会役員か来年9月には殆ど出

て行く。出た後の「ふれあい嗅荼」運営と自治会湮営が心配である。一人菩らしのお年寄り

が楽しみにされているふれあい喫茶を・一人で切り盛りされる、。献身的な関わりであるコ月1つ

越しは先の亭それまで頑張って項きたいが、自己椴牡で無理されているところもある，

:1/24 T地区一目冶会主催のビンゴゲームと合同でパザーをする。パザー用品は、野菜・米・コー

と一・花等々でアッという問：こ売りきれる c 値段をつけると買いやすいと言われる。それで

も必要以こに貿いだめされる。

ピンゴゲーム。終了後、住民が集まり、センター運営について協誤されふ自主運営が見

えてきたが、答加者の偏りが心配だ。

神戸の仮設へ転居した人から連絡が入り、神戸に帰れて堵しい、空気も匂いも懐かし 9¥q -

度立ち寄ってと誘いを受ける。元気な声を間きっいつい長話になる。

11/25 神戸事例研修会 ポランティ打象について話し合う。
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個性ある活動が大切であり、援謹者はしてあげるとか、させてもらっているのでなく、人

間として対等の思いで友達として詐雛感を持って活動することであふ距囃感9こしても各人

の力呈の淫いもあり、取り方のスタンスも達う。支援のキーワードは、「活動を継紐し、無班

なく、生活のーコマとしてj,活勁に対して料lいなおす車は、大切で索睛らしいことだと思っ

たc

T•S地区—県花の野路菊をへ持ち込むc

M地区ー北海道の男爵を配付する。秋の収穫物が支援者から届(,有り難い。

T地区ーアルコール依存症者が、自転車で転び肋骨を折り1丙院に緊急入院する。禁断症状が

でなければよいが・・＂＂ロ

ポランティアと公務員の関わりをどの様に応っている？との篭話が入る。公務員の前に市民

であり、国民であふ自然な成り行きで自然1本で活動していか問い合わせ先を確認出来ず

残念c

11/27~JJ/29 奥尻島へ復興状況を現地調査

朝一の新斡線に粂り、居眠りしている間に関空に者く。平日で閉散I寺と重な 1） 飛行機は空

いている。函館からの難島便は、 18人乗り 0小型機、兄ただけで足が諌んでしまう。激しい

揺れで気分が悪くなる。揺れるたびに何かに槌りたくなる。両手で何かに紺ろうとするが繍

るものはないn 同しことを無意識で何回も繰り返しているc 一時惜l程すると奥尻に菩（。車

前に役場に連絡していたので出迎えがある。空泄近くで最後の1反設住宅撤去が始まっている n

阪神問でも一日も早い仮設撤去を望むが、や1時になるか見当もつかない。撤去住宅を横目に

見ながらジープに乗り込む。沿1仕巾被災ヶ莉1と復製住宅を案l付して頂く。結柔的には品を一

周する。

阪神淡路火哀災の風化とか、温殷差を感しると言われるが、私逹が北海遥南西部沖地震に

どれだけ関わりを持てたかと問いかけると、恥ずかしい思いたc 関心のなさと遠くの出来事

としか思われなかったc 今その地に立って何が自分に課せられているのか、何が出米るのか

考えさせられる。地展，夜lt波その後の火災 1吉苗地区）映像をオーパラップさせるが恵複す

る所がない程復興が追んでいる u 地形だけが原型を止めている。墓盤祁備の出来た街の上に

北米拉10兄ギ宅が建っているc 人0行き交いのないi包店街を見て今後の99題を見つける。高齢

化社会と過疎地の復腔を見て将来を思いやられる。巽の復奥19甚盤作りが出来た時がスター

卜点かも知れないc

復興状況を見て思った車を箇条皆きにするa

①今月末で仮殷住宅が辞消される 3 解体親場を見て堡材には断熱材が入り、それなりの寒さ

対策かされていたc 短期間に自宅再建が出来たが、阪神l切では20~30年経っても仮設は残

ると思う。改めて被害規校の逹いを知らされるa

②被災前は、家の窓を開けると海が見えていたが、津波対策で防潮堤 (6~J2M)が万里の長

城のように出来ている。自然速壊の大きな変容で、年寄りは環境1こ困I染むことが出来るだ

ろうか ・9・,.. 9 

R復旧・復興の上音が日＇柑生活の中で確認でき、生きる活力が生まれた，

④避難所から仮投住宅への移動は、社会的弱者と子ども世常を侵先したっ仮設住宅内19知り
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合い同志で被災前のコミュニティーの延長であ—>な

（あの人の陪には行きた（ない一条件付きで土地を売却した人もいる。保守的で連岱感のあ

る果落が故に離題もある……何処も人間関係は難しい）

R21)数S9の祠',.現場を見る。祁波の佑さは現場を見たり聴いたりしてもイメージが湧かな

い、，しかし、あの場所まで津波が19し寄せたと高令を指されて足がすくんでしまう c 恐怖

は体験者のみしか語れない。

青苗地区の町内会長のお話。

※地震中に津被が押し寄せあっと言う間の出来車だった。 10年前の（者森地要）津波を体験

していたので怖さは体験ずみ迄逃げ後れる人。避難していたが忘れ物と苔って家に取り

に帰ったまま飲み込まれた方、犬を逸がさなければと帰ったままの人、子どもを背負って

避難したが、背負いこから子どもをずり落としていた人（咄嵯のことで9ッカリとおんふ

していなかった）家族7人が行方不明の家族、子ども主人を亡くした人、犠牲者の荊ましさ

に心が病む。

避難所から仮設牡宅、仮設住宅から復輿仕宅へと住む場所が変わっているが、住民への関

わりは今もこまめにしておられふ会長という立場以上の支援が見える。町内の関わりはポ

ランティアでは出来ない活動があふ悩み車一生活再建・街づくり・多種多様な支援。阪神

でも住民間の支援があるにはあるが、頃かわしい苺件が多く、相互扶助が見えにくい幻滅

期に入り住民間の中倦が気になる1行政か多様な有給支援名を作るのも結構だが、所詮人C 15 

設住宅内で活動する役員に、住民ホランティアとして助成金が出せないものか…・・。

義援金の柊差を問題にされるが、それ以前に土地柄・文化一環境等々の違いがあ伝一概

に同一ー化したり回ー的に考える所に問迎がある。

『惑想』・・・• --・ ・ ・ ・ •・・· • • • • ・ ・ • • ・ • ・ • ・ •一· ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

・奥尻9i被災者と行政眺員63顔の見えそ関係があり、深刻な問題は出ていないc 卓前に惜報

収築が出来る体制c

一連帯感があるが、それなりに問題もあり、個人のプライパシーか守れない

・家の再速一漁船の睛入等々の生活甚盤が整ったか、倍入金の返済が重くのしかかるc

r人の温かさが自然に滲み出て初めて支援ができる』よそよそしい思いでは何もできない，

相手に迷惑。自然体で支える車を知る。そして支えるとは、空気のようなもので、存在感

がなくてもなくてはならない物である。

ー表磨部の潤査に終わったが、今後の活動に生かしていきたい。

12/9 T地区一戸別訪問で数力月間ノ,,だけに終わっていたが、今日は窓越しで反応がある。ゃ

っと水面下から頭を持ち上げてくれた。定期訪問の意殺を惑し喜びを噛みしめる。

他グループリーダーの相絞 Cさんが寄るだけで心潔が大きな音を立て血江が上昇するc

何を言われるかとオロオロしてしまう。依存させた代1l/で仕方ない。一気に切ろうとすると

ころに無迎が生じる。自然に頻色も変わってしまう。時間をかけて蕪迎せず離れてい（こと

とわかっていても・ヽ・ー・・思うようにいかない出来ない，一人で援肋しているのではないダ

9レープで援助していも代替者のいることを自然に畑らせ、ガチガチの関係から離脱してい

く。孤独とlJJl立に追い込まず薄い関係であるが『見捨ててない」ことを知らせながら距離惑
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を蛍きたい。

長期の関わりでグループ内の人間関係が浮き彫りになら要援護者の関わりの深さか気に

なり、本人も気づき活勁を休止している。ベテランがこれだけの問穎でリタイャする内容で

ない。 1i1かそれ以外の開題が含まれていふ現地リーダーが抜け出ず、統率力等の力蛍か問

われていふ活勁熱心な人ほどグループワークからはみ出しやすいC はみ出しても力忌の範

囲であればそれでよい。束縛しないが甚本線を守ることが必要だc 成情的な問題もあり実態

は分からない。グループ内で話し合う車。

12/4 T地区ーふれあいセンター役員が改選されたか、 4日と持たないこ新体制に住民クレームが

つく。自我と自我の衡突c 住民女性の声につぶされる C センター浬営が思いやられる。ポラ

ンティアには泊接関係しないことであるが、巻き込もうとするから藝き込まれない姿苔が大

切っ

12/7 餅つき大会 S地区—実績があり手慣れたものである c 住民も 1中良く案相し、大根おろし

もち・餡ころ餅~きなこ餅が飛ふように胄袋 9こ入ってい（ c 昨年と比へると少ないが、 50人

も参加つ山てこれない人にはつきたてのお餅を戸別訪問しながら配付するc

被災者復興支援会議フォーラムに出席特に復租住宅の当選率の低さを訴える。 5%

では話にならない 90歳の一人岩らし老人も落選である。元思た所へ帰りたい人が、調付の

結果89％。仕民も現実を捉え『無理だなあー」と気持ちの整理は出来つつある a そんな中で

定員割れの県営住宅の再税集が始まっている。擁叩きのような早急な斡旋はしてほしくない。

住民は自分の力で再生しようとしている。行政支援者がその気持ちをつぷすような宰はしな

いで欲しい。空9家に入居された方の悲暁も屈いているc 性報を沢山出してもらうことはい

いか、蔀引なアドペイ，'はl祖越を先送りすると発信ずる口それにしても当選率が低いし

12/8 神戸のポランティアリーダー訪問感想

S地区ーふれあいセンターに入るなり、ホームこたっ、丸机、長机があり温かみが伝わって、

生活の匂いがする。ふれあい喫茶も活気があるし、家庭的な雰囲気。

T地区ー車程所のような冷たさで、生活の匂いがしない。両極端のセンターを見学し率直な

気持ちを伝えられる。

仲間内で1’l点を皿み忘年会をする。 1中間に拍平、自分に柏手、ご苦労さんでした。時間を

忘れ楽しい一時を過ごすc

T地区・役貝改選があり、…~りさんは住民の総スカンにあい女性が当選する。（参加者47 名）

の結柔であるコ

12/10 T地双ー 1さんから君話が入る。ふれあいセヘ9ターに入るなり新役員が、何1祠 lっ越しす

るのかと忠ねられ、「まだハッキリしていない』と答えると「砂っくりしている！と雁味を言

われカチ 9ときた。何も言わなかったが、こんな所なら早（出て行きたい。役員を辞めたら

こんな仕打ちにあい、嫌になったと早速引っ越しの準備に取りかかる。手伝って欲しいと依

頼されもそれにしても住民間のふれあいが見えないC 会長訊から降りた途端9ここの様な仕

打ち、気の者で仕方なし沿入居後の混乱期を身体を張ってコミュニティーを築き上げた人に

感謝の気持ちがない，叔近身体の不調を訴え入院される人が多くなる。その度に団体として

見摺いに行く」長期の仮設生活で体涸を崩される人と辛抱して我慢できなくなり入院する
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ケースがあふ今日もお見群いに行くが、遅かった。この人も最後まで仮設にいた人である。

ゥーン・9・・・・コ

12/14 引っ越し手伝い 部足に入るなり、ショック］あれほど自分で片つけ整理しておくよう

に言デていたのに、生活しているままで布団の温もりがある。ポランティアを何と思ってい

ると大声を出し引き上げたい気持ちであるc 住民の手伝いは期待されず、車持参のボランテ

ィアと無気力者のように片付けに入ふ荷物も並以上あり、あっけに取られ物も言えない。依

存心もここまて来るとご立派の一言。

今日ほど嫌々ながらポランティア精神で？手伝ったことはない，住民は誰一人として手を

貸さない救援物吾が出のようにある。役得でなく避難所時の品物。周囲の住民には rょく
やるねえ」と厭味を浴びながら、毀後までやり遂げるク追い打ちを掛けるように、あの人に

弱みを掴まれているのか？とのー言を背中に受けもう嫌 1二度と片付け付きの引っ越しなど

しなし＼ぞ••....,

'2/15 NHK取材ー温かいイベント歓迎 1地区ー大河内町と上郡高校のボラ,, アと共

同で餅つき(-俵） •野菜阪売・ソチニー [6Jl 食を作る。してくれる。多数 (50名）のボラン

テ J ア参加で主役と脇役が逆転しないように細心の注意を払う u参加住民は70名でこの時期

にしては大成功c 住民の人数も滅少し一時9まとか活気はない，季節イペントとして実施する

が毎回イベ／卜を問いなおしながら計画している。学生は／チューを台車に栗せ戸別訪問す

ふ大河lA19J差し入れの肝菜即売をするが毎回I•I儀の悪い人がいて心荊むc

カメラが廻ると住民・ 1中開も気疲れすふ今回はイベン l• 取材でなく私逹の戸別訪問を捉

え全国に発信する率で協力した。
......................................................................... 

『一言コメン、」 テレビ取材について、車前了紺を得ていたが、役員交代後この車について色々

と釈味を言われるc センターを一時独占したとか・いい恰好しでとか 部役貝に繰り返し言われ

落ち込むことがシバシバあった。後始未に苦労した。

’~ ~• J 9 99  9 9 ~ • ~ •9 9 9 9 9 9 9  9 9 ~’~ 9 9 9 ~ 9 9 9 99  9 ~ 9 9 9 9 9 9 9 9 9 ~,.," 99  999  9 9 9 9 9 9  9 9 9 9999  9 9● 9 9 9 9 9 ~ ~’~ ~ 9 99  9 9 9 ~ 999  99  ~ ~ : 

12/17 プレゼント 防災フォーラム準備で本来の活動が手海になる，今日もワーク Jヨップ

')ーダー依頼のため車前打ち合わせする。現場から紬分●tれられているので情報提供をする。

(99のーコマ：

巽災後のポランテ 9 ア活動をふりかえり「際にいる肖踵な人材である。際にいる人は、社

会を変える人であり、温かい風も吹＜ l痔もあるが、往々にして1令たい風が吹く場合がある。こ

の時に正面から立ち向かわなければならないので、辛い思いが常につきまとう。前向きに活

動し前に進めである。変人・奇人・変わり者と色々いわれるだろうっ気になるだろうが気に

しないことに尾根を歩く人で、ポランティア円1本には男性が少なく貝重な人材だ。男性が

いる団体では女性同志の接君剤になるし、トラブルが少ない』タリスマスか近づき最入のプ

レゼントを頂く。

S地区ーお年寄り対象にクリスマスプレゼントとカードを配付する。メッセージを添えて手

渡しする津で喜びが共有できた。

T地区一新問記者と戸別訪問するc 窟災後マスコミによって市民権を得、今はポランティア
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を育ててくれる。活議後店酒拶て一時ボラノティア活動と被災者支援で一花さかす。ダルー

プが成長し続ける要索は、常に新しい単にチャレンジし、前向きに取り組むことだこ思う。

19/21 クリスマス会 '[地区—昨年と同じプロダラムだが、大きな変化があった。昨年は人
形●lを遠巻きに見ていた子どもが、今年は我を忘れて人形●加人形に挑発するc 日頃のうっ

ふんを暗らしていふあまりの滑棺さに大人も引き込まれる。最高の盛り上がりで年忘れが

出来た。

今年は仮設から引っ越した子どもを 10人招待する，

引っ越しした幼児 11歳女）が竃車音で1可回も目を覚ます現象が起きている。荏j内では賽機

音で足が突っ張り硬直し歩くことができない。ゅっくり時間をかけて「物』作業をアドバイ

スする，別に変わったことではない、回復していくから時間を掛けて子どもの気持ちに添っ

ていくように話す。

12/23 S地区ー息子にいい病院を紹介してと言われ紹介するが、子ともより本人が心配尽病院

に行けないのは国民健庶保健の3割色担が負担になる，無理していると取り返しのつかないこ

とになる」子どもの車が片づけば、お母さんへのの関わりが必要だc

12/25 小規模団地ー 9ャガイモと冬対策用にロールブェルト (30M)を持ち込も，小規模団地

は関わりが薄くなり巾し訳ない， 1,1沿いの団地で1本感晶艮は低く、トイバまくみ取知市内

四ヶ所の住宅で一番環境が悪い所だ。

神戸のボラ｀ノティアから咤話が入り、住民が何時まで甘えているのかと言われる時期に来

ている，私たちも頑張っているから行政も頑張ってと相互に感甜の気持ちを形で表す連勅提

案がある，全面的に協力する●：を伝えふ住民の感謝の気持ちが形として表れていない，一

般市瓦にも兒放され、温度差とか屈1仕の速度を迭めているc

12/26 T地区 女性役員が自分の思いが通じない，祭り立てられ利用されている。自分は何だろ

う。何も忠うようにさせてくれない·~•自分は飾り物が…ま後に言うだけだ。外部のポラ

ンティアにこんな車を話したくない，しかし、誰も話を聴いてくれないと涙ながらに訴える，

女性特有の織細さと翌快さでセンター運営が出来ると思っていたの9こ？残念…・・辞任するの

は時問の問題だ，

12/28 『こころのサポート市民の会』 東哀ポランティアグループのI巾問 (3名）が年末ま

で南訳前住宅を1灼点に活動が始まふ足ならしとして1音紐誌配付をする。重いヶースはいけ

ない。温か（迎えてくれる家を訪問する。遠来のポランティアに幸い土産9まいらない。

S地区で自治会主催の忘年会に参加する。一夜の宿もセンターにお願いするn 殆どが出席す

るので、仮設内の雰囲気は掴めた思う。住民も東京のボラノティアと大歓迎で楽しい忘年会

か出来た。

12/29 速来のポラノティア用にイベントを計画するC T地区で一足早い年越しそ9えをすふ l50

食用意するc 仲問に調理師がいたので思いの外、少人敬で美味（できた。年末の活動ご苦労

さんでした。

12/31 一年を振り返り事務整理夕方6時ごろ「ふれあい姫践lの名占屋伯田南小学校の新

居殺師から箆話が入ふ姫路に来ていると苫われ、少しでよいからお会いしたいと首われ駅

前に行(。 28日からNGO迪絡全のボランティアとして活動していたが、若者ばかりで・冑・・。
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明E9ま子どもたちが文通している相手に会いに行（と99路に来られふ先生も一年を振り返り、自

分のクラスだけの関わりで、学校内、父兄間で勝手なことをしていると冷たい風が吹いているよう

だ。職場のあつれきは私も惑じることで共通点があり深屈部まで突っ込んで話し合う。私自身も竪

理ができ有意義江一時だった。年末年始の活勤9こ敬服する。

平成9年

1/4 年賀0)挨拶 T地区 •-E さんの所へ行く。来年の正月は神戸で迎えたいc 何時までも居

りたくない。 3回もここで正月 1まできない。問題も煮鞘まってきて深刻さが増してくるc スラ

ム化にならないように気をつけたいと住民側から思いが出てくる。

S地区 ふれあいセンターは年末年始24時間閲放で利用者も多かったと聴く。今日も楽し

そうにマージャンをしたりホーゲ9撻に入りミカンをほうはっているC アットホームで自然

に溶け込むことができる。今年も温かみのあるセンター運営を顔う c

1/6 需災2年目でこころの変化を調査する。市内四ヶ所と惹用促遮専業団の住民対象。時間経過

と共に回復傾向であればよいが、同復速度は緩やが恒久仕宅への転居が進む中で、調査は

今回限りとすも調査することで焦理が生まれる。神経のすり減りもある。不特定多数の関

わりが原則であるが、網の目からこぼしていくことも、この時期には必要だと思う c

1/8 NGO連絡会 定刻1こなっても会謙が始まらない。遅くなる人は常習。ポラ／ティアの資

に関わることだ。会譲内容は以前と変化がなく梗直しきっている C イベント結果とか車務連

絡に柊始してしまう。活動しているポランティアの思い一悩み一住民の思い等々について9

，I - l- ークする場でありたいと常々•--9 ているが ＿c 魅力↓コ欠ける会になっている。本音

が出ないから、終了後酒を酌み交わし気の合った仲間で本心で話し台える場所を求める。こ

の車が悪いのではない。会譲の中で出るぺきことが出てこない雰囲気が悪い，全体会の発足

当時の窓義を今一度振り替えるぺきだc 団体間の情報交換ー調整・行政との連横等々が本来

の目的と思う。参加するリーダーが今ー～度立ち止まり魁力ある会に再楕築したい。正念場だ一

1/9 1‘地区—役貝交代があり以前0雰囲気では活勤が出来なくなる。腹一杯厭味を言われ活動す

べきかこころが揺れ勁（。個人的な活動であれば、直ぐにも引き上げる。 20款名の1中間を思

うと短気を起こせない。混乱期に自治会支援した車がこんな形で表れるとは、逆恨みされ、侮

辱され何の為の活動だったのか心

勝手に動くな、全部自分を通せ、活動拮果を全て報告せよ。プライパシーに関することも

次から次へと平気な顔で話す'生活保穫和れ没員させない'生活保護所特はどこヵ、・受けよ

うとする世符は何処だとか機関銃の様に聴いてくる。活勁後の個人惜報の提供を求められる

が、キ，パリ斯る。いやみで神経がすり減る。

1/10 昨日の出来車を心配して、 H役員が休憩時間に来られる。団体の恩いを話す。個人活動であ

れば何時でも引き上げ入団体で活勤し、住民の皆さんが待っているかぎり活動するつなじ

られ、いいたい放題言われてもよく辛抱してくれたと慰めての言路をもらう。気を取り前し

て活動するか… ·~3

1/11 S地区～れあいヒンターに入るなり、余りの変わりように唖然とする。何が起きたのか、閃
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散として寒々しい。役員に聴くと先日酒癖の悪い人が、センター9]で暴れガラスを壊し、植

木鉢を絨毯の上に投げ込みセ 9ター内が戦場になる。片づける気も湧かずガラス破片が骰乱

しているので土足のままでセンター内に出入りするc 築き上げたものが一瞬の内に壊れ崩れ

てしまう c 呆気ないもので、これまでの苦労が水の泡c ふれあい喫茶も閉店。車件が起きる

と住民同志の中倦が始まり、ボランティアがいる前でいやみの苔い合いをする。『自慢の種』

だったのに残念だ。 M は何日間か拘留されるが、出所後と亭件の哀 1こ距されている……•の問

題が心配である。危機介人に備え専門家のアドパイスも受けたい。

T地区住民の方が、~一部役員のいやみは、杞耳束風で聞き流し、言われることは有名税と思

いこれまで以上に頑張ってと激励をうける『蚤にならずダニになって尻を隠すことだ」自己

防御を教えられるc

1/12 戸別訪問 S地区ーふれあい喫茶が閉店から閉鎖に追い込まれふ毎日朝食を取っていた

人の落胆ぷりに心傍める。頃きの声が大きいが、本っ湖みじんに壊れたコミニニティーを現

状維持するだけで栢一杯だ。センター肉を9足で出入りする車が忍びがたい。コミニニテ

ィーを99みつけているようで辛抱出来ない。空き家の畳を持ち出し和室にしたい。これは早

急に実現しよう、9

生き家芽集で公団に入尼された方が、センターに遊びにきて9月ロー悉寂しい。入居者と溶

け込めない。今ころ空き家に入居する人は、仮設の人と差別的に見られる、耐えがたい。恒

久住宅入居は、絶対復興住宅に入りたいといわれる。平き家入居者からSOSを受佑すること

かしばしばある。エネルギーがあり稚極的に住民の輪の中に入っていける人は問題ない。行

致支援者は選択肢を沢山提供すぺ送だ:拘留期限切れが近づくにつれ、 Hさんは身の安全を

考え、 2~3ヶ所¢9民問住宅を探すが、希空に合う場所がない。復興住宅が当たっている 0で、

出来る限り辛抱すると言っているが・ぃ心一寸した物音でも目を究ます。憔悴しきっておら

れる。一時的に知り合いの家に緊急避難する。車の重大さを理解しながら心揺さぶられる。

ふれあい喫茶の宜任者で緊張の糸が切れ、糸の切れた凧だ。

仕此・ポランティアの期待に笛えようと無理された所もある。 9云移されていたことに気づか

なかった。

1/15 雇●促追件毛へ救援物資と調査依頼をする。 40世帯入届されているか、ポランティアの活

動はない。機会を見つけて訪CJIしたい。

1/16 N1地区一家庭内暴力にあい、怖くて殺されると悲痛なSOS。以前から生活支援しているが、

話しの辻悽が合わないc 冷静に対応したい。

S地区・危機介入に対するボうンティアの対応。

①不用意な言葉は慎む。

②自分を責める必要はないと綬り返し話すe

R被害者は全て悪（ない。

④周囲の励ましも恨になる。

R周囲との疎外感が生じる。

R9,1が想像する以上に怖い状態である。

-115-



⑦報われなかった・惨めさの2段階がある，等の症状が出てくるから被害者の気持ちに添った

関わりをする。必要時には、スーパーバイザーの助言を受ける，（車件後2回受ける）

局町の住民には、被害者の安全は住民で確保する。こころの吐き用しを受け入れる環境1乍

りをする。 鹿災2年目を迎え↑記念日現象jが出てくるので細心の江意が必要。

1/17 マスコミ取材前日からでパニ 9 ク状態こ要災 2年目の I•おもい」『イベノト」等々の取

材。被災者に微かな光と一日も早い恒久仕宅への転居を望も串と当日は、活勤を検証し次0

展開を考える日にする。活動を支える家族に感謝を伝える。

1/19 『防災フォーラム』 T・S地区ー住民対象に大型パス 2台で、神戸ボートアイランドのに

招待する，天候も快睛で寒さもしのげる気福である。住民は自由行動。私／こちのグループは、

要冽研修会の1中間と共同で『仮設訪問・どこまでやるのホラノティア，V」でワークショッブ

をする。参加者は 140 名）で問心度が高い。 2部•斤一部はポランティア5几思い，悩み・ 19

助 1：の問通等々について 7,)ートーク形式で発信する。 2蔀は2グループに分け問題を掘り下

げて行くが何•-·つとして問速解決につながるも 01すない。問迎が社会楕造上の問題で煮詰ま

り状態だ。活動は壁にぶち当たっている。こころに突き刺さった百葉は rポランチィア活動

そのものが負荷になっている』霞み＂ある言葉。ボランティ了活動は脇役であるが、今日は

1此参加したポラノティアの新たな出会いで苺例研惇会／巾問が増えれば今日の意筏がある。

1/22 T地区から転居した人から固話がある。店にテレビ取材が入るので、嵩1,げに来てと誘われ

友逹と行(c 県会業員のグループと隣り合わせになる。これが仮設内で問題になるとは想佼

もつかず収録に協力する，大宮で公共交通1i完全ストップだ。

『一首コメント』数R後戸別訪間に入名とポランティアがテレビ敢咲存令両した，伺が釦rfS・・・

.•といやみをたらふく首われ学 If句の果ては識員まで参加させた。ポランティアに何ができる。

一部の役員まで攻繋する。依頼され軽い気持ちで行ったことが、こんな結果になるとは·…•明る

い話題も共有できないc 住民に苛i'［ちを慇じる。

… ~1 

1/26 T地区ー情報詰配付と戸月1訪問をする。先日防災フォーラムに参加した障害者が久しぶりに

神戸d2街を見て惑動したと惑謝の気持ちを伝えられる2 足か不自由でこんな機会でないと神

戸に行くことか出来ない。自分の目で復興状況を確認できよかった。

支授者と生活保謹者の生活栢窮と身体の不調を訴える人等の戸別訪H91をする。支援者の目

にどの様に写ったか、ふりかえりで感想を求める。尚題の大きさにただ烹く、何時もご苦労

さんとねぎらいの言葉を仲間'‘同受ける。

1/27 県民ネットの企画委員会 活勁内容がいま一つ理解出米ないのと会話が衷務局却算で内

容がないC グ）レープの責任者が出席しているが、仮設住宅とか復奥住宅で起きている車柑を

どれだけ分かっているのか……と言いたくなる。住民ニーズに答えられ、変化していく運動

でなければ空回りになってしまう。

県こころのケアーセンターを訪l関すろ。姫路の近況報告とアドパイスを受ける。

こころの支援は、俵後尾の腐わりで、仮設内で起きていることは、社会構造上の問題で煮

詰まって来ている。被災者支援は、援助者として沢山の情報を提供し選択肢を与えなけれは
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ならない心が弱っている時は、 一つの車しか考えられず視野が狭くなる C だから情報を収

集し情報を発佑する必要が有ふ

立ち寄り話を聴いて頂く事で、こころの癒しとふりかえりがで出来る。

1/28 T地区ー役員から、今直ぐセ 9ターに来てくれと箆話が入る。パプリックな仕車をしている

と、 I士語とポラン子ィアの区別がつかない住民がいてほどほど様になふこれまでなかった

ことだ。以前からパプリッタな仕車と地域社会でポランティア活勁をどの様にすり合わせて

行くか課題にしていた。プラスとマイナス面の両面が表れ、こころ痛む車かしばしば起きる。

呼び出し用件を確記すると、個人情報が漏れ住民のクレームが役貝に向けられSOSを発信し

ていた。立場上知り1尋たプライパシーを流すことで自分の立場を作り上げた人に、何も言う

言奨はない。ただ仕車とボランティアは区別して下さいと強く抗講する c

l/30 sos S地区ーアルコール依存症の奥さんから受ける。屋が増え手に負えない状態I兵 一

日でも平凡な生活を送れたら……ただそれだけであるC と言いながらシッカリ支えているc

本人が依存症としての招翫がない（否認の病気）コ家族が勁かなければならないが勁かない。

行（ところまで行ってしまいそうだ。

、［地区で多額の借令の申し込みがある。あの人に19金しているので頭が上がらない。だから

貸してと首ってくる。断るが、必要以上に食い•Fがられ根負けしてしまう。 1中間 1こしてはな

らない車と言っていた01こ、自分自身が貸してしまった。機会を見つけ仲問に報岩しなけれ

ばならない。

2/1 復興住宅見学会 県民ネ，卜の助成事業土地勘がないので神戸のポ"ティアに迫案内

をお願いする。まず三宮のフェニ＇クスプラザ館に立ち寄る。昼食後東灘区から順次住宅場

所を見学しながら帰路に向かう。串前に室内の見学できる場所と思っていたが、残念ながら

出来なかっ如神戸の具いを腹一杯すい命の選択が出米た。街の復興が見えた。望郷の念だ。

申し込む場所を決めた。 1日市街地へのUターンは無理だ。各人各様の思い出を乗せて帰i9に

つく。

参加者のロコミで恒久杜宅への関心が高まればこの上ない宮びである C 前回19半数以下の

中し込みで低閾だった。今回は大きなうねりを期待したいっ

2/2 T地区で戸別訪問と 2月末から始まる復巽住宅の応募一覧表を各戸に配付する。他の仮設住

宅にも近々に配付したい。こころの癒しは恒久住宅への転居から始まな今の活勤目的は、納

得した上での応募c 行政支援者に迷わされることなく·~· ~·。

2/4 事例研修会 先日 9ンポ；ュウムに参加したボラ 9ティアも参加し新鮮さを感じる。マン

ネリ化している中で新風を吹き込んでくれる。

りん（う助け合いネ y トワークの仲間から遠喝地仮設をマス Z ミが取り上,,、主役とは役

が逆転しそう迄取材が入る度に、本来の目吋外活動になも自立の妨げにもなりかねない。

r勇気ある撤退•…~』とは、ボランティアの永淑の課題について相9炎を受ける r 「9悴続した関

わりは住民の支えである」と首いたいが、主役と船役が逆転すれ99引き上げを考慮する時相l

に来ていふ時間をかけて引き料のミィーテノグを進める。何れ各団体とも坊れる問悪で避

けて通るわけには1テかない。

T地区ー女性が男性を連れ込み酒を飲ませ泥辞状態にさせる。自宅の鍵も開けることが出来
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ず、深夜に窓ガラスを壊し周囮住民を恐怖に陥9しふ壊したガラスで手も血まみれになる。正

気に戻り誰が壊したか・…・。惜報を聞き関係棧関に連絡する。車件が起きるたびに息うこと

は、プライバシーの確保がなく井戸端会議にしてしまうことだ。車1牛の案に1.，れている車に、

焦点を当てた問題評決を望みたい。仮設住宅も法治国家の中にある。 1収容所でない）。

2/6 仮設内引っ越し S地区ーセンター前から安心できる場所に移勁する。センターに関わ

った辛い思いを断ち切り、身の危険も少し緩和される。本人も rふれあい七ンターから離れ

られる』「これでゆっくり衷ることが出来るjと一言話される。センターの関わりがこれほど

負担になっていたとは••••心自冶会も彼女に全面的に頼りきっていた一面がある。自己犠牡

の活動で無理が出てきた結果である。これに気1寸かなかった私たちも責任が有る。
~ ~ ~..~ ~・~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~...··· ~· ··•·~~~. ·~~~~·~言~▼~···~··~·~~·ヽ

「一言コメントlすたーと長田の惜報誌投稿「／反設件宅内で住民I司志の中倦が気になるc 昏で力 ； 
を合わしたあの時の事を忘れないでJの記率を大切に保管していると仕民から忌大限の感謝を聴

くa

2/7 神戸の車例研修会・連絡会・ 1也グループから公的支援者の活勁に疑問が生じているので社

会負源に実情を訴える。 （制度が出来ても最終的には人）

①職務上知り辱たプライパシーは他言しない。

②朦務以外の活勘19関わりを持たない。（一線を引く）

③知りえた惜報を住民と共有しない。

④自治会運営に関わらない。

Rポラ・9ティアから情栽を取るな。（白分の足で収果）

R光熱曽の滞納まで関わるなc

⑦話9ご碩聴すること。項を流さない，

Rボラ／ティア活勁に関与しない。（独自性の良さ）

⑨住民意向を大切に......早急な復興住宅への9年旋はしない。

各仮設住宅で起きている宰伊！を出しながら支援者の質の向上をお願いする。

行政とポランティアの連携19，佃人情報の交換でなく 1中良（活勅することである。

T地区で自動車0自捐卓故で商売道具がなくなったとSOSコ貸し付け制度等のアナウンスを

する。深いかかわりは椋物（自立を妨ぐ）

2/9 講演 姫昆市内の民生・児童委員0研修会 (70名）で『こころのケア』についてお話しす

る。相互扶助と仮設住宅で起きている車は、池域でも起きていることだと発信する。

T·S地区ーバレンタインチョコ 1こメ •9 セージを添えて戸別訪問する。思っても見なかった

と大変な喜ぴである。メッセージも手習きで頁心が通じ久しぶり 1こ楽しい活動になる。

仲間のボランティア（高校2年生女性）の自己成長の著しさに感激する。ボラノティアの成

長が何者にも変えがたい語しさである。母親も娘の成長が見え、『明るくなった」『突っ張っ

ていた娘が、活動の話をしてくれる」と伝えてくれるぐ

初参泊者の感瞑暗い所と思っていたが、明る（生活されていた。 ・・・・・仮設住宅のイメー

ジがあまりにも暗すぎる。
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T地区ー役員が、生活保藤者の飲んだくれは保護砦を打ち切るとか、公的支援者が「おい・

何している」「1可で食っている」と人を食ったような・見下げた百い方をすると多数の弱者が

涙ながらに訴える。辛くて『滅入ってしまう」と泣き崩れる、活動陳界を知りながら、気持

ちに添った支援をお斯いしたい。

2/10 突然FAX 育森の「みちが銀行」からc 先BNHKの放送を見て｀涅方の団体に活動蛍

金を援助したいとか,,し出，これほどの感激はない3 この喜ぴを仲問と共に共有し次のステ

ップにしたい。地道な活動が泣来者に認められ光栄であふ積極的に活動資金の細達はしな

いが、地域での援助は皆無なのはさぴしい。

2/11 車前了解をえて新入生の子ともに勉強机と自転車を持ち込む。昨年あるダループが99ごな

いこ物品を持ち込み相手を11!つけた車がある。支援者も要支援者も同じ立場、上から覗き込

な支援者は失格である、9

2/12 酒害教室 S地区でを開く準備にかかる。当然保健所の所管と思い話を持ちかけるが、予算

がないと取り合ってくれない。これほど社会問題になって震災地では行政が措極的に問わっ

ているのに．」遠隔地では冷たい。ポランティアが動（しかないか。

立 14 活動展開のアドパイス

ヌーパーパイズを受ける。パレンタイ／デーでスーパーパイザーからチョコを項＜ c 心優し

さに心が癒されるし

①今の活動は、箆災ポラノティアから福祉ポラノティアヘ移行しているc 当初活動の整碑を

する。長期の関わりが大切で活動濃度を薄くする。

②•度これまでの活動を評価・整理し今後の取り組みについて仲間と話し合う。

Rスーパーパイズを定期的に受けたい。受けないと心の支えがない。

④活動斎金の問題もあるが、長期展望を立てたい。

⑤調査については、行政19光的要素もあり無理をしない。

R距離感が取れるようになったが、気持ちが冷たくなった。冷／こくなれる人ではない。

⑦院生の健康渡園活で無理が生じていたC 全住民に網をかけ嫌われないように緊張の連続で

あったロストレスが蛮棧した。今後は出来る人に出来る事だけ取り組めばよいと思うと気

持ちか随分楽9こなった。

Rパプ「Jックな立場で辛いことがあるが、長期に関わってほしいから i臼 9廿
題が煮詰まってくるからポランティアも気をつけること。

助言を受けながら活動評価と激励を受ける、，時間を取って仲間と協諾したい。

2/15 社会99者仮設内移動 •［地区一本人の了解を取ったと言うか、判断出来ないのに何が了

解か。親権者に確認を取ると車前了解は取っていない。共生の時代といいながら邪Ill者を追

いやろうとすることに怒りを党える。これは人権問縣だ。

行政支授者が生活晋・医療費がないと聴けば、戦椛で連絡先を探し、長年音信不通の親族

に連絡を取り現金を送らせる。何を息って・・・・。本人は衷耳に水。個1人プうイパ／ーに人り

すぎる公的支援者の拭き掃除をしばし19ポランティアがする。頭がパニッタになりそうだ，

2/16 1‘地区ー復興飩宅特集号の広報貼を各戸配付しながら、比組を促進するc 『住'，19都」か、以

9iIのように元居／こ所へ帰りたいの声が小さくなっている c 現実をとらえあきらめの接地？姫
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9名も洟境がいいから姫991ごするか？··◆~~こころの揺れが見え険れする。自分の気持ちを大切

にして最終判新をしてほしい，

〔旧役員の声）今の役員は何をしているoaか？エネルギーのある人がセンター運営に関わって

いるからfi［も言わないことをいいこと 1こ、ワンマン運営している。救援物沓も関わる者が上

手く配分している。声を出せない人が、毎日のように私の家に来て苫惜を首っている。どな

たがなってもやっかみがあり大変な地域社会が生まれているc

S地区ー Eさん恒久住宅問題で自分の行（末を思うと99れぬ日々が続く。不安定で先が見え

ずどうなるのか不安の追続である，床につくたびにこのまま目が覚めなければ幸せなのにと

思う毎日である。高齢者、降害者に一日も早い生活基盤の復興を励いたい。

T地区一戸別訪問で 9 ，~さん、母親の自立を妨げるような事1よしないで」と玄問 1こ張り紙

がある。やi故~伺故あれだけ信頼してコミュニケーションが出来上がっていたのに·~”~。何

が起きたのか、何か失礼な車があったのか、思い当たる節がない。張り紙した息子さんに哀

怠を確かめたいが、今日は不在である，衝撃的な張り 1l¥である。

（母親は、窟災後脳溢血1こ倒れ、下半身がマヒし寝たきりであるc 息子とは同し仮設で別々0

部屋で生活している）

［張り紙の一•91il

仮股から出ていった後、ホローか出来ない人に雑切1こしてほしくない (5月に公宮住宅転届矛

定）

ふりかえりで次の車を話し合う。

①ポランテ 4 アの気ままな関わりと、千ともと比較され眠味を言われた。

Rもっと問わっての SOSた？

R気ままにOOわるのではなく、毎週日119日には必ず来ることをハッキリしてほしい。

以上の串を話し合った。

確認後の息子さんの言葉c 本心が伝わらなくて中し訳ない，お世話1こなって感謝している。

気俵なことを母親が言っているので、ボランテ 9アに迷惑を掛けていないか心配してあの様

な官葉1こなった。母親も楽しみにしているので行ってやって……~と話された。やはり SOS の

発信だ。

①肴病疲れでどうにでもなれと言う気持ちになる。

R死んでほしい。殺してしまいたい。自分の生活がない。 5月1こ掃った後が心配tも

Rライターをへ9ンパーさんからもらい、私を威嚇したことがあるc 火をつけるのであれば中

途半端では、死ねないと言うと横を向く。

R今日から手足をロープでベットにくくりつける。本人も了解しているc

®おしっこ~うんこが出た時にじっとしてくれたら処理しやすいのに、おむつに手をやり手

の届くところに手当たり次第つけまわ丸本人は分かっていながら無意識にしてしまう。

Rうまく死んでほしい。

⑦神戸に届る時、途中で落として悟りたい。

R自分の人生はない。

R仮設仕民は『たけで誰も助けでくれない。
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⑩装後は自分である。自分が頼りである e これで19共倒れである。

R死1こ方を教えてくれc

＠嫁と陪99していてよかったc

⑬妹夫婦には関わりを余り持ってほしくない。妹の主人に申し訳ない。家族にひびを入れた

くないc いくら珪解がある人でも・…・・。

⑭週間に一度は看護婦虚繹と月一回は医者が来るc

⑮ヘルバーにも言っているが、ずランテ 1 アさんにも伝えたくて根り紙をした。見た後はは

ぐってくれると思った。（張られたものは勝手に取れないよ）

活動に感謝している。訪問を楽しみにしている。先日のバレノタインデーのチョコレート

とメッセージは婚しかった。

辰初はやらなければと思っていたが、今はそんな気持ちも何もない。早く死んでほしいそ

れたけである。看病疲れで殺人車件を起こす人の気持ちはよく分かる。

死にたい死にたいと言うので、洗面器に水を入れて頻をつけると横をむく、薬も飲むし生

きようとしている。

施設に入れるにも,,,番があってままならない。

話される 言ひとことに歪みがあるっ社会樺造上の問題として片づけられない問題が山積し

ている。

限界を知りつつ、空気のような支援をしたい。

r一言コメント」お年寄りの言葉、「ポランティアも住民の数が少なくなればこない。』

『いいえ、品後まで来るよ」

『ホント？ ・・・・・・一人になっても来てねえ？安心したj

2/18 アルコール依存症 T地区ー患者の方ととばったり会う。近寄ると酒の具いがプンプ／

しているc 入院中なのにと思う気持ちと、一時帰宅しても一人り埠らしで訛の出向かえもな

い孤独感・孤立感を思うと自然1こアルコールに手が行ってしまう。病気であることを理解し

たい．「呆れた 1， ．哀れであったり•これほどまで思っているのに要切られる気持ちのやり場

のない気持ちに落ち込んだり・可哀相・治らない病気』と揺れ勤く。光熱登の滞納で明かり

を取ることさえ出来ない。寒さを凌ぎながら一人で佃を思う 0Jか、兄弟からも見捨てられ孤

立のどん底。家族・唄族の温かい支援が必要なのに支援する人がいない治らない病気なの

か、治る病気なのか、アルコールに自然に溺れてしまうのか、手が行ってしまうのか、退院

後は断酒会に入るだろうか、ボランティアの開わりを考えさせられる。

「恒久住宅のメドが立った・・-・この造しさを一番に報告したかった」と弾んだ声が受話器か

ら飛び出てくふ主人が職人で年収も桔構あるので復輿住宅の減免は受げられず落ち込んい

ね公団住宅が明石にあり急に入居が決まっに楽しい霞話は姥しくエネルギーをもらえる。

2/22~23 『ふれあい姫踏』 名古屋市立植田南小学校の一年越しの事業がやっと形になって

現実の物になるc 合画は楽しさもあり苦しさもある。今回は特に迎来の子どもを一泊で受19

入れるのでそれなりの緊器感と肯任がある。受99入れ先も気持ちょ（引き受けてくれるセン
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ターとそうでないセンターとがあり神経をすり減らす思いだ，

セ／ 9-前に歓迎垂れ苺で温かく迎えふ食車の年備は大人の役目で千どもは2~3人一

組で戸別訪問に入る。今回は時間制限がなく、心行くまでふれあいか持てるコタ食は住民と

共にセンター内で楽 Lくカレーを食ぺる。今日のカレーはことのほか美味しいと、お代わり

する人もいる。皆で食ぺる食車がこんなに美味しいとは・・・・心食事後はスライドを利用して

震災当時の事を住民とともに見ふパニ＇クになる人も出ず、住民の説明を取り入れながら

悲惨な当時を話し合う。センター内の雑魚寝も楽しい思い出になるだろう。気苦労もあ吋ビ

が、無車9こ『ふれあい姫路』が終了した享：こ｛中間と共に喜びたい。言いたい人は何をしても

クレームはつけてくる。

rふれあい姫踏jの感想文は・・・・・・に掲載する。

2/24 復興住宅入居者sos (60オ男性一人岩らし）

• 99とも話さない、出米ない、出米るような雰囲気でない、仮設が良かった。

・仮設に立ち寄ると、出ていった者が何故来るとセンター役員に脈味を言われるc

・仮設内0女性宅に立ち寄ると、出来ているのかと中視されるc

・心配な人もいるから訪問している。

・一人なので孤独死が心配である，倒れたときが心配だ。倒れても信号が出せない。

（仮設なら声を●199合っていた..・・嫌な人でも1

．隣人に非常時の為に鎚を預けると言っても預かってくれないc

．誰を頼1） に．活してよしヽ のが・....

ポランティアとして、いやみを言われながら仮設で戸別訪阻lするよりも、復興仕宅へ活勁

拠点を移す—勺ぢ力悩んでしまう。ポラン 9 ィアか希薄な培所に移ることで新たな展開が見え

てくる？・・・・.

2/25 M地区蓋齢者 (91オ）風邪と精神的なイライラで睦眠薬を飲み過ぎ、 晩,p板の間で祖l

れていに発見され車なきを得たが、それ以後体調がすぐれず気落ちされている。前回0復

輿住宅応募9寺は、気力が充実していたが、今回09車で自分一人では生活できない。いつ倒れ

るか分からない復興住宅には入居出来ない。人居しても4活できないc ｛反設のように1月囲

の人が関わってくれない。このまま仮設に居たい。家内の3関忌 (4月）まで元気で過ごした

い。話される言菓9ご張りがな（前向きな話が出てこない。芯齢者に一口も早い復輿住宅を斯

う。

T地区ー女性。 9乍日蓉を見た。玄関口で人が倒れ死んでいた。毎日睡眼度を飲まないと眠れ

ない。住民の中1厨で、洗濯物も外に干せない。カーテンも締め切ったままだu 胡、目を覚ま

した後、一時間程何をするわ9ナもなく一点を見つめている。皆が心9訊 •お洒を持

って米る。依存が強くなり依存症が心配。光熱費も節約され、日没までに食単を済ませる（大

根の煮つけ物が段々色濃くなる・室内が略・くなって行（現象）テレビは見ない、ラ；オで辛

抱している。センターから疎外され粧状態に陥る。

2/27 「人椎問題とプライパ/―保護』について取材を受ける3 1反投内で起きている車実を発信す

る。弱者が勅を言えないことをいいことにないがしろにしている車実を話す。

...、 ••9オ匝IO依99で『ボランティアのフォロアップ』について実践の中から学びとったこと
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を話すc

2/28 『酒害教室』 S地区一兵嘩県桔神健康福祉センターの麻止先住（梢神科医）を招き住民対

象の勉強会をするc

社会問題になっているので閲心度が高いのか、仮股内で対象岩が多いのか参加者69多さに

鵞きを感じる。

・依存症には、アルコール、ギャンプル、浪哲、薬物、過食などがある c

・し癖行動のひとつで、 fはまる」ことで一つの打懃を反復することをやめられない。

・自分への自己評価が下がったとき、自己拡大感を得るためにし癖行勁をする。これらの人

に共通する のは、『自閉性』である。他人との交わりで自己拡大できない。自閉と依存は

関係している。

・アルコール依存症は『否認」の病気である。げじこ病気であることを認めない。

・アルコールで捐したこと、得をした車を冷静に考えてみる令

. rちょ 7 とぐらいなら飲んでも檬わないjとの言動は厳に慎むことc 少しでも駄せである。

・節洒ではなく辞めること。一度手にすると元に戻る。

・依存症の治る薬はない。

・斯酒会に入り 1中間がいる車を知るc 夫婦で委加するc

（講演後の質疑応答内容）

①プルコール依存症ではない。何時でも辞められる C （いつも詞じ繰り返し）

②一人蒋らしで寂しいから飲む。ペ・,トを飼っている。

③入院歴がある。人間の入る所でない。自由がきかない。

④本人の了師ないこ人院含甘退l院後沖佑みをされ毎日が地微tむ像族l

⑤晩酌で呈が多いが依存症にならないか。

R娘婿が心配だu

Rl祈酒会R所在は 7

Rアルコール依存症は病気か？

⑨治る病気 7

閲心度が高いので、次回はアルコー19依存征から立ち9［った断酒会の人を招いて勉強会を

する、9

3/2 復興住宅見学会 県民ネット助成車業で今回もフェニックスプラザに立ち寄り写真とス

ライトで復輿状況を見る。昼食後、東から顧次建築視場を見学する。参加者の中には91歳の

高鈴者も含まれている。ついつい欲を出し前回以上の場所を見学し強行軍になふ応芽期間

中tいので見学者の眼差しも真9l]そのものである，ここに決めた、あそこにすると迷っていた

人の判断材料を提供できそれなりに意務があったn

’~ ~~ • ・ ・ ・ ・ ・ ~ ・ ·”言”▼●~ ・ ・ ~ ~•~ ・ ~ ・ -・・・・・・・・・・; 
9一言コメント」昼食時ビールは個人負担で500円とする。一人一本と首ったのに飲み放胎。持

って掃ってもよいのかといやみを言加感謝の気持ちが伝わってこない。

t ~.~• ・ ~ ・ ~ ~”雪•▼•→ ~•~ ・ ~ r ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ •~ ~ • ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ •••~”~ ・ ・雪・ •ヽ

3/3 T地区—毎週月曜日に「お茶の会」をしていたボランティアが撤退する車を囲く。ご苦労さ
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んでしたと直接要任者に宅話し労いの言築とテ'9,)ニンダの必要性を話す。初期の目的を達

成され勇気ある引き上げである。タイミングがよく、羨ましいc 先越されたと思うた。

地域に根づく掴祉ボランティアとして期待したい。

3/7 雲災記録室作成の 9復輿住宅応募手引き苦』を各仮設住宅へ配付する。少し遅いようだが

まだまだ決めかねている人もいるので参考にしてほしいa

詞視者の復輿住宅申し込み0代華をすふ公的支援者には首いたくないと言われる，

一部損壊者 (2世帯）が、応券出来ないイライラをボランティアに向けられるコ次国までに

行政に実恰を訴えて行きたい。

r悩みながらのボランティア活勤J,記車を見て r住民が感謝の気持ちを持たなければならな

い」と励ましの言葉をもらう。「貧乏しているが、こころまで茸乏したくないと嘆いておられ

た1

3/16 ボランティ了感甜祭 T地区一住民主催。今日は主役と脇役が逆転である。ポラ／ティ

ア数の多さに鵞く，住民の本心から出たものなら本音で再ぺるが、ボランティアの仕llけ人

がいると聞き本心から喜ぺな八援珈こついて今一度考え直す必要がある。

援肋の究極の目的は「共に生きる』ことか。

援助者の存在感が強すぎてはならない。支えるとは空気のようなもので『灯台効果jであ

る，煎接足元を1訊らして方向性を示すも0ではないこ援助者がいることを知らせることで、緊

急時には助99てもらえる単を知っていることで人は救われる z 社会資源やポランティア団体

1月援助の用窓を知らせることで援助の 50％は達成できる。

60オの男性がもう限界だ。「ヒ手(9Eねる方法を教えてくれ」と訴えて来る。’'，界というよ

り生さる望みがない。将京が兒えない。復興住宅に当た・9 ても家賃が払える状態ではない。

仕車がな（、尚くところがない、普段無口な方か、切実9こ訴える。目分に対する今一番の支

援は『死ぬ方法を教えてくれること1e』・ ・i上面から事実と向き合う車が大切。

3/17 活勁記録集作成の助成申諧に対して朝E新聞文化厚生専業固担当者のヒァリングを受けるっ

活動資料と内容を伝える。遠防地仮設で活動したポランティアが記録を残すことは黄務と

思う c しかしこれ以上仕率呈は増やしたくない。迷う気持ちを伝える。

3/19 『活動撤退』 りんくう助け合いネットワークの講演。

組織を立ち上げるエネルギーよりも引き上99時のエネルギーが数倍必奨住民が少なくな

り社会姿源の網1こ掛かるようになれば引き上げ時期。いずれ姫路でも訪れる撤退時をオー

パーラップさせながら、勉強させていただく。同し遠隔地団体として惜報交換した1中間が•

織をたたむとなれば感慨無亘だc

引き上げを分析すると次のようになる。

当初は、遠塙地仮設でボランティアの関わりがなく、友愛訪問を主目的に組絃を組み立て

ふマスメデアが、県外遠隔地にスボットを当てだし問題が生じてくる。主役が逆転しポラ

ンティアが自然の内に自分逹を見失って行く。「やらせj『相談なしに手をだす」「プライパ

シー侵杏』『セ 9ター内での酒盛り」等々があ～たと聞（。各団体で起こりうる問題で問題提

起を受け反省材料になる。

3/21~93 『花見の会』 東京ポランティア『こころのサポート市民0会』と小規模団地 (M
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地区）で一足早くするc 小規模団地ではボランティアの関わりがな (9lオのお年寄りの参加

もあり盛り l がる r 「人に慇謝•物に感謝］『人は人に寄って支えられる」ー言ひとこと重み

のある言葉が出てくる。前向きな話のなかにも明 Hへの不安が滲み出ている。

ボートアイランド仮設を案内すも生活環境の悪さにほどほどあきれふ市民は日常生活

に戻り温度差が出ている。当地を肋問する都度その思いが強くなる。遊圏地での楽しい家族

連れ、欧声を間きながら1反設住宅内の思いを考えると惑無湮になる。

午後からプェニ，クスプうザで「生きがい・うるおい」のブォーラムに出席するc いどぱ

た会譲の活勁内容等を理解し、東京で生かしてほしい。

T地区一こころと身体の体操 (I忠かぼか体挽）をセンター前広湯でする。空き部堅の登を敷

9並べ新鮮な字気をお腹一杯吸いながら身体とこころをほぐして行く。後は卓座になってお

は9を食べながらお話会をすか今日も天候9こ忠まれ3S名も参加してくれる。次1is地区で

計固したい。

3/24 東灘区で被災され姫『各1こ永仕すると自立再建された奥さんが19展を開かれる。児室委員と

して千どもとの関わりが縁で知り合いになも活勤窟金調達もあり全面的に協力する。マス

コミも大き（取り上げ、前評判も上々であるc 札1来る陪り手伝いする亭9こする，

3/26 年度末が近づくと活動支援者に判告車務があり追われる日々 c

社会育源が関われない問題があり、一度訪問して確認を取ってほしいと依頼があり引き受

ける。起色ていることは事実だった。時間をか,,て関わりの巾から問題解決したい。

3/29 ワークショップ ハー］、ネ 9 トワークセンターから講師を招いて。

〔課穎と問題点］

①行政019売的役割をし Cいるが、これC良いのか悪い0か迷いがある。

当て1こされて勁く、動くから当て1こされる。これの繰り返しだ。当てにされると心地はよ

し＼が・ ~ ・ ~ ~ ・。

②件民聞のいじめがある。いしめることで安定している人がいる。ポランティアの対応はり冑

＠一部役員と関係が険悪である。役員の為に活勁していないと分かっていても辛い而があ

る。

④両校生（女性）

仲間のように人間関係／住民間）が上手く行かないc …・-。

活動窓義について考えさせられる車がある。……。

．晋方には若さと言う武据がある。無那しないで自分の出来る範囲で活勁すること e

相1生等があって誰だってオールマイティーではないc

・話を聴くことしか出采なしヽ が・曹…・。

話を聴くことは、話すことより雄しいことで、エネルギーがいる。聴くこと 1ご素暗らしい

こと。

。住民と一部役員の閲係が気になるが・・心

無理をしないこと。人間は癒されることで生きていける。閉じこもりがちな人に関わりを

持つ 2
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R主婦 (55オ）

'退去される喜びと別れる辛さが交差する。

仮設から出ていかれることが目立であり、寂しい一面があるが快く送ってあげよう。

活勤は仮設だけでない。地域ポランティアヘいい咋

・ ̂-}、岩らしの老人 （女性） との関わりで一年ぶりに部屋に上げてもらったc

被害妄想があるが…'・ I盗難がある。隣人が亡くなったJ

被害感があり、老人性の梢神障害がある＝関わっていいのか・'＂＂っ

気持ちに寄り添うだけで物車を強閏しないc

老人は過去の良き時代で支えられでいる。評価してあげる。

古き良き時代を聴いてあげたり、良き時代を共有する車で、安定できる。

造行を少しでも遅らせるため、艮き時代を思い出させる，

相談 1ふ~翡間が屈度で相手が終粘しない場合は、こちらから伝える。

・裁初肋閑を拒否されていたが、今はポランティアを当てにされているc

息子と母親の両者を一人で支授するのは大変だ。仲間と分担することも考慮すぺきだ仝

支援することで息子か母親を柔らかく見られるようになった。

息子と紐親が互い1こ思いやりの気持ちが出てきたようだ。

老人の語後を見取ることは辛いことである。

残り少ない時間を良き時間にするためにハートの部分を良くするc

~女の人は汝·定しているが、男性は不安定だ。

R女性 (40オ看護網）

・ポうノティアの活勤とは・…・。

こころの支援は最後厖を走るポうンチィアで無理しない範囲で自分の出来ることだけ関わ

る。

・分裂病との関わりは・・・・・。

専門家に任す．ボランティアは孤独孤立しない関わりでよい。

⑦男性 (45オ自由業）

•一年ぶりに話を聴くと惜況・問題が深刻化している。

•もし姫9各市民が仮設に入ってたらと思うと背筋が寒くなる。

・男はプライドが高く理詰めで物車を考えるので話が間き取りに（い。

⑧男性 (18オ高校生）

・住宅内で苛めがあり心配だク

苛める人も苛められる人も問題がありそうだ。

弱いところを見せまいとしている。侵越惑を持っている。

•印象的な人は、入居後インスタ 9 卜食だけの人がいる（精神弱者）

R女性 (50オ介護士）

・ポランティアと住民との関わり方は......永遠の課題である。

•今一歩話が"けない。相対する人（悪口を言い合っている人）の話を聴いた時の対応の仕

方。
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距離をお(,その時その店で話を聴く。正面から聴かないで斜めで99(。

~話を聴いて辛くなる率があふ自分にすり替えてしまうことがある。

哀正面から見ないで斜めから様える (9月手に失礼ではない）

話を切り換えすと、相手は分かってたまるかとは言わないが敏感1こ受け取っている。

ただ聴いてあげるだけでよいn

⑩l月から参叩している人が、 99勤後のふりかえりを評価される。皆でふりかえり共有できる

車ができ素暗 らしい団体であると最後の締めがある。

今後も無理せず「自分たちの出来る範囲で、出来ることだけ』の活動方針を再確認する，

3/30 T地区ーアルコール依存患者が退院するなり、医者が少しなら飲んでもいいと迫院早々飲ん

でいる，近所の女性が酒を差し入れてくれたと喜んで欽んでいるC とうすることもできない。

3ヶ月入院してこのありさまtら本人はもとより理解ない人が退院祝いに差し入れするとは…

私たちの関われる問題ではない。もう限界だ・ 99・・ 冷

4/1 一年前に空き家券集で復輿仕毛 (70オ）からの電話。

開ロ一番『寂しい」。空き家に入るのを被災者と●料lの住民は冷やかな目で見る，見られて

いる。周囲0人と関わりが持てない，了どもでもいたら子ともを媒体に近所付き合いができ

るが。男の一人藉らしでは何も出来ない。同じ階の人と挨拶を交わす程度だ。県からの情報

も入らず、テレピ•新聞でしか得ることが出来ない。慌てすぎて損をし 1らゆっくりすれば

よかった。団地内に 6所帯入居しているが，確認できない。自分で捜し出すエネルギーはな

ぃe 分かればグループを作り互いに分かち合うことが出来る，近所に娘さんがおられるが、日

常的か閲わりの汀さを話されるc

4/5 大覚寺の説法と龍門寺のお茶会 S地区ーアサヒオークのご好窓で住民と参加する。

姫路での息い出の一~コマになれば幸いだ。

『明日の希望が持てない」と口癖に言っている人が居る。今日の説法で少しでも「人間とはJ

「生きるとは」を自分自身の問題として一時でも考える場所が与えられたc

活動エネルギーの出し惜しみをしないでドンドン使っていきたい。神さんが、チャ 9と空

から見ていて袋に一杯9じめてくれる。使い果たせは柚給がある。

4/7 S地区― I、さん昨年の7月から閑人と恋愛関係になる，一人者同志が一緒になれば食事も美

味しく食べられる。しかし彼女は常備薬？を何駈も飲んでいた。妊娠が心9Cで薬を飲まない。

飲まないから棺神的に安定しない。今日も涙を流しながら彼が私のことを分か 7 てくれない・

近所の人も理評してくれないと絋るように99丸一ヵ月に一度惑惜の起伏があり居たたまれ

なくなるc 染を飲むと安定するが、妊娠を心配して飲めないc 聴（だけで気持ちが落らつく c

4/9 苔備会社から霞話が掛かも何かと受話器を取ると T地区のEさんが面接に来ている。お

酒の臭いかする，面接の中で貝方の事が話に出たので連絡した。この状態では採用出来ない

が、どう思われると下駄を預けられる，話する車は何もない、只困っているから使ってとお

罰いする。 99職先の黄任までは特てない，（アルコール依存患者）

長期の仮股生活で栄蓑パランスを崩す人、冨えが底つき生活が困窮している人、中高年で

仕車につけない人のイライう、医療負担が出来ず病院へ行けない人、恒久住宅の見通しの立
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たない人等の問題が山積していも煮詰まった毘l坦を慎重に社会姿源につないでい（ことが

大切な時期だ。

4/9 1 s地区ー Jさん。お倫がないので2~3日何も食べていない。このままソッとしておいてと

言われるが、見逃すわけには行かない生活費をそっと習いで立ち去るc 口癖で依存か強く

なっている，

4/13 温かくなり参加者も多く今日は活気かある。 1中間のマッサージも 3回目で住民の受けもよ

い。マッサー；しながら身体とこころを19ぐし、スッキ＇）したと帰って行かれる c 媒体が変

われば変化が生じる。

4/17 転移現象 S地区ー女性が、今日から仕車に行かれる。 1了くことを誰にも言いたくないが、

ボうンティアさんには言っておきたいとわざわざ電話をくれる。以前から仕享に行きたいと

4~5ヵ所でi面接を受けるが、仮設の人は駄目と断られたり、時間9合が極端に安かった 1)で、適

当な廿車か見つからなかった。巌後と思って行ったら快く引き受け明曰から行くことになっ

た。弾んだ声で娯しい連絡を受ける。仮設の住民9よ仕車もせんとプラプラしていると言われ

るが、現実は敗しい。

4/20 定例戸別訪問 T地区ーお年寄りと必要な方を対象に訪問する。元気印の女性から私た

ちの所も来てよといわれる。少なくなったといっても l00所昴を回りきることは出来ず重点

的に訪問していると、こんな言策を聞く。無担された、空元気だと SOSを発する。限られた

人穀では限度があるc

またまた、役員が毎l可活動後逐次報告してくれと強引に言われる。プライパシーに関わる

ことは言えないと突っぱねる。段々と活動がしにくくなってくる。県保健センターの医師が

見え Cこれから関わりを持ちたいと言われたから、『頁方たら0活勁は不必要になる。何をし

ているのか分からず活動後苦惜が耐えない」と感惜的にいわれる。何を言わんかであるc 懸

の保億センターも．．度か二度の関わりなのに社続的な関わりを持ってくれると考え違いして

いる。説眼不足か？徊故か分からないが、行政支援者も説明上手になって頂きたいとばっ

ちりを受けるのはポラノティアだ。匝味を目われることでストレスがビークに達するっ

4/22 T北区ー役員からボランデ 9了の名簿が欲しいと連絡が入るが断る。断っているのに社会福

祉協議会ポランティアセ 9ターに出lfilき個人情報を受け取る，出す側も出す側だ。団体登録

用に提出しているのに、目的外に個人惜報を提供するとは・・…。ボうセバこ杭漉するが、考

え方に相途があい話にならない。怒りがこみ上げてくる。

5/2 T地区ー温厚なお年寄り（男性75オ）。仮設内で謙なことかあり、早（神戸に帰りたい。自

然団墳の良い姫991こ永住したいと常々首っていたのに何か起こったのか？」無言篭話が深及

に1i1回も掛かって（ふ (9民r，I土の中傷合9知があり心痛む串か多くある。入居当時のことを

忘れず思いやりの気持ちで退去まで過ごしたい。人の噂と悪口は聴きた（ない。仮投間移動

を考えたい。居るのが媒（こなったc

5/3 『仕事塾」パンフレット 市内4ヶ所ー前1引住民から案内文が届かなかったとクレームが

つき、今回は直接害類が届いたので手渡しする。

「子どもの且1行串で了どもたちにプレゼント（金太郎菜子）する。手渡ししながら、戸月11

訪問する。 S地区ー自治会と共同で柏餅を配付する。
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Eさんが初袷料をもらったので職場で作った『いかなこ＾の（ぎ煮」を項く。ドIものにも変え

かたい心混まるプレゼントをもらいポランティア冥利に尽きる。

復興住宅当選者に通知が届く、結果的には今国も 9割弱の当遥率で以前と同じである。この

状態では仮設仕宅の解消19伍1時になるか分からない高齢者優先で91歳の男性がバ9パーハ

ゥ；ンゲに当選したことが特華である。当選したら当選したで張り詰めた気持ちが切れると

先行きを心配すふ高齢者の一日は若者の一••年に匹敵する。一日も早（恒久住宅に人居して

ほしし 1c

5/4 T地区 復輿住宅一元化募築時の入居者は 117世将てその内応募者は64所帯である。この

数字は1bjを物語っているのか？仮設が仮設でなくなって行く中でボランナィアの関わり方は？

考えさせられる，

5/5 活勁記録第作成のため、苔禎した活動記録の整理に取りかかる。整理しながら改めて住民

の思い、悩みをふりかえり、見逃していることを再度思い出したり、住民ニーズの変化や渋

み残し案件を整理しながら、ふりかえりの必要性を今更ながら噛みしめている。

5/7 住宅当選者と入居者実態調査をする。随分退去が進んでいるが、何処へ引っ越ししたのか

分からない世帯もある。余裕があれは追跡網査してみたいn

S地区一戸別訪問で牛活が苦しいと SOSを発信する人が増えている。蓄えが底つき伍1も食へ

てないとか、明日の希望が持てないと投げやりな人か目立つし今日も同日も何も食べていな

い。冷政岸も何も入れるものがないと淫源を切って者カビが生えていると扉を開けて見せる口

社会貸源に連絡すると、『何時までも仮設、仮設と言って特別扱いしない」と冷たい返苺が返

り、怒り 1譴9。自9台会役員・担当民生委員と連揺しながら、対応しないと閲屈が生じふ発

見が早くて●‘なきを喝たが、冷たい対応で手を差し1中ぺないと餓死する人が出るかもしれな

ぃc 問題が起きないと杓了定規な対応から脱皮できないのか 1

ァルコー11依存症CDさん今日も朝から恨を下ろしウイスキーをストレートで何I不も飲ん

で奥さんに暴力を振る•,たり、ペットに当たり犬が脅えている，肪問中も奥さんにグラスの

氷を頭から被せふ以前はなかったことである，こんな状態で奥さんも良く辛抱Lておられ

るなぁと感心する。しっかり支えて共依存の典型だが、支えることが…・・に変わっている，抜

吉差しならぬ所まで来ていふ近所の人・ポうンティアが関わりを待っことが依存させる桔

果につながる。冷たいが、 1テ（ところまで行って緊急入院するか、早く入院させるか二つに

一つである。当車者能力に任すしかない。

5/9 緊急入院 団地区ー戸別訪問で救急車を呼ぶ。以前から食哀は殆ど取らず、疫せ衰えてい

たので心配していたが、入院の結果末期ガンである。もっと早くと思う気持ちと、立ち入れ

ない所もあり、ボラノチィアの限界が出る。家族、親族の関わりを今一度考えてみたい臼摺l

睦が起きたあと近い所9こ兄弟が居たとか千どもが店たと1111くことがあふー迎閣いや一月で

もよいから家族が訪問したり、毎話コールでもよいから関わってほしい親族しか関われな

い問題もある。核家族化が巡み家族の関わりも希薄になっている現実もある。高齢化社会を

迎えるに当たり深刻な問題が仮設で起きていることを捉え、一度家族閲係とか家族の袢につ

いて考えて見たい。

5/14 叶1内の復興住宅入居者が、ボランティアさん何とかしてと述絡が入る，
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新旧住民の交流が取れない。地獄を味わっている。扉一つで皆獄だ。 1日仕民は無関心を装っ

て裸祝している。こんな状態なので活勤してほしいと頼まれる。火中の栗をひらいに行くよ

うな宰は今のエネルギーではない。被災者の廿えが出ているように受け取れも慎重に＇}

サーチしたい。

5/15 神戸に情報収集のためよく出lb]くが、 8日枡くと流石に疲れる。

享例研修会であるボランティアの活勤引き上げ時の問題提起がある。閉じこもりがちな高

齢者（女性）が『もうこれ以、I：の別れはしたくない、気が狂いそうだ』と話されに対応方

法の相談を受ける。披災後一度も神戸（長田）に帰らず望郷の念で長田に帰りたいの一途で

ある。昔~の面影を追いかけ現実が理解ができない。ボランティアが選択肢を出すことで、気

持ちの整理ができふ全負が引き上Ifするのではなく、地域ポランティアが今後も個人とし

て友愛訪問を続けることをハッキリ知らすことで周堕解決につながる。

活勁から引き上げる率は罪悪感とか敗北感を持たない。言葉で理解できても後ろ髪を引かれ

ぶ引き上げ際の難しさを深く感じる。

5/18 市内4,'所ー仮設住宅へ県民ネット引っ越しボランティアの案内情報を99付する。引っ越し

時のネックは弓lっ越し晋用の捻出である。遠悶地は神戸まで距離が有るので割高1こなる口私

たちもJ_~日 99日は今後も協力していきたいコ

T地区～役員間の l、ラプルでパ lカーが出動する。権力の座につくなり前後が分からなくな

る人がいな大車件にならず車なきを得るが、 I•]が起きても不思識でない状慇である c

退去が進む中で空き家が増える。虫食い状態だ。今日も人けのない所で枯れ箪が燃えてい

た。原因がハッキ 1Jしないが大事故につながる。

又々ふれあいセ/ターでいやみを言われる。何が原因で久面に立1こないといけないのか？毎

回毎阿同じことの繰り返しで、壊れた菩音機だ。そこまで言われて活勁する自分たちは何な

のか、強いのか、馬鹿なのか、人間が出来ているのか分からない一部の人に振り回される

グループは何なのか……~。社会資源と迫拶を取れば取るほど溝が深くなる。窟災後ポランテ

ィアもマスメデアによって市民権を得たそんな中で、辛抱する率はないと言う人もいふ伺

人的人権に関わることは断固として向かわなければならないと他団体のリーダーから温かい

支援が国（。ことを起こすために活動していない。辛抱が先行する。
r ・ ・ ・ ・ ・・・・・・ ・ ● •.· ● ● •. ・ ・ ・ ・．・ ・ ・．・ ・ ・ ・ •・·・ ・．・ ・ ・ ・ ・・・・ ・ ・ •・·・ ・ ・．・ ・ ・.．・ ・ ・ ・ ・ ・ ●・・ ・ ● ●. ·•..· ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・．・ ・ ・．・・..・ ・ ・ ・ ・・・.・ ・ ・.．・ ●．・ ● • •・．・.・・・・．・.・ • •・● • •.・・•．●．．・●・...•.・ ●.．．.・.?

r一言コメ 9 卜』被災者復興支援会哉のフォーラムに出席した留守中に、女性ポランティアに机

を叩きながら長時間いやみを言う。仲間が涙ながらに連絡してくる。言9 ている本人にいま一番

支援が必要か？

県幹部に車の車実を話しなから、新聞祇1こボランティア活動訊可吾と宮いて下さいと冗談とも

本気とも取られる話をする。 1中間の心労が心配だc

後口他の役貝が、申し訳ない、甜りたいと丁寧な言菜をもらうが、言葉の哀に隠れているもの

があり何処まで何を信用してよいか迷う。 1中間の結束が強固なので救われる。

5/20 グループ交流会 姫路で被災者復興支援会業の小西座長と山n委員と車務局員3名に遠隕

地〇姫路まで来ていただき感謝すふ平索の活動で知りえたものを発信し、今後の課題等に
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ついて話し合う。出てきた車項を整狸する。

①アルコール依存症患者の対応1こ苦慮している。一人菩らしの寂しさから手を出している。

②蓄えがな（なり牛活が困窮している。行政支援者0温かい対応をお願いしたいc

＠問返が煮詰まり、これからが大変だc

＠ボランティアの力里以上の問題が山稜する。活動後のふりかえりで仲間と問辿を共有して

いるが、重い荷物が多くストレスが溜まるe 専門家のスーパーパイズを受けたい。

⑤辛い中から自分の成長が見えふ支え支えられている中から伺かが見えているc

R長間の関わりで、ポラ｀ノティアと住民が共依存に陥っていないか、自立を妨げていないか、

ふりかえりふりかえりであるが評価できない。

⑦自治会（←~一部役貝）と／， 9,J いかない。これで神経がすり減ってしまう c 『活動場所を与

えている」「させてやっている」。何を持って来たのか。何しにきたのかと毎回のように厭

昧を言われながらの活動である。その人目身にケアが必要と思うが、こちらも人間だっ

〔引っ越し後のケア）

①奄話番号を聴いた人には連絡を取っている，空き家入居者は、寂しく切ない息いを伝えて

くるc

＠姫路にも復興住宅かあるので次の展開を棋索している。

R引っ越し的に受け人れ先のポランティアには惜報を伝えない。プライパシーがある。必要

なことは保健所及び関係機関に伝えているっ

（ポランティア活動で屈っていること）

(j)私たちのボラ／子ィア活動は、試1浪昔糾しながらも辰後尾を走るポランティアこ言い聞か

せている，しかし、燃え尽きつつある。

②行政も痒いところに手が届く~援を…·,.

R仮設住民は神戸巾民だ。以前は神戸市に対して不平不満があったが、今は定期的な訪問で

色々と相談されている。不流の和は聴かない。位民栗も殆どの方は移動されていないが、不

利益を受けるようなことはないようだ。

④一部役員は名剌の肩菩で判断される。冗談であるが支援会器誌定のボランティアと言いた

いくらいあつれきがあるク自由〇「卜でも宝任を持って活動しているc

⑤職場では白い目で見られる。未／t1こ仮設に関わっているのか。変わり者、変人、物好きと

見られる。ポランティアに対する理解が希薄である。会社員・公務艮である前に市民であ

り被災地の県民でありたい

⑥ti享は遠隔地と言うことで機会が少ない。仮設と言われ差別を受ける。匝用促逆助成期肛l

が過ぎれば解雇される。助成金目当、バート賃金も差をつけている。

〔子どもについて〕

①人数も少なく小学校に行っている子ども1911人中3人。自然珀塊の中で伸び伸びと今は遊

んでいる。

②子ども対象のイベノトも実施している。

思いを伝えることで、肩の荷が軽くなる。今日は脇役から主役になる。

S/23 S地区ー所持金が400円の人と会う a 顔色は悪く、目1玄がすると言われ血圧も高いようだc
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札車をしている時は、ポランティアなんかいらない。何しにきたと拒否していたが、生活が

緊迫すると SOSを発信する。治蔵痣は開きばなしで何も入っていない。米ぴつも底付きぬか

もない。先入観で元気な人とそこは飛ばして訪問していた。 1寧に訪問すぺきだと反省しな

がら、週明けにケースワーカーにつなぐことにする，杓了一定規に返してくるので伝えるのが

辛い。そっと当座の生活黄を湮いて帰る a

5/25 子とも対象イベント T池区ーマイク Cバスを貸し切り、赤穂高山牧楊と遊困地のある

海浜公詞に行（。初めての外出で、家族と共に参加。バーペーキニーまで思い思いに広場で

遊んだり、画用紙で写生したり、凧作りをすか写生ではボランティアの似頗絵を杏いて［・・

さん元気で」とボランティアに感莉の気持ちを伝えてくる、，瀬戸内海が一望できる91、高い上・

でパーペーキューでワイワイガャガヤはしゃぎながら食へる食事がこんなに美味しいとは・

—··。子ともとの関わりがこんなに楽しいものか。神経をすり減らしながら活勤する日々が虚

のようだ。子どもたち以上にボランティアが日頃の苦労を癒したようだ。

5/26 ケースワーカーに連絡するが、風当たりがきつい,I丙弱で窓口に出向けないから訊問活動

のついでに寄ってと99むが、窓口にこないと駄目だc r仮設と言って特別扱いしない』とビシ

ヤ「）、何も特別扱いしてくれと言っていない、血圧が高く動9ナる状態でないと言っても「何

の病気だ？ 1-t車に行く気があるのか？」と次々と問いかける。仕方なく担当の民生委員さん

にご足労していただき、自家用車で送迎してもらう。仕事の蔽しさは理解できるが、半歩茫

み出ず気持ちで対応してほしい。

5/30 『震災ボランティアから学ぶこと』 カウンセ ，Jング研究会総会で、請演する。

仲間の前で1ま緊張する。『日々の活動から学ぶことは、学問に勝るものであるふ学習のため

に学習している人もいる e 実践は大切。 1中間1古、自分の況題を求めている人、轍場で生かす

一人、ライフワークとして生かしたい人様々だが、限られた枠組みから一歩踏み出したとき、見

えなかったものが見えて来る，現場実践で学ぶことの多さを分かってもらえば、今日の成呆

はあった。

6/1 「熱心と強引は紙一重』 祖三次のー元化券集で定員割れ住宅の再募集が始まる、，各戸

に総集要綱を配付するc

速閑地仮設侵先であるが、定員割れはそれなりの理由がある c 行政支援者が熱心に進めて

いるが付1月1さも目につく。苦消を投げかける人もいる。元いた所へ帰れない現実は分かって

いる。

6/2 仮設支援ボラ 9ティア会滴に出席するa T地区の夏築りについて過去2年しているから今年

もする年になふ本心はしたくないc 住民数が減少する中でこころの勁き・コミュニティー

の崩壊等について把19しているのか疑固である。仮設19T地区だけでなく他に3ヵ所あふこ

れだけのエネルギーをついやするのであれ19各グループ単独で計画するほうが真の支援につ

ながる。委加住民数とポうンテ 9ア数が大99に逆転し、ポランティアが盛り上がっている様

子を想像するだけで／ッとする。ポランティア間の盛りヒがりは他所のイベントを利用すれ

ばよい。主役と脇役が逆転したくない。参加しなけれは色々と中傷する人もいて仕方なく参

団する。グループとしては四ヵ所99仮設住宅とパランスよく関わりたいc

6/6 事 件 S地区——ふれあいセンターで起きふ行政支援者の手持ち配撰図（名簿入り）にア
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ルコール依存症と者いた原稿を鹿き忘れ、名指しされた人がそれを見て朝から＾―-升五合程飲

んで、「俺はアル中だ・アルLp／旦と百って住宅内を自転車で走り回るc その学げ句、うっぶ

ん哨らしにふれあいセイター内の備品を散らかす。一寸したミスがこんな結巣になる。アル

コー 9レ依存症ではない。強いて官えば酒癖が悪いだけである。檻力者が弱者を苛め追い詰め

ていくことに苛立ちを感じるc

T地区一仮設入居後、食率をまともに取らない中年男性が内蔵疾患で入院すふ近隣の仲間

が数日前から畏変に気づき入院を進めるが一向にらちがあかな応部屋の中から施錠して開

けない。入院すれば当分の間l1る事が出来ないと知っているのか、閤い掛けても応答せずか

たくなに閉しこもる。瑕後の手段を行使するかと思った時に、やっと鍵を開げ緊急入院させ

も栄養バランスの崩れとお酒で肝臓が弱っている。体調を崩す人が目につく c 料理教室ま

で閉くことが出来ず、活動の限界を却る。

6/12 S地区一戸別訪問C ポランティアの顔を見て『元気がない』。と心配してくれる。一寸待ち

と言って冷蔽浦から冷たいどールを持ってくる。 rこれで元気つけ」退去まで元気でI紆Bl見て

もらわんといけんからと労ってもらう n ポランティアのホランティアをしてもらう。

アルコール依存症の家族と本人に入院か、救急車を呼ぶまで待っか二つにつと伝えか気

の重い話であった。

6/15 -［地区一戸別訪問。 4月からボラノテノア準備室で集合し活動していたが、位民から何故セ

ソターを利用しないのかと言われるが、別に理由があるわけでもないただ、一部役艮：こい

やみばかり言われ入りにくくなっていた，逃げている分けでもないc 今日からセンターを利

用する。

ふりかえりで仕宅内の9位草が気になるという意兄か出てくる。 l9中問経過と共に環境整備ぐ

らいは自分たちでという意見といやまだまだそんな気持ちになれないの両論が出ふ草抜き

をした住民に花まで抜いたとクレームをつけた人がい応草抜きは、 9聞論が出ないまま持ち

越しにする。自ff支援とは雌しいことだ。

6/17 E地区一展高歳者J 復興住宅の／ルパーハウジングに当選しているC 入居審査が7月始めか

ら始まるが待てない。早く審査してほしいと市に頼んでと言われ追格すると快く変更してく

れる。今日一緒に神戸に入居審省に行く，ぉ年寄りの一日ーEの大切さを実感する。入居が

決まってから張り詰めた気持ちがなくなっているのが心配だ。

県こころのケアセノターに立ち寄り心況報告する。煮詰まった閏題が山棟するなかで、セ

ノター職員の訪問を依頼するか、訪問は出来ないみたい。姫『和の仮投だけ何故訪問がないの

か疑問。仲間の勉強会なら何時でも協力すると力強いお言葉をもらう。長時問9点いていただ

きスッキリするc

こころの整迎もついた，

①先ず自分自身のケアが先決。

@£]滅期で沈みがちな場所から引き上げ、次の場所を開拓する事も必要。

R痛まない範囲で活動する。引き上げても仮設住宅は同っていく。

④由来ることと出来ないことをわきまえる。

常にふりかえり・ふりかえりの活勤だ。仲間に伝え共有したい。

-m-



6/20 次の活動場所を求めて調査を開始する。市内の復興住宅自治会長宅を訪問する。 74軒中32

軒が被災者である。 70歳以上が19名もいる。自治会行事とか会費徴収に非協力的とか・""•自

治会運営に難儀されている様子だ。新旧住民の交流がないのでポランティアで企画したい。

会長も快く引き受けてくれる。しかし、活動するまでに解決しなければならない諸問題が山

積している。

6/29 『フラッシュひょうご』収録 S地区一県広報課依頼。団体紹介と遠隔地仮設の状況を

放送する内容だ。主な活動は戸別訪問だが、絵柄にならないので『ぼかぼか体操』（身体とこ

ころのリフレッシュをはかる）とお茶会をする。久しぶりのイベントで楽しい一時であった。

収録となれば色々と気遣いし疲れる。

（ポランティア活動記録から抜粋〕

姫路こころのケアネットワーク代表

岸岡孝昭
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